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一雲
押一十一議

空から見た中祖遺跡



中祖遣跡礎石建物跡瓦出土状況

中福遭跡礎石建物跡



国土交通省中国地方整備局松江国道事務所では、一般国道 9号のうち急カーブ

や狭いトンネルなどが多く交通の難所となっている仁摩温泉津間においては、仁

摩温泉津道路の整備を行っています。

仁摩温泉津道路の整備に際しては、埋蔵文化財の保護に十分留意しつつ整備計

画や工法の検討を行っていますが、どうしても回避することのできない埋蔵文化

財については道路事業者の負担により必要な調査を実施し、記録保存を行ってい

ます。

具体的には、島根県教育委員会に委託し、一般国道 9号仁摩温泉津道路建設地

内に所在する遺跡の発掘調査を実施していただいております。道路事業計画との

調整を図りつつ、十分な調査を進めていただいていることに対し、同委員会の御

尽力に敬意を表する次第です。

この報告書は、平成17年度から19年度に実施しました大田市温泉津町福波地内

に所在する中祖遺跡、同市仁摩町天河内地内に所在するナメラ迫遺跡の発掘調査

成果をとりまとめたものです。本書が、この地域における人々の暮らしやそれを

取り巻く自然の営みを後世に伝える貴重な資料として、学術並びに教育のために

広く活用されることを期待します。

最後に、当所の事業に御理解、御支援いただき、本埋蔵文化財発掘調査及び調

査報告書の編纂に御協力いただきました地元の方々や関係機関の皆様に対し、深

甚なる謝意を表するものであります。

平成20年 3月

国土交通省中国地方整備局

松江国道事務所

所 長 越 智 健 吾



島根県教育委員会では、国土交通省中国地方整備局から委託を受けて平成17年

度よリー般国道 9号仁摩温泉津道路建設地内の埋蔵文化財発掘調査を実施してい

ます。本書はこのうち平成17年度から19年度に実施した大田市温泉津町福波地内

の中祖遺跡と、同市仁摩町天河内地内のナメラ迫遺跡の発掘調査成果をまとめた

ものです。

中祖遺跡は縄文時代から連綿と営まれた遺跡で、今回の調査によって石見部で

は確認例が少ない奈良・平安時代の礎石建物跡が明らかとなりました。建物跡は

屋根の棟に瓦を用いる焚斗棟であったことが判明したのをはじめ、文字を記した

ヘラ書き土器なども出土しており、官衛など公的な施設であったと考えられます。

また、ナメラ迫遺跡では古墳時代の集落跡が確認され、石見沿岸部における小集

落の様相が窺える資料を得ることができました。

本書にまとめたこうした成果が、大田市並びに島根県の豊かな地域史像を構築

する上で一助となれば幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査及び本報告書の刊行に当たりご協力いただきま

した国土交通省中国地方整備局松江国道事務所をはじめ、地元の方々並びに関係

者の皆様に厚く御礼申し上げます。

平成20年 3月

島 根 県 教 育 委 員 会

教育長  藤 原 圭我



例  言

1.本書は、島根県教育委員会が国土交通省中国地方整備局松江国道事務所の委託を受けて、平成
17～ 19年度に実施した一般国道 9号(仁摩温泉津道路)改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査の記

録である。

2.本書で報告する遺跡は次のとおりである。
島根県大田市温泉津町大字福光ハ494-4番地ほか 中祖遺跡
島根県大田市仁摩町大字天河内575番地ほか ナメラ迫遺跡
3.調査組織は次のとおりである。

〔平成17年度〕

事 務 局 卜部吉博 (埋蔵文化財調査センター所長)、 永島静司 (同総務G課長)、 宮澤明久
(同調査第2G課長)、 塩野由美子 (同総務G主幹)、 坂根 繁 (同 )

調 査 員 伊藤 智 (同調査第2G文化財録護主事)、 竹下浩充 (同教諭兼主事)、 阿部賢治
(同調査補助員)

〔平成18年度〕

事 務 局 卜部吉博 (埋蔵文化財調査センター所長)、 坂本憲― (同総務G課長)、 宮澤明久
(同調査第2G課長)、 塩野由美子 (同総務G主幹)

調 査 員 角田徳幸 (同調査第2G主幹)、 園山暢男 (同教諭兼主事)、 阿部賢治 (同調査補助
員)、 イ由利 崇 (同 )

調査指導 田中義昭 (島根県文化財保護審議委員)、 大橋泰夫 (島根大学法文学部教授)、 神
英雄 (浜田市立石正美術館主任学芸員)、 白石 純 (岡山理科大学助教授)

〔平成19年度〕

事 務 局 卜部吉博 (坦蔵文化財調査センター所長)、 川原和人 (同調整監)、 坂本憲― (同総
務G課長)、 廣江耕史 (同調査第3G課長)、 赤山 治 (同総務G企画幹)

調 査 員 角田徳幸 (同調査第3G主幹)、 園山暢男 (同教諭兼文化財保護主任)、 井谷朋子
(同調査補助員)

調査指導 中村唯史 (島根県立三瓶自然館指導員)
4.発掘作業 (発掘作業員雇用・重機借り上げ 。発掘用具調達等)については、島根県教育委員会
から社団法人中国建設弘済会へ委託して実施した。

〔平成17～ 19年度〕高橋憲生 (社団法人中国建設弘済会技術員)、 寺戸由美子 (同事務員)

5。 本調査に伴って行った自然科学的な分析は次の機関に委託または依頼して実施し、その成果は

第5章にまとめて掲載した。また、石材の同定は中村唯史氏に依頼し、石材名を本文中に記した。

中祖遺跡の樹種同定・花粉分析・放射性炭素年代測定及びナメラ迫遺跡出土柱根の樹種同定

(文化財調査コンサルタント)、 中祖遺跡出土瓦の胎土分析 (岡 山理科大学)、 ナメラ迫遺跡の放

射性炭素年代測定 (古環境研究所)

6。 現地調査及び資料整理にあたっては次の方々の御協力を賜った。

大囲晴雄・遠藤浩巳・長嶺康典・中田健― (大田市石見銀山課)、 梅木茂雄 (江津市教育委員会)、

榊原博英 (浜 田市教育委員会)

7,本書のうち、挿図中の北は測量法による平面直角座標系XY座標 (世界測地系)、 第Ⅲ座標系



のX軸方向を指している。

8。 本書に掲載した実測図の作成と浄書は調査員・補助員の他、演岡宏行・小池康明・無川美和子

が行い、写真は角田徳幸が撮影した。

9.本書のうち、第 1～ 4章 と第5章 2節の執筆と編集は角田徳幸が行い、第5章 1節 。3～ 6節

については文責を明示した。

10。 本書に掲載した遺物及び実測図 。写真などの資料は、島根県教育庁埋蔵文化財調査センターで

保管している。
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第 1章 調査に至る経緯と経過
一般国道9号仁摩温泉津道路は島根県大田市仁摩町大国から同温泉津町福波間11.8kmに計画され

ている高規格道路である。この事業地内に存在する埋蔵文化財については、国土交通省松江国道工

事事務所(当 時)よ り平成15鬱003)年 2月 19日付けで島根県教育委員会に協議があり、県教育庁文化財

課は事業地内に周知の遺跡もしくは未発見の遺跡が存在する可能性があるので、平成15年 3月 3日

付けで事業実施前に遺跡の有無について確認調査が必要な旨を回答した。これに対し国交省松江国

道工事事務所は平成15年 3月 31日付けで事業地内の遺跡について島根県教育委員会に照会したので、

県教育庁埋蔵文化財調査センターでは平成15年 4月 に事業地内の分布調査を実施した。その結果、

事業地内には仁摩町内で計11ケ 所、温泉津町内では計 6ケ 所の遺跡が存在することを確認したが、

この時点では一部に分布調査ができない地点もあった。これを受け、島根県教育委員会は平成15年

7月 28日付けで国土交通省松江国道工事事務所あてに分布調査の結果とともに、これらの遺跡につ

いて文化財保護法上の諸手続きをとるよう回答した。平成17(2005)年 3月 には未確認であつた温泉

津町福波地内で分布調査を行い、事業地の周辺で遺物を採取した。

平成17年度からは一般国道 9号(仁摩温泉津道路)改築工事が本格化し、これに伴う発掘調査を島

根県教育委員会が国土交通省中国地方整備局松江国道事務所より受託している。調査は周辺で遺物

が採取されていた温泉津町福波の福波第2高架橋予定地のトレンチ調査から着手した。その結果、

事業地内でも弥生土器・土師器・須恵器・布目瓦・羽口などが出上して遺跡の存在が明らかとなり、

小字名をとって中祖遺跡と命名した。本調査は橋脚の建設地′点を対象とし平成17年 10月 にP2橋脚

(I区)について行い、その後同年12月 まで仁摩町の五丁遺跡群のうち工事用道路の進入路部分の調

査を実施した。

平成18(2006)年 度は、前年度に引き続き中祖遺跡・五丁遺跡群の本調査を行ったほか、本線部分

では仁摩町立岩中遺跡・於才迫遺跡 。狐城跡、工事用道路部分では温泉津町紺屋平遺跡、仁摩町ナ

メラ迫遺跡・宇福遺跡・矢茎遺跡で遺跡の範囲確認のためのトレンチ調査を実施した。このうち、

中祖遺跡では4月 にP3橋脚(Ⅱ 区)、 6～ 7月 にPl橋脚(Ш 区)の発掘を行い、Ш区で古代の礎石建物

跡 1棟が検出された。この建物跡は瓦を用いたものであり、石見地域では確認例が少ない重要な遺

跡であると判断されたため、島根県教育委員会では事業者である国土交通省松江国道事務所と協議

を行い、橋脚部分を含め掘削が及ぶ660♂ を新たに調査対象とした。また、中祖遺跡が古代の官衛

または寺院であった場合、遺跡が広範囲に広がる可能性も考えられたことから、事業地北側部分に

ついても文化財側で遺跡の範囲確認調査を行っている。一方、 トレンチ調査ではナメラ迫遺跡で古
墳時代～室町時代の集落、お才迫遺跡では集石遺構・炭窯が確認されたが、その他の遺跡では調査

範囲内で遺構・遺物は確認されなかった。このうち、ナメラ迫遺跡については9月 ～11月 にかけて

工事用道路部分(I・ Ⅱ区)の本調査を行っており、古墳時代中期の溝や竪穴、室町時代の掘立柱建

物跡が検出されている。

平成19(2007)年 度は仁摩町庵寺遺跡、温泉津町梨ノ木坂遺跡他の本調査を実施しているが、ナメ

ラ迫遺跡については前年度の対象からは外れていた本線Pl橋脚部分(皿 区)の トレンチ調査を8月

に行ったところ掘立柱建物跡 。盛土遺構が確認されたので、引き続き本調査を実施した。
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第 2章 遺跡の位置と環境
第 1節 遺跡の位置と地理的環境
島根県西部(旧石見国)の沿岸部は、日本海に山地が迫り深い入り江になったリアス式海岸と、そ

の間に開けた砂丘が織りなす変化に富んだ景観をもつ。人々の生活の舞台となった集落や古墳は、

そうした浦々に注ぐ河川沿いに形成された小平野と周辺の丘陵地に点在する。中祖遺跡とナメラ

迫遺跡は、このような石見沿岸部に形成された遺跡で、中祖遺跡は島根県大田市温泉津町大字福

光ハ4944番地ほか、ナメラ迫遺跡は大田市仁摩町大字天河内5781番地ほかに所在する。

中祖遺跡が所在する福光地区は、明治22(1889)年 の町村制施行時には適摩郡福光村とされたとこ

ろで、昭和26(1951)年 に麺摩郡福波村、昭和29(1954)年 に適摩郡温泉津町となり、平成17(2005)年 に

大田市と合併している。遺跡は日本海沿いに形成された砂丘と大江高山(標高808m)か ら西へと流

れる福光川の谷底氾濫原が接するところに位置する。調査地点は標高70～ 80mほ どの丘陵地南側

裾部の緩斜面から砂丘後背湿地にかけてで、調査前には水田または市立福波保育園の敷地として

利用されていた。

ナメラ迫遺跡が所在する天河内地区は、明治22(1889)年 の町村制施行時には適摩郡明治村とされ

たところで、明治24(1891)年 に辺摩郡大国村、昭和29(1954)年 に麺摩郡仁摩町となり、平成17鬱005)

年に大田市と合併している。遺跡は仁摩平野から南へと延びる谷筋の奥部に位置しており、この

谷を県道馬路大国停車場線が通過する。調査地点は標高100mあ まりの丘陵の中腹から裾部にかけ

ての斜面で、調査前は丘陵部は山林、裾部は棚田状に造成された水田跡地であつた。

第 2節 歴史的環境
調査地の周辺地域における遺跡の初見は、久根ケ曽根遺跡と鳥居原遺跡(1)で縄文時代前期に遡

る。海岸砂丘とその縁辺部に立地し、砂層下の黒灰色層または黒色砂層から縄文土器のほか石

斧・石鏃などが出土している。中期・後期の遺跡はあまり多くはないが、やはり砂丘に立地する

坂灘遺跡・湊遺跡・中祖遺跡の他、善興寺橋遺跡が知られており、中祖遺跡では所謂クロスナ層

から縄文時代後期前葉の遺物が比較的まとまって出上した(2)。 周辺ではクロスナ層は江の川河口

沿岸部に延びる江津砂丘地帯に広がっており、江津市と浜田市にまたがる大平山遺跡でも縄文時

代後期の遺物が確認されている(3)。 クロスナ層は砂丘形成の休上期に、その表面が草木に覆われ

たことにより生じたもので、砂丘地が集落として利用されたと見られる。

縄文時代晩期から弥生時代前期の遺跡には、坂灘遺跡・川向遺跡・五丁遺跡群・立平浜遺跡・

打落し遺跡・埋築遺跡などが知られる。沿岸部の砂丘地や少し内陸に入つた地点で確認されてお

り、当地域にも初期の水稲耕作がいち早くもたらされ、内陸へと広がった。このうち、川向遺跡

では矢板を円形または長楕円形状に打ち込み内部に木製農具の未製品を入れた水浸け保管施設が

検出された他、鍬・鋤・高杯・杓子など多数の木製品が出土している(4ち 弥生時代後期になると、

波来浜遺跡で方形貼石墓計13基が営まれる。規模は1辺 4～ 5mま でで大形の墳墓は見られない

が、多量の供献土器の他、銅鏃・鉄鏃なども副葬されており、この頃には農耕集落を率いるとと

もに他地域との交流を行う有力者が出現していたことが窺われる(5t

古墳時代前期・中期には大形古墳は知られていない。仁摩平野を望む位置に造られた安養寺 1

号墳は、この地域では数少ない前期古墳の可能性が考えられるもので、墳丘は長辺12m・ 短辺 8

mほ どの方墳状をなし、箱式石棺をはじめとする4基の埋葬施設が確認された(6)。 また、坂灘遺
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跡では石を2～ 3段に積み上げ、床面に石を敷いた箱式石棺が明らかになっており、人骨ととも

に鹿角装刀子が出土している(7)。 集落の実態は不明であるが、前期には坂灘遺跡・立平浜遺跡・

大寺遺跡 。中祖遺跡、中期には坂灘遺跡・ナメラ迫遺跡・猛鬼遺跡 。大家人反田遺跡などが営ま

れる。このうち、大家八反田遺跡は旧河道から手捏土器 。土製模造鏡・土製勾玉・滑石製模造品

などが出土しており、水辺の祭祀遺跡である(8ち

古墳時代後期になると仁摩の明神古墳、馬路の`鳥居原古墳、五十猛の赤井穴ケ迫古墳など小平

野ごとに有力な古墳が営まれる。明神古墳は径20mの 円墳で、全長10。lmの横穴式石室に家形石棺

を納めており、副葬品には金銅装円頭大刀 。銅碗・鏡片 。鉄斧・鉄鏃・鉄鎌などがある(9屯 鳥居

原古墳は横穴式石室をもち、双龍環頭大刀をはじめ、鞍金具・玉類・耳環などが出上した。0。

赤井穴ケ追古墳は出土品は知られていないが、石見では唯―の切石造り横穴式石室を内蔵する。

これらの中でも明神古墳が所在する仁摩平野周辺はナメラ迫古墳・楡ノ木谷横穴墓群・赤崎山横

穴墓群など有力農民層の墳墓も確認されており、地域の中核となっていったことが窺える。

奈良・平安時代の遺跡は確認例は少ない。防日名抄』によれば迩摩郡には託農 。大国・温泉・杵

道 。大家・群治の6郷が置かれ、『延喜式』には駅として波祢・託農 。樟道 。江東・江西などの名

が見えるが、郡家や駅などに関わる遺跡は不明といわぎるを得ない。その中で注目されるのは白

杯遺跡で、「廷喜九年(9091」 と書かれた木街をはじめ、墨書土器・ヘラ書き土器などが出上してお

り、集落ごとに置かれた倉庫の可能性が指摘されている。つ。また、古代瓦が出土した遺跡には中

祖遺跡の他、大寺遺跡・都治農協裏遺跡などがあり、役所や寺院などの公的施設の存在が考えら

れるが、実態は明らかでない。一方、波来浜遺跡では巡方 。九輛・敏具が一括出土した火葬墓が

検出されており、行政組織を支えた官人の存在が窺える。

平安時代末から鎌倉時代の遺跡には白石遺跡がある。掘立柱建物跡11棟が確認された他、白磁

や龍泉系青磁など輸入陶磁器が出土しており、豪族居館の可能性が考えられている。D。
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t③山本 清「原始・古代」F仁摩町誌』仁摩町 1973年
Qゆ大田市教育委員会『白不遺跡発掘調査概報』1989年

10前掲註(6)に 同じ。
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第 1節 遺跡の概要

第 3章 中祖遺跡の調査
第 1節 遺跡の概要
中祖遺跡は日本海沿いに形成された砂丘と福光川が流れる砂丘後背湿地が接するところに位置す

る。縄文時代後期から江戸時代にかけて営まれた複合遺跡で、仁摩温泉津道路建設に関連して行っ

た遺跡範囲確認調査では、砂丘の端部に当たる地点で遺物包含層である上下 2面のクロスナ層を確

認した。クロスナ層は砂丘形成の休止期に、その表面が草木に覆われたことにより腐植物など有機

物の影響を受けて形成されたもので、中祖遺跡では下層から縄文時代後期、上層からは古墳時代前

期 。中期及び奈良時代の遺物が出土している(1ち

発掘調査地点は仁摩温泉津道路福波第 2高架橋の橋脚部分を対象とし、施工順に平成17年度調査

区をI区、18年度調査区をそれぞれⅡ区 。Ⅲ区と呼称した。 IoⅡ 区は砂丘後背湿地、Ⅲ区は標高

70～ 80mほ どの丘陵地南側裾部の緩斜面で後背湿地側から見ると北側縁辺部に当たる。

I区は平安時代以降の水田が確認された。稲株状の痕跡が多数見られ、それらが長方形状をなす

ことから、水田の隅部に当たるものと思われる。遺物包含層からは弥生土器 。須恵器・土師器が出

土した他、布目瓦が含まれており、これがⅢ区の礎石建物跡を確認する端緒となった。

Ⅱ区は室町時代と平安時代の2面の遺構面がある。前者は畑と見られる遺構と柵列状遺構が確認

されている。畑状の遺構は、畝間の溝と見られる幅20～ 50cmほ どの浅い溝 8条がほぼ南北方向に並

んでおり、その南西側に畑地を区画する浅い溝がL字形に掘られる。柵列状遺構は畑地の区画溝を

切つており、北東から南西方向に0.4～ 0.6m程度の間隔で並ぶ。調査区北東壁土層で確認できるも

のを含めると計 7個があり、いずれも柱痕が確認できる。出土遺物には青磁 。白磁 。備前・肥前の

他、北宋銭がある。

平安時代の遺構面では杭列とヤナギ属の立ち株が検出された。杭列は長さ4mの範囲で確認でき、

本来はしがらみ状になっていたと見られる。また、ヤナギ属は湿地性の植物であるが、花粉分析の

結果、この頃までにはシダ類が生息できるほどの乾燥した草地環境になっていたとされる。これら

は砂丘後背湿地が次第に乾燥 し、耕地化されて行 く過程を示すものと見られる。

Ⅲ区は大田市立福波保育園の跡地で、遺構の遺存状況は良好ではなかったが、奈良時代後半～平

安時代前半の礎石建物跡1棟・土坑・ピット、江戸時代の石敷道・溝などが確認された。このうち、

礎石建物跡は東西 2間、長さ4.2mほ どの建物跡で、礎石の間隔は約2.lmで ある。原位置に残る礎

石は3つのみであったが、その他に動かされた礎石と見られる大きな石が 5つあり、東西 2聞 ・南

北 2間程度の小規模な建物と考えられる。礎石は自然石が使われ地山を浅く掘り窪めて据えられて

おり、建物跡の南側には瓦溜が残されていた。瓦には九瓦と平瓦があったが軒瓦は見られず、とも

に凹面には布目、凸面には縄ロタタキがあるのが特徴である。平瓦に対する九瓦の比率が極端に低

いことから、屋根全面を瓦葺きにした総瓦葺きではなく、棟部分に瓦を用いた叉斗棟であった可能

性が高い。出土遺物には瓦のほか須恵器杯・壷、土師器甕、焼塩壼などがあり、土師器杯には焼成

前に内面に「佐右」とヘラ書きされたものが含まれていた。

江戸時代の石敷道は、人頭大でやや軟質の転石を幅1,3～ 1.5mの 範囲に敷き詰めたもので、側溝

などは確認されていないが、ほぼ東西方向に延びている。
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第2節  I区の調査

第 2節  I区の調査

県道石見福光停車場線より北東へ50mほ ど入った水田に設定した調査区である。

層序(第 3図)は耕作土を除去すると、上層より茶褐色土(1層 )。 黄褐色砂質土(2層)。 黄茶色砂質

土(3層 )・ 黄色粘質土(4層 :黄色土ブロック、炭を含む)・ 淡黄色粘質土(4'層 )・ 灰白色粘質土(5

層)・ 灰褐色粘質土(6層 )。 茶褐色粘砂土(7層 )・ 暗茶褐色粘砂土(7.層)。 暗青灰色粘質土(8層 )・ 青

灰色粘質土(8.層)。 青灰色礫(9層)の順となっている。一つの層は厚さが10～20cm前後で、ほぼ水

平堆積である。遺構面は標高1.lmほ どのところの暗青灰色粘質土(8層)の上面にあり、水田遺構が

検出されている。

水田遺構は暗茶褐色粘砂土(7'層 )を 除去した段階で、稲株状の痕跡が確認されたことにより明ら

かとなった。調査範囲に制約があるため全形は不明だが、稲株状の痕跡は5.5× 7.5mの範囲に多数

見られ、長方形状に広がつている。その形状から水田の隅部に当たると考えられるものの、畦畔は

確認されていない。この水田面からは中世前半の上師質土器杯片が出土しており、それ以降に営ま

れたものと見られる。

出土遺物としては弥生土器、土師器、須恵器、布目瓦、青磁、羽口片などがあるが、上層の2～

3層で検出されたものが多い。
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第3章 中祖遺跡の調査

マ

~く

く三ララア
~▼

7 D
0               10cm

第4図 中祖遺跡 I区出土遺物実測図

第 4図 1は弥生土器甕である。複合口縁の下端部を留めており、内面頸部にはヘラケズリがある。

2は土師器甕で、タト傾する口縁外面に稜があり複合口縁の痕跡を留める。肩部外面はハケメ、内

面には指押えとヘラケズリが見られ、口縁の一部に黒斑がある。

3は須恵器ネ蓋で、口縁から頂部にかけ丸味のある形態をもち、外面には自然釉がかかる。

4は平瓦で凹面に布目圧痕、凸面に縄ロタタキが見られ、端部にはケズリが施される。

5,6は土師器杯である。ともに風化しているが、底部の切 り離しは回転糸切 りと見られる。
7は青磁碗の口縁部片で、外面に線描きの蓮弁があり、内外面に施釉され、緑灰色を呈する。

8は羽口で、送風孔径は3 cm前後になるものと見られる。先端部にはガラス質淳が付着しており、

これに接する部分は外面が灰黒色、内面は黒褐色に変色する。

以上の遺物の時期は、 1が弥生時代後期、 2が古墳時代中期、 3が古墳時代後期、4は奈良時代、

5。 6は平安時代、 7は室町時代のものと見られる。

第 3節 Ⅱ区の調査

県道石見福光停車場線に接する位置に設定した調査区である。

層序(第 5図)は、上層より耕作土(1層)・ 灰褐色土(黄色土小粒含む :2層 )。 暗灰色粘質土(室町時

代遺物包含層:3層)・ 灰色粘質土(3婿)。 黄褐色粘砂土(4層 )。 灰色砂質土(5層)・ 黄灰色粘砂土(平

安時代遺物包含層:6層 )。 青灰色粘質土(7層)。 青灰色砂(8層)の順 となっている。遺構面は2面あ

り、標高1.85m付 近にある黄褐色粘砂土(4層 )上面と標高1.lm付近にある青灰色粘質土(7層)である。

黄褐色粘砂土(4層)上面の遺構面では、畑と見られる遺構と柵列状遺構が確認された(第 6図)。 遺

構面の上層にあたる暗灰色粘質土(3層)が遺物包含層となっており、青磁・白磁・備前・肥前の他、

北宋銭など室町時代の遺物が出土している。畑状の遺構は、畝間の溝と見られる幅20～ 50cm・ 深さ

5～ 10cm程度の浅い溝8条がほぼ南北方向に並んで検出された。その南西側には主軸をほぼ南北及び

東西にとる幅35～ 60cm。 深さ5～ 6cmの溝がほぼ直交するように掘られており、畑地を区画する溝と

，③
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0              2m
l.耕作± 2.灰褐色土 (黄色土小粒含む)3.暗灰色粘質土 (室町時代遺物包含層)g.灰色粘質土    ~
4.黄褐色粘砂± 5.灰色砂買± 6.黄灰色粘砂土 (平安時代遺物包含層)7.青灰色粘質± 8.青灰色砂

第 5図 中祖遺跡Ⅱ区北東壁土層実測図

0                2m

第 6図 中祖遺跡Ⅱ区4層上面遺構実測図
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第3章 中祖遺跡の調査

見られる。

柵列状遺構は畑地の区画溝の後に掘 り込まれており、ピットは北東から南西方向に0。4～ 0。6m程

度の間隔で並ぶ。調査区北東壁土層で確認できるものを含めるとピットは計 7個があり、いずれも

柱痕が確認できる。P.1は径40cm・ 深さ67cm、 P。 2は径35～ 42cm・ 深さ70cm、 P,3は径38～46cm。

深さ70cm、 P,4は径40cm・ 深さ70cm、 P.5は径35～ 40cm・ 深さ78cm、 P,6は径30～ 35cm・ 深 さ

70cmである。

青灰色粘質土(7層)で は杭列とヤナギ属の立ち株が検出された(第 7図)。 遺構面の上層にあたる黄

灰色粘砂土(6層 )が遺物包含層となっており、平安時代頃の土師質土器小片が含まれていた。杭列

は長さ4mの範囲に20～ 40cm程度の間隔で打ち込まれており、計14本が確認された。いずれも先端

を尖らせており、一部に杭を繁ぐように横方向に渡された木が残っていたことから、本来はしがら

み状に組まれていたことが考えられる。

ヤナギ属の立ち株は、杭列より北西5.5mの ところに位置する。根が付いたまま横になった状態

で検出されており、幹の太さは30cm程度ある。この立ち株より採取した試料により放射性炭素年代

測定を行ったところ、補正
望C年代975± 201y‐rBP)、 暦年代☆D1010-1060・ AD1070-l160と いう結果

が得られており、平安時代後半頃のものと見られる。ヤナギ属の立ち株は、この地点が湿地内では

あったが常時水浸きの状態であったわけではなかったことを示しており、花粉分析の結果と合わせ

ると、この頃までにはシダ類が生息できる程度に乾燥した草地環境になっていたことが想定されて

いる。

遺物は3層 を中心に青磁・白磁・瓦質土器・備前・唐津・北宋銭などが出上 してお り、その構成

は第 1表に示した。

第 8図 1・ 2は青磁である。 1は稜花皿の口

縁部で、内面に陰刻線がある。 2は小形の香炉

の脚部で、畳付けに離れ砂が付着する。

3は 白磁碗で、見込みに陰刻文があり、高台

は無釉である。

4は瓦質土器の橋鉢で、外面はハケメののち

ナデ、内面の摺目は摩耗している。

5は備前悟鉢の口縁部で、内面に自然釉が見

られる。

6・ 7は唐津皿の底部である。ともに底部は

削 り出し高台で無釉であり、見込みには胎土目

が残っている。

8は北宋銭の「元祐通宝」で、初鋳は1086年

である。

以上の遺物の時期は、 3が平安時代に遡るが、

1・ 2・ 4・ 5は室町時代、6・ 7は江戸時代初め頃

のものと見られる。

第 1表 中祖遺跡Π区陶磁器構成表

種  別 器  種 点 数

目 磁 稜花皿 1

香炉 1

碗 7

白 磁 皿E類 1

碗 ユ

目 花 皿 ユ

備 単剛 福鉢
つ
０

士霊 3

瓦 質 橋鉢 1

土 師 質 鉢 1

/Jヽ 討 20

唐 津 碗・皿 8

鉢
つ
わ

不明
９
留

月巴 一刷 碗・皿 36

在地陶器 30

/」ヽ 計 78

近世以降 磁器 20

不明陶器 9

計ハ 127
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第 8図 中祖這跡Ⅱ区出土遺修実測図

0                               10cm
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第3章 中祖遺跡の調査

第4節 Ⅲ区の調査
県道石見福光停車場線から北東へ100mほ ど入つた地点に設定した調査区である。丘陵南側裾部

の緩斜面に位置しており、調査区の西 5mほ どの地点まで海岸砂丘の堆積物である砂層が及んでい

るが、調査地点は礫を多く含んだ黄灰褐色土を基盤層とする。

層序(第 11図)は、福波保育園敷地の造成上を除去すると、基本的には上層より黒褐色土(3層)・ 灰

褐色土(4層 )・ 礫混じりの黒褐色土(遺物包含層:5層 )・ 黒色土(遺物包含層:6層)・ 礫を多く含む黄

灰褐色土(15層)の順となっている。遺構面は2面あり、礫混じりの黒褐色土(5層)と礫を多く含む黄

灰褐色土(15層 )である。前者には3号溝と石敷道が設けられ、後者では礎石建物跡をはじめとし、1

～4号土坑や1・ 2号溝が営まれている。

基盤層である15層 は北から南へと緩やかに傾斜しており、これが南西へやや張り出した地点に礎

石建物跡が位置する。その周囲に1・ 2号土坑があり、礎石建物跡から南東へ 6m離れたところに

3・ 4号土坑がある。礎石建物跡は1棟のみ確認されており、調査範囲内ではこれに伴う施設は見ら

ピ

沙́¢

下絶
0                    10m

第 9図 中祖遺跡Ⅲ区遺構配置図
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第4節 Ⅲ区の調査

れない。15層 は北側が削平を受けているため、この部分に同時期の施設があつた可能性は否定でき

ないが、調査区のすぐ西側は砂丘となっていることから関連遺構の広がりは考えることはできず、

遺構の配置は極めて散浸である。

5層上面の遺構は調査区の東半部にあり、石敷道は東西方向に約12mの範囲で確認された。道は

東側へと入る小さな谷の方向へと廷びており、この谷には福光石の大規模な石切場があることが分

かっている。1号溝は15層 に掘り込まれ、切り合い関係から礎石建物跡より後に設けられたもので

ある。東側では石敷道より北へ逸れるもののほぼ平行することから、これに伴う可能性が考えられ

る。3号溝は内部に柴を入れて埋め込んだ暗渠で、石敷道と平行して延びているが、調査区内の東

端部で石敷道を切つており、石敷道の後に掘られたものであることが分かる。これからは同様な構

造の暗渠となる溝が南へ延びており、石敷道に伴う遺構ではなく、耕地の造成などに伴って設けら

れたものと見られる。

0                     10m

第10図 中祖遺跡Ⅲ区完掘後地形測量図
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第3章 中祖遺跡の調査

＼（Ｏｍ一　　　　ｍ

1造成土
2黄褐色砂 (盛土)
3黒褐色土
4反褐色土
r暗 灰褐色土 (小礫を含む)
ri晴灰褐色上 (小礫を含まない)
5黒褐色土 (礫混じり:遺物包含層)

『
黒褐色土 (」 IEkを含む)
6黒色上 (遺物包含層)
7灰掲色砂質土
8淡黒褐色砂質土
9表土
10黄茶褐色土
11淡灰色土 (石垣裏込土)

12黄褐色土(礫を含む)
13暗黒褐色土(礫を含む)
14明灰色粘土
15黄灰褐色土(礫を含む)

第11図 中祖遺跡Ⅲ区調査区東壁他土層実測図

(1)礎石建物跡(第 12・ 13図 )

調査区中央よりやや南西側の、南向き緩斜面に位置し、隣接する2号土坑は西 4m、 3号土坑・

4号土坑は南東 7mの ところにある。

礎石建物跡は整つた基壇をもってはいないが、基盤層である礫を多く含んだ黄灰褐色がやや南西

側に張り出した地形の先端に立地し、南側から見ると基壇状の高まりを伴うかのように見える。礎

石は原位置で3個が検出された他、大きさと形状より礎石の可能性がある石材 6個を確認した。礎

石 1～礎石3は基盤層を掘り込んで据え付けられたもので、建物跡の南辺に当たると考えられる。

礎石 2の北側にあるP.5は礎石抜き取り痕の可能性がある。礎石間の心々距離は礎石 1と礎石 2、

礎石 2と礎石 3と も2.2m、 礎石 2と P,5も 2.2mで、各礎石間の距離は等しい。こうした状況から礎

石建物跡は東西 2間、南北は不明ながら礎石と見られる石材の数から同様に2間で、4.4m四方の

規模をもつ総柱建物であったことが想定される。

礎石は九味を帯びた転石が用いられ、特に加工は加えられていない。礎石 1は長さ65cm・ 幅

45cm。 厚さ35cm、 礎石2は長さ75cm・ 幅45cm・ 厚さ40cmで、礎石の大きさに応じて掘られた深さ15

～25cmの掘り方に据えられる。礎石3は これらとは異なり長さ60cm・ 幅40cm・ 厚さ20cmほ どの板状

の石材で、地山を僅かに掘り窪めて置かれていた。P.5は長さ65cm・ 幅45cm・ 深さ35cmで 、底面で

根石と見られる石材が入つている。

また、礎石建物跡の南西側を中心に瓦溜が検出された。瓦は平瓦と九瓦で、軒瓦は含まれておら

ず、いずれも小片となっていた。北東から南西方向へと傾斜するように確認され、礎石3付近は瓦

片がこれを覆うように特に集中して出土している。瓦片は基盤層の直上にも見られ、建物跡の南側

では瓦溜の上に動かされた礎石がのっていた。

b一b:断面
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第4節 Ⅲ区の調査

瓦溜の出土遺物としては九瓦・平瓦のほか須恵器・土師器・焼塩壼・砥石などがあり、弥生土

器・青磁・瓦質土器・磨製石斧のような混入遺物と見られるものも含まれる。

第14図 1～ 6は須恵器である。 lはネ蓋で、頂部に輪状つまみをもち、口縁端部が下方に肥厚 し

ており、調整は回転ナデである。日唇に色調差があり、重ね焼きされたものと見られる。 2～ 4は

杯である。いずれも口縁部が外傾する器形をとり、底部外面には回転糸切り痕が残っている。 2は

外面に重ね焼きの痕跡があり、口縁の一部に自然釉がかかる。 5は皿で、口縁部を欠くが大きく開

く器形をもつ。内面底部に色調差があり重ね焼きされたと見られる。 6は甕で、「く」字状に屈曲

する口縁部をもち、外面に平行タタキ・内面に同心円状の当て具痕が残る。

7・ 8は土師器甕である。ともに口縁は短く外反するが、 7は胴部外面に格子タタキ、内面に当

て具または指押えの凹凸を残しており、 8の胴部外面はナデ、内面はケズリである。

9は焼塩壼で、底部にかけて窄む長胴状の器形をもつ。外面はナデ、内面に布圧痕を残す。

10は弥生土器高杯の脚部と見られる。外面には13条以上の凹線、内面にはしぼり目がある。

第12図 中祖遺跡Ⅲ区礎石建物跡遺構実測図
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第3章 中祖遺跡の調査

11は青磁碗の口縁部で外面に線描きの蓮弁が施されている。

12は土錘で、長さ3.5cm・ 幅1.4cm。 子し径0.5cm、 重さは7.2gである。

13は土師質土器鉢で、片口をもつ。口縁端部がやや厚 く、内面には粗い摺目の一部が残っており、

端部付近はハケメ調整される。

14～ 16は砥石である。14・ 15は砂岩、16は疑灰質頁岩製で、14と 16は よく使用され平滑な面をも

っている。

17は磨製石斧で、塩基性片岩製である。刃部は欠損し、側面・端部に成形時の敲打痕がある。
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第13図 中祖遺跡Ⅲ区礎石建物跡遺物出土状況実測図
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第14図 中祖遺跡Ⅲ区礎石建物跡出土遺物実測図

-17-



第3章 中祖遺跡の調査

第15～ 18図 は九瓦である。基本的には凸面に縄ロタタキ、凹面に布圧痕と糸切 り痕が見られるも

ので、ほとんどは焼成が不良である。

第15図 18～ 第16図 20は ほぼ全形が分かるもので、18は 長さ37.6cm・ 広端幅15,Ocm・ 狭端幅10,4硼、

19は長さ34.lcm、 20は長さ38.9cmで ある。凸面は18の側縁部、20の ほぼ全面に縄ロタタキののちケ

ズリ調整が加えられており、凹面は18に は両側縁・両端、19は両側縁、20は両側縁と広端にケズリ

が入る。18は 凸面に離れ砂が付着しており19。 20の凹面には糸切 り痕が残る。

第16図21は僅かに見られる焼成良好品の一つで、色調は淡青灰色または暗灰色を呈する。凸面は

縄ロタタキののち一部にナデが入り、凹面には顕著な糸切 り痕と側縁にケズリが見られる。22は広

端が残っており、幅15.5cmである。凹面には糸切 り痕と両側縁 。広端にケズリが入る。第17図 23・

24は狭端で、23は幅9,7cmで ある。凹面には両側縁と231こ は狭端にもケズリが見られる。25は側縁

の破片で、凸面の縄ロタタキが不定方向となっており、凹面は側縁と端部側にケズリが入る。第18

図27は 両側縁が残るもので、幅13.5cm、 凹面の両側縁にはケズリが見られる。

第17図26と 第18図31,32は 凹面に盛 り上がりがあり、型の窪みが転写されたと考えられるもので

ある。盛 り上が りは26と 31と も幅2.7cmで 、26は型に当てられた布端部のほつれが見られる。第18

図28～ 30は型に当てられた布の綴じ合わせが残る資料である。

第19～26図 は平瓦で、九瓦と同様に焼成が不良なものが多い。基本的には凸面に縄ロタタキと糸

切 り痕、凹面には布圧痕と糸切 り痕があり、四周にケズリ調整が施される。

第19図 33～第21図37は ほぼ全形が分かるもので、33は長さ38.2cm。 広端幅23.5cm・ 狭端幅20。 5cm、

34は長さ38,Ocm。 狭端幅24.9cm、 35は長さ38.8cm。 広端幅23.5cm、 36は長さ39.5cm。 広端幅23.8cm、

37は長さ38,lcm・ 狭端幅23.2cmで ある。34は凹凸に布端部のほつれ、35は 一部に指押えが確認でき

る。

第21図38は広端の一部が残るもので、幅は27cm程度と見られる。凸面には離れ砂が付着しており、

凹面の一部に指圧痕がある。第22図39～ 41は狭端が遺存するもので、39は 幅24.7cm、 40は幅24.Ocm、

41は幅22,9cmで ある。第23図42～第24図46は狭端または広端の一部が残るもので、42以外には端部

近くに段が見られる。いずれも段の中には布目圧痕を留めており、型の段が転写されたと考えられ

る。

第24図471よ 一方の側縁を欠 くが、長さが39.9cmで あることが分かり、幅15cm程度で割れている。

同様に一方の側縁を残し、長辺方向に比較的長く接合できたものには第24図 50～第25図54があるが、

幅は概ね10～ 14cmである。石見国分寺跡では焼成前に平瓦を分害↓した焚斗瓦が出土しており、その

幅は12.5cmで ある(2t47と 50～ 54は比較的これに近い幅で割れており、平瓦を意図的に割ってえ斗

瓦とした可能性も考えられる。51・ 52の 凸面には離れ砂が認められる。

第24図48。 49、 第25図55・ 56は側縁または端部が残るもので、55。 56は端部に沿って沈線が入つ

ている。48は 凸面にガラス質の融着物があり、491ま離れ砂が付着する。

第25図57～ 59は平瓦を2枚貼 り合わせた痕跡をもつものである。57は 凸面の剥離部に縄ロタタキ、

58は 凹面側の剥離部にも布圧痕が認められることから、タタキ調整まで施したものを貼 り合わせて

1枚の平瓦に成形したものと見られる。

第26図60～ 63は 凹面の布目に綴じ合わせ痕が見られるものである。61・ 62の 凸面には離れ砂が付

着している。
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第15図 中祖遺跡Ⅲ区礎石建物跡出土丸瓦実測図 1
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第〕6図 中祖遺跡Ⅲ区礎石建物跡出土丸瓦実測図 2
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第17図 中祖遺跡Ⅲ区礎石建物跡出土丸瓦実測図3
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第18図 中祖遺跡Ⅲ区礎石建物跡出土丸瓦実測図 4

第17図 26型の窪み

写真 1 丸瓦細部の状況

-22-
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第19図 中祖遺跡Ⅲ区礎石建物跡出土平瓦実測図 1
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第21図 中祖遺跡Ⅲ区礎石建物跡出土平瓦実測図 3
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第22図 中祖遺跡Ⅲ区礎石建修跡出土平瓦実測図4
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第25図 中祖遺跡Ⅲ区礎石建物跡出土平瓦実測図
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第26図 中祖遺跡Ⅲ区礎石建物跡出土平瓦実測図 8



第4節 Ⅲ区の調査

(2)上坑

1号土坑 (第 27図上左)礎石建物跡の北西側に位置する。やや不整な円形状を呈する浅いもので、

大きさは径75～ 80cm・ 深さ10cmである。埋土は黒褐色土で、出土遺物はなかった。

2号土坑 (第 27図 上右)礎 石建物跡の西4mに位置する。楕円形状を呈するもので、大きさは径
90～ 110cm・ 深さ28cn4で ある。底面には地山に入る扁平な石が露出しており、その上に灰色粘土(3

層)が10cm程度の厚さで敷かれている。灰色粘土の壁面には、北半部に半円形状に立て並べられた

板材が残 り、内法は長さ90cm・ 幅60cmである。板材の放射性炭素年代測定では、補正14c年 代

900± 40(yrBP)、 暦年代AD1040-1100,ADl120 1200と いう結果が得られている。埋土は上層より黒

色粘質土(1層)・ 黒褐色砂質土(2層)で、土坑の上面西半部には集石が見られた。

出土遺物には土坑壁面に用いられた板材の他、須恵器・土師器小片と土錘がある。第28図 1～ 5

は板材で、遺存状態の良いところで厚さ1～ 1.4cmである。 4以外は先端部が窄まるように加工され

ており、端部の幅が分かる 1は9cm、 21ま4.5cmで 、 2は先端付近に孔が2つある。 6は土錘で、長さ

3.9cm。 幅1.5cm・ 了し径0.5cm、 重さは16.7gで ある。外面には指成形痕が残る。

3号土坑 (第 27図下)礎 石建物跡の南東 7mに位置する。北東から南西方向へ細長 く延びるもの

で、北端部は北西方向に曲がってお り、 4号土坑を切つている。大 きさは長さ5.6m。 幅1.1～

1.9m・ 深さ20～ 35cmで 、北端の屈曲部は長さ1.lm・ 幅0.8mである。埋土は上層より灰色砂(1層 )。

暗灰色粘質土(2層)・ 暗灰色砂(3層)と なる。

出土遺物には土師器と磨製石斧がある。第28図 9。 10は土師器郭で、ともに外傾する体部をもち、

外面底部に回転糸切 り痕を残す。11は磨製石斧で、塩基性片岩製である。刃部を欠損 しており、現

状で長さ14.2cm・ 幅5,lcm・ 厚さ3.9cmである。

4号土坑 (第 27図 下)礎 石建物跡の南東6mに位置する。円形状を呈するものであるが、南半部
は保育園建設時に破壊されている。現状で径1.8m・ 深さは1.4mと 深 く、横断面形は逆台形状であ

る。埋土は上層より黒褐色粘質土(1層 )・ 灰色砂鬱層)。 暗黒褐色粘質土G層)・ 暗灰色砂14層)と なる。

出土遺物には須恵器と土師器がある。第28図 7は須恵器杯で、外傾する体部をもち外面底部に回

転糸切 り痕を残す。 8は土師器杯で、外傾する体部をもち外面底部に回転糸切 り痕を残す。

(3)桂穴

P.12(第 27図 中左)礎石建物跡の西 lmで確認されたもので、瓦溜を切っていることから、礎石
建物跡の後に掘 り込まれたと見られる。柱根が残っており、掘立柱建物跡または柵列のような施設

に伴うと考えられるが、柱穴の配列などは明らかにできなかった。ピットは2つが並んでおり、東

には柱根、西には礎盤状の板石が入つている。大きさは東が径42cm・ 深さ6 cm、 西が径38cm・ 深さ

5 cmで、柱根は径18cm・ 高さ45cmが残っていた。埋土は黒褐色土(1層)であるが、西側ピットの上

層には黄灰色粘土(2層 )が認められた。

(4)石敷道(第 29図 )

調査区の東側で東西方向に約12mの範囲で確認されたもので、東側へ入る小さな谷の方向へと廷

びている。道は保育園建設時に破壊を受けて分断されており、遺存状態は良好ではない。石材は比

較的軟質で、深さ10cm程度の浅い掘 り込みの内部に幅1.3～ 1.6mの 範囲で敷き詰められる。道に平

行する側溝は認められなかった。

出土遺物には寛永通宝があり、江戸時代のものと見られる。
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第3章 中祖遺跡の調査

(5)清状遺構
1号清 。2号溝(第 29図 )石 敷道の北側に位置するもので、両者はほぼ平行して南西から北東方

向に延びる。 1号溝は切 り合い関係から礎石建物跡より後に営まれたことが分かつており、西狽1で

は石敷道にほぼ平行 し、東側では北へとやや反れる。確認された長さは 1号溝が14m・ 2号溝が 6

mで、幅は35～ 55cm・ 深さは 5 cmほ どと浅い。

1.黒褐色土

1号土坑

1.黒褐色土
2.黄灰色粘土

0              1m

1.黒掲色粘質土
2灰色砂

3暗黒掲色粘買土
4,暗灰色砂

け
議
院

中
ω
∃

引
筆
劇
区

お

＝
皿
ｅ
ｄ
熙
旺

雨

引
Ｍ
翠
劇
醍

．げ

b    『

].灰色砂
2.暗灰色粘質土
3晴灰色砂

0                2m

第27図 中祖遺跡Ⅲ区土坑他実測図
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0                2m

第30図 中祖遺跡Ⅲ区3号溝・ 4号清遺構実測図

-35-



第3章 中祖遺跡の調査

3号溝・ 4号清(第 30図 )石 敷道の南側に位置するものである。 3号溝は柴を入れて埋め込んだ

暗渠で、石敷道に平行して東西方向に廷び、東西で南側へと屈曲する。調査区内の東端部では石敷

道を切っており、石敷道の後に掘られたものであることが分かり、幅30～ 40cm・ 深さ20～ 30cmで あ

る。 4号溝は3号溝に切られる溝で、柴は入っておらず素掘 りである。 3号溝からは肥前系磁器と

在地陶器が出土しており、江戸時代終わり頃のものと見られる。

(6)遺構に伴わない遺物

遺物は出土位置を1点ずつ記録 しているが、掘削中に出上したものは調査区全体に10m方眼で設

定したグリッド(BO・ Bl…)ご とに取 り上げた。点上げした遺物は調査区南側の地形が低 くなると

ころを中心に分布しており、その多 くは礎石建物跡など遺構がある緩斜面上方側から落ち込んだも

のと考えられる。

出土遺物には土師器・須恵器・焼塩壼・陶磁器・石器・砥石・鉄器などがある。第32図64～ 66は

土師器甕の口縁部である。いずれも複合口縁をもっており、67は その底部で僅かに平底を残し、内

面には指押えが認められる。68は土師器短頸壼で、タト面に斜行刺突文などが施文される。69は土師

器鼓形器台で、内面にケズリが入る。70～ 75は土師器高杯で、70の杯部底面には半貫通の孔がある
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第31図 中祖遺跡Ⅲ区遺物出土状況実測図
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第4節 Ⅲ区の調査

粘土盤、73～ 75に は厚 く粘土が充填されている。74の外面には赤色顔料が塗布される。76・ 77は土

師器低脚杯の脚部で、外面にはともに赤色顔料が塗布される。781よ土師器杯で、内湾する口縁部を

もっており、外面底部は静止ケズリ、内面はミガキである。

第32図 79は須恵器杯蓋で、口縁が直立し頂部との境に稜をもっており、日唇は基刃状に面をもつ。

80～ 83も 須恵器杯蓋で、80は 口縁端部が直立し肥厚するもので、82は 端部が屈曲し稜をもつ。81・

83は 頂部に輪状つまみが付いており、後者の頂部には回転糸切 り痕が残る。84～ 第34図 123は須恵

器杯である。84～ 88は底部に直立する低い高台を有するもので、その内側はいずれも回転ナデ調整

され切り離し痕は残っていない。84・ 85は ややタト傾する口縁部をもっている。89・ 90は外側に広が

る高台をもち、89の底部には回転糸切 り痕が残る。91～第33図96は底部が回転糸切りで、その外周

を強くナデて高台状にしたものである。91・ 92は体部にやや九味があり端部が僅かに外反する口縁

部をもっており、前者は口径12,6cmで あるのに対 し、後者は口径16.4cmと やや大きい。97は焼き歪

みが著しいが、口縁端部が外反し、底面には回転糸切 り痕を残す。98～ 第34図 119は無高台の杯で、

外傾する直線的な口縁をもち、底部には回転糸切 り痕を残すものである。120。 121は やや器高が高

く丸味のある体部をもっており、122は 同種のものの底部と見られ回転糸切 り痕が残る。123は底部

にヘラ切 り痕を留めるものである。124～ 127は 皿で、124は低い高台が付 くが、その他は無高台の

もので、底部にはいずれも回転糸切 り痕が残る。

第34図 128～ 第35図 135は須恵器壼である。128は なで肩で、外反する口縁部をもつ特徴的な器形

をもつ。底部は平底で、周囲に回転ヘラケズリが入つており、胴部外面はカキメ調整される。129

は外傾する口縁部で、端部に稜をもっている。130は 高台付きの小形重底部と見られ、底面に回転

糸切 り痕が残る。131は肩部が張る器形をもつもので、外面下半は回転ヘラケズリののち回転ナデ

である。132～ 135は底部で、平底である。136・ 137は須恵器甕の回縁部である。ともに口縁外面に

稜をもち、後者の体部内面には同心円状の当て具痕が残る。1381ま 須恵器高杯の脚部で、端部外面

に稜をもち、内面にはしぼり目が認められる。

第35図 139～ 141は 土師器の高台付杯底部で、高台はいずれも外狽1に 開く形態をとるが、139・ 141

の高台は低いのに対 し、140は足高高台となっており、底面にはいずれも回転糸切 り痕を残す。ま

た、139の 内面底部には焼成前に大きく「佐右」とヘラ書きされている。142～ 147は 無高台の杯で、

142・ 143・ 147の ようにタト傾する直線的な口縁をもつものと、144・ 145の ように口縁がやや九味を

帯びて立ち上がるものがある。底部は回転糸切りがほとんどであるが、146は ヘラ切りである。148

～151は土師器皿で、底部にはいずれも回転糸切り痕が見られる。

第36図 152～ 161は土師器甕である。152は回縁が外反し、肩部が張るもので、胴部外面はハケメ、

内面はケズリである。153～ 160は肩部が張らず長胴となることが想定されるもので、口縁部は短く

屈曲する153～ 156・ 160の ようなものと、日縁がやや長く外反する157～ 159・ 160の ようなものがあ

る。153～ 160の胴部内面はいずれもヘラケズリであるが、タト面には155に ケズリ、1591こ カキメが認

められる。また、161は比較的器壁が薄く、胎土も精良なもので、胴部外面には格子タタキ、内面

にはナデまたは無文当て具痕が認められる。

第36図162～ 第37図 178は焼塩壼である。器形はいずれも口縁部が直立し、胴部が長く、九い底部

をもつものと見られる。成形は型作りで行われるため、外面には指押え、内面には布目圧痕が認め

られる。このうち、168は胴部下半の遺存状況が比較的良いもので、底部外面には2次的に火を受け

た際に生じた表面の剥離が観察できる。また、内面の布目には167～ 169・ 171で綴じ合わせ痕が確
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第38図 中祖遺跡Ⅲ区出土遺物実測図5
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第4節 Ⅲ区の調査

認された。

陶磁器の構成は第 2表に示したとおりである。

第37図 172は 白磁碗の底部で、内面に施釉さ

れるが、高台は無釉である。

173・ 174は瓦質の播鉢である。173は玉縁状

をなす口縁部で、片口に成形されており、内面

にはハケメが入る。1741よ体部で内面には粗い

摺目があり、外面はハケメののちナデである。

175は朝鮮碗で、見込みと高台畳付けに砂目

が見られる。

176～ 1801ま備前である。176は甕で、口縁が

玉縁状をなす。177は甕または壷の肩部で、外

面にヘラ書きがある。178。 179は 悟鉢で、口縁

はやや内傾 して立ち上がり内面には粗い摺目が

入る。180は徳利で、内面にしぼり目が残る。

181は肥前橋鉢で、口縁部は玉縁状をなし片

口に成形され、内面には粗い摺目が入る。口縁

端部のみ施釉される。182は肥前陶胎染付碗で

ある。183と 184は肥前染付で、後者は高い高台

をもつ広東碗である。

第38図 185か ら191は石器である。185は凝灰

岩製の打製石斧で刃部を欠損しており、現状で

長さ13.3cm・ 幅6.4cm。 厚さ1.lcmで ある。186は

砂岩製の打製石斧で、両刃の刃部をもち、長さ13.4cm・ 幅4.3cm・ 厚さ1,6cmで ある。187は 石英安山

岩(デ イサイト)製の有溝石錘で、石錘の上半部に逆T字状に交わるように浅い溝が彫られており、

大きさは長さ12.8cm。 幅6.2cm。 厚さ5。 lcm。 重さは514.2gで ある。188は斑掘岩の敲石で端部に敲打

痕がある。1891よ 凝灰岩の磨石・敲石で、側面に敲打痕が見られる。190は疑灰岩の円礫を砥石とし

たもので、擦痕と利器痕が残る。191は火山礫凝灰岩製砥石の破片で、使用面は2面である。

192は鉄製の刀子で、現存長7.4cmである。軟X線撮影の結果、片関であることが確認されており、

刃部幅1.3cm・ 茎幅1.Ocmで ある。1931ま鉄釘の先端部で、現存長4.2cmである。194は寛永通宝である。

以上の遺物のうち、土器・陶磁器の時期は、64～ 70が古墳時代前期、73～ 79が古墳時代中期、80

～172が奈良時代後半から平安時代、173～ 180が室町時代、181～ 1841よ江戸時代である。

第 2表 中祖遺跡Ⅲ区陶磁器構成表

種  別 器種 点数

白 磁 碗Ⅳ類 ユ

碗 1

青 磁 碗 I類 2

碗B2類 1

碗B4類 2

特殊品 ユ

碗 4

青  花 皿 4

朝 鮮 碗 2

備  前 悟鉢 7

重・秦 16

徳利 1

中世陶器 不明 1

瓦 質 風炉 1

悟鉢・こね鉢 16

土師器 鉢 1

/」ヽ 計 61

肥前・瀬戸磁器 碗・皿 205

肥前陶器 情鉢 8

奏 9

鉢
つ
浄

碗・皿 50

在地陶器
つ
々
買
υ

/Jヽ 計 336

不明陶磁器 ，
Ｉ
Ａ
υ

ハ
計 464
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第3章 中祖遺跡の調査

第 5節 総 括

中祖遺跡は、縄文時代後期から江戸時代にかけて営まれた複合遺跡である。発掘調査は仁摩温泉

津道路の橋脚建設地のみを対象としたため、遺跡の全体像が把握できたわけではないが、今回の調

査によっていくつかの重要な知見を得ることができた。

本調査地点のうち、砂丘の後背湿地に当たるⅡ区では、ヤナギ属の立ち株と杭列が検出された。

花粉分析の結果、平安時代頃には湿地ではありながら常時水浸きの状態ではなく草地環境になって

いたことが考えられる。室町時代には畑作地となっていることから、後背湿地が次第に乾燥し、耕

地化されて行 く過程を示すものと言える。Ⅲ区は丘陵の裾部に位置 しており、後背湿地の I区・

Ⅱ区と比べれば安定した環境にあった。その西側に広がる砂丘地を含め、縄文時代後期、古墳時代

前期 。中期の遺物が出上 しており、断続的ながらも集落が営まれてきたことが分かる。とりわけ奈

良・平安時代の礎石建物跡が明らかになったことは、公的な施設が置かれていたことを示すものと

して注目されよう。ここでは、Ⅲ区で確認された礎石建物跡の時期と構造を検討し、周辺遺跡との

比較を通して遺跡の性格を考えてみたい。

(1)出土土器の検討

中祖遺跡Ⅲ区では礎石建物跡付近と調査区南側の地形が低 くなったところを中心に遺物が出上 し

た。一部に弥生 。古墳時代に遡るものも含まれるが、奈良・平安時代の須恵器・土師器が主体とな

つており、基本的には礎石建物跡に関わる遺物と考えられる。これらは土坑や溝などの遺構に伴う

ものではなく遺物包含層で検出されているため、出土状況から新旧や共伴関係等を窺うことはでき

ない。また、遺物の種類や量も型式学的な検討が十分行える状況にはないが、石見では当該期の須

恵器編年がいくつか提示されており、それらに導かれながら位置づけを検討することとする。

須恵器 須恵器のうち杯は、蓋と身の形状と蓋の有無から概ね3類に分けることが可能である。
1類 蓋は輪状つまみ、口縁端部は直立 し肥厚するもので、頂部は回転ナデ調整される(第 14図

1。 第32図80～ 82)。 身は外傾する口縁部と直立する高台をもち、底部は回転ナデ調整されて切 り離

し痕は残さない(第32図 84～ 88)。 これらは江津市久本奥窯跡の須恵器編年Ⅵ期のものと形態的によ

く類似しており(3＼ 8世紀後半頃に位置づけられる。

2類 蓋は輪状つまみ、頂部は回転糸切り痕を残し平坦である(第32図83)。 身はやや外側に広がる

高台をもち、底部には回転糸切り痕が残る(第32図89)。 頂部に回転糸切り痕を残す蓋は大田市仁摩

町古市遺跡 1区で見られ、共伴関係は明らかでないが底部に回転糸切り痕を残す高台付ネも出土し

ている(4)。 1類が切り離し痕を丁寧に調整するのに対し調整を省略する点で後出する要素をもって

おり、蓋を伴わない3類に先行する段階のものと考えられる。

3類 蓋を伴わない郭で、底面には回転糸切り痕を残し、周囲を強くナデることにより低い高台
状とする(第32図91～ 94・ 第33図95。 96)。 同様なものは大田市白杯遺跡自然流路で「廷喜九年(909

年)」 と墨書された木簡を伴って出上しており、10世紀前後のものと見られる(5ち

Ⅲ区出土遺物の中で最も多く確認されている須恵器は、外傾する口縁部をもち底部に回転糸切り

痕を残す無高台のネ(第14図 2～4・ 第33図97～ 第34図 119)で ある。これは白杯遺跡、 大田市八石遺
跡(6)な どで出土しており、同様に回転糸切り痕を調整しない2類～3類に併行すると思われる。皿

は高台が付くもの(第34図 124)と 付かないもの(126)が あるが、いずれも底部に回転糸切り痕を残す。

124と 同様な皿は江津市半田浜西遺跡SD04で も出土しており、その中には9世紀後半とされる灰釉
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第39図 中祖遺跡Ⅲ区出土須恵器・土師器分類図

碗が含まれている(7)。 その他の器種では、壷(第34図128)が肩の張らない特徴的な器形をもつ。これ

と類似したものには京都府篠窯跡群出土須恵器の中に見られる篠壷Ⅱと呼ばれるものがあり、 9世

紀中葉～後葉の頃のものとされる(8屯

土師器 高台をもつ杯を除けば、 2～ 3類の須恵器無高台杯や皿とほぼ同様な特色を備えており、

須恵器との前後関係を考える必要はないと思われる。高台付きの杯(第35図 139～ 141)は 、高台端部

が外反し、足高高台(1401が含まれるなど須恵器とは異なる様相を示す。足高高台の杯は浜田市古市

遺跡SK2009で土師器皿・須恵器皿とともに出土した例がある(9屯 また、松江市出雲国府跡 8号土

坑 。16号土坑では9世紀後半～10世紀前半の緑釉陶器を共伴することからQO、 概ねこの頃のものと

見ておきたい。

(2)出土瓦の検討

瓦の構成 Ⅲ区礎石建物跡に伴つて検出された瓦溜は九瓦と平瓦で構成されており、軒瓦は全 く

含まれていない。瓦片の総点数は2742点 で、そのうち丸瓦は145点(5。 3%)、 平瓦は2092点 (76.30/0)で

ある。九瓦と平瓦の比率は重量で見ると、総重量262.9 kgの うち、九瓦は24.2kg(9,20/0)、 平瓦は

234.5kg(89.20/0)と なる。復原された瓦の重さは九瓦が1.7kg、 平瓦が2.41 kgで あることから、それぞ

れの重量をこれで割ると平瓦が約97枚、九瓦が約14枚あった計算となる。また、瓦の隅部の点数は、

九瓦が29点、平瓦は232点 が確認されており、隅部は 1枚あたり4つであることから、九瓦が7.25

枚、平瓦が58枚あったことが想定される。小片のため丸瓦か平瓦か判別不能のものがある他、後世

の攪乱などもあり建物に使用された瓦がすべて回収されているとは言えないが、九瓦と平瓦の構成

は重量からは 1:7、 隅部の数からは1:8程度の比率となるものと考えられ、九瓦に対 して平瓦

が多 く用いられた傾向を窺うことができる。

丸瓦 九瓦は端部が残るものはすべて無段の行基式で、有段の玉縁式は含まれていない。成形は

布を巻いた筒状の内型に糸切りで分割した粘土板を当て、一部に離れ砂を用いながら縄を巻いた工

具で叩く。分割は第15図 18の ように横断面形が半円形を呈し2分割されたものと、同図19の ように

湾曲が浅く3分割の可能性が考えられるものがある。九瓦凸面の縄ロタタキは未調整のものが多い

が、第16図20の ようにタタキののちケズリ調整されたものがある。ケズリの無いものと有るものの
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第 3表 中祖遺跡Ⅲ区礎石建物跡出土瓦の構成

破片点数 重量 (堆) 隅部点数
焼成不良 焼成良好

点数 重量 (kg) 点数 重量 (kg)

九  瓦

ケズリなし
つ
０
（
） 15.4 8 ■0

ケズリあり 34 7.8 10 ７
ｒ 7

つ
々

小 計 145 24.2 29 130 20.9 15 つ
０

平   瓦 2,092 234.5 232 1,827 193.4 265 41。 1

不   明 505 4.2 0 488 17 0,3

合  計 2,742 262.9 261 2,445 218.2 44.7

全体構成 平 瓦

点数比

丸瓦構成
(凸面調整)

第40図 中祖遺跡Ⅲ区出土瓦構成図

比率は、点数では前者が■1点(76.6%)に対 し後者が34点(23.4%)、 重量では前者が16.4kg(67.8%)、 後

者は7.8kg(32.2%)で 、ケズリが入るものは比較的少ない。凹面は側縁や端部にケズリ調整を施すも

のがほとんどであるが、第17図26の ように無いものも含まれる。焼成は不良で色調が灰白色系をし

たものが大半で、一部に良好で青灰色系を呈するものが含まれる。その割合は、点数では前者が

130点 189.6%)、 後者が15点(10。4%)、 重量では前者が20,9kg(86.4%)に 対 し後者は3.3kg(13.6%)で ある。

平瓦 平瓦は端部が鉛直方向を向くものが多く、凹面に模骨痕を残すものは含まれないことから

1枚作 りと見られる。凹凸両面には粘土板に分割した際の糸切 り痕を留めたものがあり、凸形台の

上に布を敷き粘土板を置いた後、離れ砂を用いながら縄を巻いた工具で叩いている。凹面の周囲に

はケズリが加えられていることから、ある程度乾燥 した段階で凸形台から凹形台の上に載せ替え、

調整を行ったものと考えられる。平瓦凸面の縄ロタタキには、九瓦のようにケズリ調整されるもの

はない。焼成は不良で色調が灰白色系をしたものが多く、良好で青灰色系を呈するものが少ない点

は丸瓦と同様である。両者の比率は、点数では焼成不良が1827点(87.3%)、 良好が265点(12.7%)、 重

量では前者が193.4kg(82.5%)に 対 し後者は41,l kg(17.5%)で ある。

屋根の復原 Ⅲ区礎石建物跡に伴う瓦は、九瓦・平瓦とも凸面に縄ロタタキをもつもののみで構
成される。九瓦の一部には縄ロタタキののちケズリ調整が加えられたものも含まれるが、その他の

調整手法や成形法には大きな違いは見られず、比較的単純な様相をもつ。また、九瓦・平瓦とも焼

成不良なものが 8～ 9割方を占める点でも同様で、礎石建物の創建時に搬入された瓦がほとんど補

修を受けることなく使われた一括性の高い資料と考えられる。

平 瓦姻

重量比

柳

点数比

柳

重量比

点数比 重量比

点数比 重量比
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石見国分寺跡・貝斗瓦

恭仁富跡・割り貝斗瓦

貝斗棟

第41図 貝斗瓦と貝斗棟
九瓦と平瓦の比率は、 1:7、 または 1:8程度と九瓦に対 して平瓦が多いのが特徴である。こ
れは総瓦葺屋根を考えた場合、著しく不均衡な割合と言わぎるを得ない。例えば京都府恭仁宮跡大

極殿地区では九瓦533枚 に対 し平瓦1179枚で1:2.2、 塔院地区では九瓦801枚 に対 し平瓦1362枚で

1:1。 7と 算出されておりQめ、中祖遺跡の瓦の構成とは全 く異なっている。古代の瓦葺き建物跡に

は総瓦葺きの他に甍棟・戻斗棟と呼ばれる屋根の棟だけを瓦葺きとしたものがありOり、中祖遺跡の

瓦は平瓦が極端に多いこと、軒瓦を含まないことから、え斗棟であった可能性が考えられる。

英斗棟は基部に平瓦、中段に戻斗瓦をそれぞれ2列 に積み、上部に九瓦を載せて構成されるが、

中祖遺跡では平瓦を縦方向に害よって用いた割 り入斗瓦QOと 見られるものが含まれる。第24図 47・

50・ 51、 第25図52～ 54がそれで、幅が概ね10～ 15cmと 石見国分寺跡で出上した災斗瓦の幅12.5cmに

近いことから、その可能性が考えられよう。したがって、中祖遺跡Ⅲ区の礎石建物跡は、屋根の棟

のみに瓦を用いた民斗棟の建物であったことが想定される。

瓦の生産地 石見における瓦窯跡は現在のところ、江津市久本奥窯跡。つ。浜田市石見国分寺瓦窯
跡αO・ 重富Ⅳ区瓦窯跡QO、 益田市本片子窯跡Qのが知られている。

このうち、久本臭窯跡は須恵器と瓦を焼いた瓦陶兼用の地下式登り窯で、最終操業に当たる3次

床面では九瓦と平瓦が焼成されている。九瓦は、凸面にケズリ調整があり行基式の基部をもつ I類、

凸面に縄ロタタキがあり行基式のⅡ類、凸面に縄ロタタキがあり玉縁式のⅢ類があるが、平瓦は、

凸面に縄ロタタキをもつもののみで、側部の形状からI類 とⅡ類に分けられている。

石見国分寺瓦窯跡は半地下式の平窯で、窯壁に軒瓦や平瓦が使われる。調査が古く焼成品を特定

(横断面) (側面)
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第 3章 中祖遺跡の調査

することは難しいようであるが、軒九瓦・軒平瓦・九瓦・平瓦・碑が確認されている。九瓦は玉縁

式で、縄ロタタキののちケズリまたはナデが加えられる。平瓦は1枚作りで、凸面に縄ロタタキ、

凹面は布目圧痕を残すものの他、ケズリののちナデ調整されたものもある。

重富Ⅳ区瓦窯跡は地下式登り窯で、軒丸瓦・九瓦・平瓦が焼成されている。九瓦は行基式のみで、

凸面はハケメまたはナデ調整が加えられており、粘土円筒からの分割には糸切り技法が使われる。

平瓦は桶巻作りで、凸面がナデ調整される一類とハケメ調整される二類からなり、凹面は布目圧痕

があるが、一部にケズリ調整されたものも含まれる。

本片子窯跡は須恵器と瓦を焼いた瓦陶兼用の地下式登り窯で、瓦には丸瓦・平瓦・隅切瓦がある。

九瓦は凸面がケズリ調整されたもので、凹面に糸切り痕と布目圧痕を残す。平瓦は桶巻作りで、凸

面はケズリまたはナデ調整されている。

中祖遺跡Ⅲ区礎石建物跡に用いられた瓦は、九瓦・平瓦とも凸面が縄ロタタキのものを主体とす

ること、九瓦はすべて行基式であること、平瓦は1枚作りであること、焼成不良で色調が灰白色系

を呈するものが大半を占めることなど斉一的な様相をもち、 lヶ所で同時に製作されたものである

可能性が高い。瓦の製作手法に見られる特色は、九瓦の一部にケズリ調整されたものを含むことな

ど合わせ考えると、石見の瓦窯跡の中では中祖遺跡の南西約13血 と地理的にも近い久本奥窯跡出土

の瓦と最も類似している。ただし、久本奥窯跡の九瓦には凹面の側縁部 。両端にケズリが施されな

いこと、総じて焼成の良好なものが多いことなどの違いも見られる。

今回の調査に伴って行った瓦の胎上分析では、中祖遺跡出土瓦はよくまとまった分布領域を示し

ており、一括性の高さを裏付けることができた。その一方、久本奥窯跡・石見国分寺瓦窯跡・重富

Ⅳ区瓦窯跡・天王平廃寺との比較ではいずれとも胎土が一致するものはなく、これらとは別の場所

で製作された瓦であることが明らかになっている。このうち、久本奥窯跡とは瓦の類似点が多いこ

とから製作技術の共通性が窺えるが、分析結果は同系統の技術をもつ別の窯が存在することを想定

させるものと言えよう。

(3)礎石建物跡の性格

建物跡の構造と時期 中祖遣跡Ⅲ区の礎石建物跡は、 2間 ×2間の小規模な建物で、現在のとこ

ろ周辺では関連施設は確認されていない。出土瓦の検討結果からは、この建物は総瓦葺きではなく

棟のみに瓦を用いる戻斗棟の建物であったことが明らかになった。また、時期は8世紀後半から10

世紀前後までと、奈良時代後半から平安時代前半の比較的長い期間にわたり存続していたと思われ

る。検出された建物跡が 1棟のみであり、遺構の配置から遺跡の性格を窺うことはできないが、英

斗棟とはいえ瓦を使用した施設であることから、寺院や官衛など公的な施設と考えられる。

出土土器の構成 中祖遺跡Ⅲ区で出土した遺物の構成を見てみると、総破片点数3404点 のうち須
恵器が957点 (28,00/0)、 土師器が2278点 (67.0%)、 焼塩重が169点(5,0%)と 土師器が多いことが注目さ

れる。土師器は杯・皿・高郭といった供膳具もあるが、最も多いのは炊飯具として使われた甕であ

る。須恵器では杯が多く、皿・高杯の他、貯蔵具である壼・甕が含まれる。仏堂と目される建物跡

が検出された邑智郡邑南町大地ノ元遺跡住0や鹿足郡吉賀町前立山遺跡Q9では、鉄鉢形土器や長顎瓶

など仏教関係の遺物が出土しているが、中祖遺跡では見られない。焼塩重は固形塩を作るための容

器で、砲弾形・丸底を呈し、内面に布圧痕が残る六連式と呼ばれるものである。塩はこの容器ごと

流通しており、集落遣跡の他、寺院や官衛などでの出土例も日立つが、中祖遺跡では総点数の
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第4表 中祖遺跡Ⅲ区土器構成表

種別 器種 点数 計

須恵器 郭蓋
つ
０

957

イ 673

皿 8

高芥 1

甕 130

亜 114

土師器 郭
ワ
‘
Ｏ
Ｏ
ガ
■

2,278
皿

つ
々

高不 7

甕 1,772

製塩土器 焼塩重 169

ハ
計 3,404 3,404

須 憲 器

土 師 器

第42図 中祖遺跡Ⅲ区出土土器の構成図

5,0%と 一定量含まれる点が注意されよう。このように見ると、礎石建物跡または付近では炊飯・

供膳が行われていたことを想定することができ、仏具的な遺物が含まれない点から寺院・仏堂であ

ったとは考えにくい。

建物跡の性格 礎石建物跡の構造は2間 ×2間の方形で総柱建物であるところに特色があり、倉

庫または楼閣風の建物が考えられる。白杯遺跡は2間 ×2間 または2間 ×3間程度の小規模な掘立

柱建物跡とともに人名や物品名を記した付札と見られる木簡が出土したことから、集落毎に置かれ

た倉庫と考えられており、「九九J木簡や墨書土器などより倉庫を管理した役人の存在も想定され

ている鬱0。 中祖遺跡で出土した文字資料は「佐右」のと書かれたヘラ書き土器のみであり、炊飯・

供膳が行われたと見られる出土土器の組成を考慮すると、倉庫として積極的に評価するのは難しい

面がある。

一方、楼閣風の建物跡と見た場合考えられるのが、駅家に設けられたとされる駅楼である。中祖

遺跡が所在する福光地区には古代山陰道が通つていたと見られ、F廷喜式』によれば出雲との国境

から石見国府の間に波祢・託農・樟道 。江東・江西の5ケ 所に駅家が置かれている。福光地区はそ

のうちの樟道駅の比定地となっており9り、山陰道は第5章第3節で論 じられているように中祖遺跡付

近を通過 していたことが考えられる。古代の駅家は駅館院(主屋・副屋・側屋・楼ほか)と 駅雑舎

(屋・倉ほか)よ りなっており、駅楼は駅使の到着を知らせたり通行者を監視し、時には眺望の良さ

から宴会にも利用されたとされる90。 駅館院はコの字形の建物配置をとる官衛的な施設群であり、

中祖遺跡Ⅲ区が駅館院とは言えないが、周辺の未調査部分に関連施設が広がるとすれば駅家に関わ

る施設の一部であつたとも考えられる。

現段階では遺跡の性格を特定することはできないが、①麺摩郡家の出先機関に伴う倉庫、②山陰

道樟道駅の駅楼、③山陰道樟道駅の駅雑舎としての倉庫などの可能性を考えておきたい。

周辺の関連遺跡 周辺地域における奈良時代から平安時代前半の関連遺跡は第5表に示したとお
りである。中祖遺跡と同様に布目瓦が出土した遺跡としては、寺院跡や窯跡を除けば大田市仁摩町

大寺遺跡Q。・入石遺跡90。 善興寺橋遺跡90、 江津市都治農協裏遺跡∽・宮倉遺跡。9。 前田遺跡90。

古八幡付近遺跡00があげられる。いずれも遺構に伴うものはなく遺跡の実態は不明であるが、瓦の

出土から中祖遺跡のような施設が付近に存在することが考えられる。また、瓦は出土していないが、

期

点数比

的
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第5表 周辺地域における奈良時代から平安時代前半の遺跡
杏号 遺 郵  名 所 在 地 還 構 特 道 物 文  献
1 天王平廃寺 大 田 市 渡 根 町 み呆瑠・ 1♪欅 フ鷺即 ・ 叶 引 `Л `・ 双}芋 コ.・ J` 註

2 八石遺跡 大田市長久町 掘 ヱ 任 建 物 跡 ・ 別 上 校 円面硯 証

自不遠跡 大田雨水上 llT 如豆41建物跡 木聞・墨言土器・ヘラ書 さ土器 註

4 坂灘遺跡 大田市仁摩町 註  (24

立平浜遺跡 大田市仁摩町 HI (24
6 大寺遺跡 大田市仁摩 H」 比 註

7 毘沙門遺跡 大田市仁摩町 註

8 人石道跡 大田「13仁摩 H」 比 証

9 ヒヨ トリヶ市長跡 大田市仁摩町 註

京円原遺跡 大田市仁摩町 証

仁万人橋遠跡 大田 rlJ4二摩町 註

書興寺橋遺跡 大田市仁摩町 瓦 註

首 rla遺卵 大田市仁摩町 掘立柱建物跡 4

中祖遺跡 大田市温泉津町 礎石建物跡 夕
`・
ヘ ラ書 き 十 器 本報告書

波来浜遺跡 江津市後地町 火葬墓 丸輛・巡方・餃具 証

判
`治
晨協裏遠跡 江津 rla判

`治
町 比 註

高津遺跡 江津市都治町 ヘラ書 き土器 註 (36)
長四十対道跡 江岸市反岸HJ

久本奥窯跡 江津市嘉久志町 0筆謝 ・刃U上度 4f引 `〕 `・ AF4Ff・ ,. 註 (3
宮倉遺跡 江津市二宮町 加工段 軒平瓦・瓦・墨書土器 B■ 2

前田遠跡 江 津 市 二 宮 W「 比

半田浜西遺跡 江津市二宮町 濤 円面硯・風字硯・土梨分銅・石帯・奈良三彩 註 (3

欽 田 じ遺

"
と F巾 _畠 脚」 加上技 欺 用 ljF・ 風 子 観 ・ 主 果 分 餓可 註

苗八幡付近遺跡 ・rT津市敬 チ|IHT 加工被 瓦 言主 (30)

下府廃寺 浜田市下府町 塔基壇・金堂基壇・心礎 叶 丸 比 ・ 叶 半 比 ・ 端 尾 ・ 鬼 比 ・ 比
「
I

梗 I「I遺跡 決 田 市 下 府 WT 掘立柱建物跡 風 年 観 ・ ■ 裂 分 朝司・ 緑 メB Jal驀 ・ 叶 引 `〕 .・ J. 註

前場紙漉遺跡 浜田市国分町 瓦 註

石見国分手跡 供 出 巾 国 分 脚J 塔丞彊 軒 刃`見
・ 町 判 .・ Л J・ 赳 生 釈 JIJH ηム V仮 註

石見国分寺瓦窯跡 浜田市国分町 平窯跡 軒丸瓦・軒平瓦・瓦 註 2

石見国分尼寺跡 浜田市国分町 町 乳 比 ・ 町 半 兄 。兄 証

＝
Д
＼
上
下
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第48図 周辺地域における奈良時代から平安時代前半の遺跡
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第44図 江津市宮倉遺跡出土遺物実測図

硯や石帯など役人の存在が窺える遺物が検出された遺跡には、大田市八石遺跡●り、江津市波来浜遺

跡OD。 半田浜西遺跡。0。 飯田C遺跡。つがある。

これらの遺跡が所在する地域には、前述 した山陰道との関連から言えば託農・樟道 。江東・江西

の駅家が存在すると見られるが、瓦の出土地は中祖遺跡を含め既に8ケ 所が知られており、駅家の

数よりも多い。したがって、これらの中には適摩郡2~kや その出先機関、館、あるいは寺院などの施

設も含まれていると考えられよう。石見における奈良・平安時代遺跡の様相は、まだ十分に明らか

になっていないのが実情であり、今後資料が蓄積された段階でこうした遺跡の検討が行われること

が望 まれる。
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第3章 中祖遺跡の調査

京都府加茂町教育委員会『恭仁宮(京)跡発掘調査概要』1999年

1つ前掲註(3)に 同じ。

19前掲註(2)に 同じ。

&0島根県教育委員会『中国横断自動車道広島浜田線建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』Ⅳ 1992年

住つ益田市教育委員会『本片子遺跡・木原古墳』1982年

10石見町教育委員会『大地ノ元遺跡』1999年

住9島根県教育委員会『中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』1980年

901前掲註(5)に 同じ。

9ゆ土師器の内面にヘラ書きされた「佐右」の意味は現在のところ不明と言わざるを得ないが、江津市宮倉

遺跡では須恵器の内面に「佐上」と墨書されたものが確認されている(第44図)。

江津市教育委員会 F宮倉遺跡』1993年

99小林俊二「国府と郡衛と駅路」F温泉津町誌』上巻 温泉津町 1994年
99木本雅康『古代の道路事情』吉川弘文館 2000年

例島根県教育委員会『島根県埋蔵文化財調査報告書』第XⅢ 集 1987年

釣仁摩町教育委員会 属五丁遺跡群発掘調査報告書』1999年

90仁摩町教育委員会『仁万大橋・善興寺橋遺跡』2005年

9り門脇俊彦「古代」『江津市誌』上巻江津市 1982年

釣前掲註9ウ文献に同じ。

99江津市教育委員会梅木茂雄氏の御教示による。

e③島根県教育委員会『一般国道9号江津道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』E 1999年

eり前掲註(6)に 同じ。

eD江津市『波来浜遺跡発掘調査報告書』1973年

e9前掲註(3)に 同じ。

1341前掲註⑩に同じ。

eO島根県教育委員会 F島根県埋蔵文化財調査幸R告書』第Ⅱ集 1970年

00江津市教育委員会 F高津遺跡』2005年
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第 6表 中祖遺跡出土土器・陶磁器観察表
図
号

挿

番 出土地点 層 位 種 別 器 種 雖
ｍ
編
ぐｃｍｊ

調整 手法の特徴 胎   土 焼成 色調 備 考

4-1 I

層

層
弥 生 霊

剛

面

外

内
2mm大 の石英他含む 史好 黄 自色

4→2 I 土師器 奏
面

面

外

内

横ナデ ハケメ
横ナデ 指押え ケズリ

41m大 の小礫含む 良好 外面 :茶褐色
口縁一部に黒斑あ
り

4-3 I 2層 須恵器 杯 蓋 (134)
外面 :回転 ナデ

内面 :同転 チデ

3n m大 までの石英他

含む
良好 青灰色 外面に自然釉

4-5 [ 9層 土 師器 杯
外 向 :回転糸切 りか

内面 :回 転 ナデ

密 (長石をわずかに

含む)
ミ好 灰 自色

4--6 〔 3層 土師器 杯
面

面

外

内

回転ナデ 回転糸切 りか
密 不良 淡褐色

4-7 I 青 磁 碗
画

面

外

肉
密 良好 緑灰色 陰刻文

8-1 Ⅱ 5層 青磁 稜花皿
画

面

外

内
密 良好 淡緑色 陰刻文

8 2 [ 3層 青磁 香炉
面

面

外

内 回転ナデ
密 良好 淡緑色

脚部畳付けに離れ

砂

8-3 Ⅱ 3層 白磁 碗
外 面

丙面 密 良好 釉 : 淡緑色 陰刻文

84 Ⅱ 3層 瓦質 信鉢
面

面

外

内

ハケメのちナテ

摺目
5n l大 の腱含 む 良好 黒褐色

8-5 Ⅱ 2層 備前 橋鉢
面

面

外

内

回転ナデ

回転ナデ

4a l大以下の自色粒

含む
良好

面

面

外

内

茶褐色

灰色
内面に自然釉

8ヽ Ⅱ 3層 唐津 皿
面

面

外

内

ケス リのち回転ナデ

胎十 日

密だ力MIIm大の礫含
む 良好

釉

膝

灰 自色

8-7 Ⅱ 3層 唐津 皿
外面 :

内面 :胎土目
0 5ml大以下の自色

粒を少量含む
良好

粕

地

日色

灰 白色～黄自

色

14-1 ll

石
跡物

礎
建 須恵器 杯蓋

面

面

外

内

回転ナデ

回転ナデ
2m4大 の礫含む 良好 青灰色 日唇 に色調差

14-2 Ⅲ
石

跡物

礎

建 須恵器 不
面

面

外

内

回転ナデ 回転糸切 り
回転ナデ

密 良好 淡青灰色
外面に重ね焼 き痕

口縁一部に自然釉

14-3 Ⅲ
石
跡物

礎
建 6層 須恵器 不 129

面

面

外

内

回転ナデ 回転糸切 り
回転ナデ

密 (1～ 3mn大 の白色

粒を少量含む)
良好 灰 色

14  4 Ⅲ
石
跡物

礎
建 須恵器 杯 (124)

外面 :回転ナデ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

密 良好 淡青灰色

14-5 lll

石
跡物

礎

建 須恵器 皿
画

面

外

内

回転ナデ 回転糸切 り
回転ナデ

3n dl大 の石英他含む 良好 淡青灰色
内面に重ね焼 き、

色調差あ り

14--6 Ⅲ
石

跡物

礎

建 須恵器 養
向

面

外

内

回転 ナデ 平行 タタキ
回転ナデ 同′と、円支当て具痕

密 (2硼大以下の自色

粒をわずかに含む)
良 好 青灰色

14--7 Ⅲ
礎 石
建物跡

土師器 甕
画

面

外

内

横ナデ 格子タタキ
横ナデ 指押え

2Hm大 までの石英、
雲母含む

良好 暗褐色

14-8 Ⅲ
石
跡物

礎

建
土師器 甕 (274)

面

面

外

内

横ナデ ナデ
ケズリ

3ma大 までの礫含む 良好
面

面

外

内

明黄褐色

橙色

14-―→り Hl
石

跡物
礎
建 製塩 焼塩壷

画

面

外

内

ナデ

希目圧痕

3ml大 までの石英多
く含む

良好
暗赤褐色

14-10 El
石
跡物

礎
建 弥 生 高lTN

面

面

外

内 しIま り目
細かい砂粒多く含む 普通

外向 :灰褐色

内面 :淡黒褐色

14-H Ⅲ
石
跡物

礎

建 青 磁 碗
面

雨

外

内
密 良好 淡緑色 陰刻文

14-12 Ⅱ
石

跡物

礎

建 4層 土製 品 土 錘
血

面

外

内
密 良好 灰自色

14-13 Ⅲ
石
跡物

俺
建

土師器 鉢
面

面

外

内

ハケメ ナデか
ハケメ

3mm大 以下の自色粒

含む

や

良

や

不 黄褐色

28--6 Ⅱ 2号土坑 土製品 土錘
面

而

外

内
密 良好 黒褐色

28--7 Ⅱ 4号土坑 須恵器 郭
画

面

外

内

回転 ナデ 回転糸切 り
回転ナデ

密 良好 青灰色

28 8 Ⅲ 4号土坑 土師器 杯
外面 :回転ナデ 回転糸切 り
内面 :回 転ナデ

密 良好 灰褐色

28--9 Ⅱ 3号土坑 土師器 不
面

面

外

内

回転ナデ 回転糸切 り
回転チデ

密 良好 淡褐色

28--10 Ⅱ 3号土坑 土師器 琢
画

面

外

内

回転 ナデ 回転糸切 七
回転ナデ

密 (赤色粒子含む) 良好 灰 自色

32  64 Ⅲ C-2 6層 土師器 甕 (162)
面

面

外

内

風化により不明

風化により不明
2m大の礫含む 普通 淡褐色

32  65 B-0 4層 土師器 甕 (132)
外面 :横ナデ

内面 :横ナデ ケズリか
細かい石英 雲母含
む

や
良
や
不

面

面

外

内

灰褐色

黒掲色

32--66 C-2 6層 土師器 甕
画

面

外

内 椎ナデ
細かい砂粒含む 普 通 淡褐色

32ヽ7 C-2 6層 土師器
面

面

外

内 指押え
2nm大の石英他含む 普通

外面 :灰褐色

内面 :灰 白色
外面に黒斑あ り

32  68 C-2 3層 土師器 短頸壷
引

デ

不

ナ

面

面

外

内
1～ 2nm大 の石英 雲
母を含む)

普通 灰白色

32--69 C-2 5層 土 師器 鼓形器台
画

面

外

内

横 ナデ

構ナデ  ケズ リ
2m大の礫含む 良好 淡黄色

32--70 C―ユ 5層 土師器 高郭
両

面

外

内

ハケメ 細かい石英 雲母含
む

普通 灰白色

32-71 C-2 6層 土師器 高杯
面

面

外

内

風化により不明
風化により不明

3au大 以下の自色粒

透明粒 赤色粒 を
多 く含む

良好 淡褐色

32-72 C―ユ 4層 土師器 高杯
面

面

外

内

ハケメか
4mol大 の礫含む 普通 灰褐色

32-℃ C-2 6層 土 師器 高 杯
向

面

外

内

ハケメ

ナデ ハケメ
2～ 3aur大 までの砂粒

含む
不良 灰褐色

32-74 Ⅱ D-2 5層 土師器 高杯
面

面

外

内

横ナデ
ミガキ

2a n大 以下の白色粒

透明粒 を多 く含む
良好

面

面

外

内

淡掲色

暗灰色～赤

灰色

外面に赤色顔料残
る
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32-75 C-2 6層 土師器 高 不
画

面

外

内

lat化 により不明

風イヒにより不明

1 5mH大 以下の自色

粒を少量含む

良好 面

面

外

内

明橙色

湊給任

32-76 Ⅲ B-0 4層 土師器 低脚郭
面

面

外

内

横ナデ ナデ 4mm大以下の自色粒

褐色粒 透明粒 を
多 く含む

良好 淡褐色
外面の一部に赤色

顔料残る

32-77 C-1 土師器 低脚杯
外面 :指押え

内面 :指押え 横ナデ
4Hm大 までの礫多く
含む

普通 褐色 外面赤色顔料塗付

32--78 C-2 6層 土師器 郭 (132)
面

面

外

内

ナデ 静止ケスリ
ミガキか

21m大 までの砂粒含
む 普通 灰自色～灰褐色

32-79 Ⅲ C-1 5層 須恵器 郭蓋
面

面

外

内

回転ナデ 回転ヘラケズリ
回転ナデ

窪 良好 淡青灰色

32 8C C-2 6層 須恵器 郭蓋
外面 :回転ナデ 回転糸切 りか
内面 :回転ナデ

密 (1 5mm大 以下の

自色粒を多 く含む)
良好

青灰色～灰色

(自然釉 :透明～

淡オリーブ色)

32粥 1 C-0 4層 須恵器 杯 蓋
外 面 :回 転 ナデ ナデ
内面 :回 転 ナデ

2a n大 以下の白色粒
を含む

良好 灰 色

32-82 C-1 須恵器 不蓋 (172)
外 商 :回 転 ナデ

内面 :回 転 ナデ

密 (2Ш大以下の白色

粒 黒色粒を含む)
良好 灰白色

32-83 C-2 6層 須恵器 杯蓋
外面 :回 転ナデ 回転糸切 り
内面 :回 転ナデ

密(1 5nn大 以下の白

色粒 黒色粒を含む)
良好 灰白色

3_9 84 C― ] 5層 須恵器 不
外面 :回転 ナデ

内面 :同転 ナデ ナデ
密 (led大以下の粗
粒を含む)

良好 青灰色

32-85 C-2
層

層 須恵器 杯 (140)
タト向 回転 ナ デ
内面 :回 転 ナデ

24m大 の石英含む 罠好 青灰色

32-86 Ⅲ C-0 5層 須恵器 郭
面

面

外

内

回転ナデ

回転ナデ ナデ
3mI大 までの礫含む 良好 青灰色

32-87 Ⅱ C-2 5層 須恵器 抹
面

面

外

内

回転 ナデ

回転 ナデ

密 (lam大以下の白

色粒 黒色粒を多 く
含む)

良好

灰自色

(自 然釉 :透明)
外面に自然釉がか
かる

32-88 C― ユ 須恵器 不
面

面

外

内

回転 ナデ

回転 ナデ ナデ
2 5mF大 以下の白色

粒含む
良好
外面 :灰色 タト面から底音Бlこ か

けて自然釉かかる

32-89 ll C-2 6層 須恵器 イ
外面 :回 転ナデ 回転糸切 り
内面 :回 転ナデ

密 良好 青灰色
内面に重ね焼き痕

跡

32--90 ll C-2 6層 須恵器 郭
面

面

外

内

回転ナデ ナデ
回転ナデ

密 (lat大以下の自

色粒、黒色粒を少量

含む)

良好 灰白色

32-91 ll

C-1 層

高 須恵器 lTN (126)
外面 :回転ナデ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

密 (laml大 以下の自色

粒、黒色粒を含む)
良好 青灰色

32--92 ll C-2 6層 須恵器 杯 16整
外面 :回 転 ナデ 回転糸切 り
内面 :回 転 ナデ

密 (lmm大以下の石
英を含む)

良好 青灰色

32--93 Ⅲ C-2 6層 須恵器 雰
外面 :回 転ナデ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

2m大の長石含む 不 良 灰白色

32-94 lll

C-0 層

層 須恵器 杯
外面 :回転ナデ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ 静止ナデ

密 (lmm大以下の自色

粒 黒色粒を含む)
良好 灰白色

33-95 Ⅲ C-2 6層 須恵器 郭
外面 :回 転 ナデ ナデ 回転糸切 り
内面 :回 転 ナデ

密 (0 5mm大 以下の白
色粒 黒色粒を含む)

良好 灰 自色

33--96 Ⅱ C-1 4層 須恵器 郭
外面 :回転ナデ 回転糸切 り
内面 :回 転ナデ

2m大 の石英含も 良好 青灰色

33--97 Ⅱ C-2 6層 須恵器 杯 (142)
外面 :回転ナデ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ ナデ

密

粒
(lmH大以下の自
を含む)

罠好 青灰色～暗青灰色

内面、外面口縁に

自然釉

日縁外面に色調差

33-98 肛 C-2 6層 須恵器 杯
外面 :回 転ナデ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

密 良好

外 面 青灰色 暗
青灰色

暗青灰色内面

33刊9 Ⅱ C-2 6層 須恵器 郭 121
外面 :回転ナデ 回転糸切 り
内而 :同遊ナデ

密 (一部に5mn大長

石を含む)
良好 淡青灰色

13 10C IIl C-2 6層 須恵器 不 (12.8)
外 面 :回転 ナデ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

4mm大 の長石含む 良好 淡青灰色

〕3-101 El C-2 6層 須恵器 不
外面 :回 転ナデ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

密 (lam大以下の黒

粒を含む)
良好 淡青灰色

,3-102 Ⅲ C-1 4層 須恵器 郭 (116)
外面 :回転ナデ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

2mm大 の石英含む 良好 淡青灰色

;卜 103 Ⅱ C-2 6層 須恵器 郭 (132)
外面 :回転 ナデ 回転糸切 り
内面 :回転 ナデ

3mm大 の石英含む 良好 青灰色

,3 104 C-2 6層 須恵器 杯 (127)
外面 :回転ナデ 回転糸切 り
内面 :回 転ナデ

3mm大 までの礫含む 不 良 灰白色～青灰色

33-10〔 lll

C-0
C-2

惜

層 須恵器 然
外面 :回転ナデ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

密 (1硼大以下の白

色粒、黒色粒、わず
かに含む)

や
良
や
不
白色

33--106 Ⅱ C-2 6層 須恵器 郭
外面 :回転ナデ 回転糸切 りか
内面 :回 転ナデ

密 (3al n大 以下の白

色粒、透明粒をわず
かに含む)

良好 青灰色～灰褐色

33--107 C-0 4層 須恵器 杯 (132)
外面 :回転ナデ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

lmr大以下の自色粒
を含む

良好 灰色

33--108 B-0 5層 須恵器 杯 (132)
外 面 :回転 ナデ 回転糸切 りか
内面 :回転 ナデ

2mm大 以下の白色粒
黒色粒含む

良好 灰白色

33--109 C-2 6層 須恵器 郭 (118)
外面 :回転ナデ 回転糸切 り
内面 :回 転ナデ

2mm大 の礫含む
やや
不良
灰自色～青灰色

口縁外面に重ね焼
き痕跡

33-110 C-2 6層 須恵器 杯
外面 :回 転ナデ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

5dun大 までの石英他

含み粗い
良好 暗青灰色

回縁外面に重ね焼
き痕跡

33-111 C-2 6層 須恵器 不
外面 :回転 ナデ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

2ml大 の礫含む 良好 青灰色

〕3-112 C-2 6層 須恵器 杯 (1■4)
外面 :回転ナデ 回転糸切 り
内面 :回 転ナデ

密 良好 青灰色

34-113 C-1 5層 須恵器 lTN (120)
外面 :回 転ナデ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

密 良好 紫灰色

〕4-114 C-2 6層 須恵器 不 (120)
外面 :回転 ナデ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

密 良好 青灰色～暗青灰色

34--11〔 Ⅲ C-2 6層 須恵器 琢 (124)
外面 :回 転ナデ 回転糸切 り
内面 :回 転ナデ

3a n大 の礫含む 良好

外面 青灰色～嗜

青灰色

青灰色内面

口縁に自然釉がか

かる

外面に重ね焼き痕

跡
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34-116 C-1 5層 須恵器 郭 (126)
向

面

外

内

回転ナデ 回転糸切り

回転ナデ
3硼大の石英含む ミ好 青灰色

口縁端営騨こ色調差
重ね焼き痕跡

34-11 C-2 6層 須恵器 林 (1■8)
外面:回転ナデ 回転糸切り
内面:回転ナデ

5mm大 の礫含む 良好 青灰色

〕4-118 Ⅲ C-3 6層 須恵器 不 (106)
外 面:回転ナデ 回転糸切り
内面 :回転ナデ

31ol大 の礫含む 史好 暗灰色

34-119 C-0 4層 須恵器 杯 (1工2)
面

面

外

内

回転ナデ 回転糸切り

回転ナデ 静止ナデ

lnw大以下の自色粒
を含む

良好 灰 白色

14 120 C-2 6層 須恵器 不 (138)
外百 :回転ナデ
内面 :同転ナデ

密 (lma大以下の自色

粒を含む)
不良
口縁部:暗灰色

体 部:灰 白色

;4-121 C-2 6層 須恵器 郭 (143)
外面:回転ナデ
内面:回転ナデ

2Hm大 の礫含む
や
良
や

不

外面:灰 白色～青
灰色

内面:青灰色～暗
青灰色

,4--122 B-2 須恵器 不
外面:回転ナデ 回転糸切り
内面:回転ナデ

密 (1 5mm大 以下の黒
色粒、自色粒をわずか

に含む)

良好 青灰色
内面の一部が自然

琴由で荒れている

,4-123 B-0 5層 須恵器 郭
外 薗: 回転ナデ‐ヘラ切り

内面 :回転ナデ 密 良好 灰 自色

'4--124
C-2 6層 須恵器 皿

外面:回転ナデ 回転糸切り
内面:回転ナデ

2mn大 以下の自色粒、

透明粒を含む
良好 灰褐色～灰 白色

14 125 B-0 須恵器 皿
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ 密 良好 青灰色

4-12℃ C-2 6層 須恵器 皿 (134)
外 向:回転ナデ 回転糸切りか
内面:回転ナデ

2a n大 以下の自色粒
を多く含む

良好 青灰色

,4-12 C-2 6層 須恵器 皿
面

面

外

内

回転ナデ 回転糸切り

回転ナデ
密 良好 淡青灰色

14-12〔 Ⅲ

C― 1

C-2 4層 須恵器 一霊

外面:回転ナデ カキメ 回転ヘ
ラケズリ

内面:回転ナデ 指押え

1～2m大の白色粒、
黒色粒を多く含む

良好
青灰色 (自然釉:暗

灰色)

体部下半の一部に

自然釉がかかる

36--12( C-2 6層 須恵器 一霊
外面 :回転ナデ
内面:同転ナデ

密(lnur大以下の黒色
粒、白色粒を多く合む)

良好
灰白色

(自然釉:青～透明)
うすく自然釉力渤ヽかる

〕4-13( ll C-2 6層 須恵器 重か
外菌:回転ナデ 回転糸切り
内面 :回転ナデ

密 良好 青灰色
内面一部わずかに

灰かぶり

34-131 ll C-0 4層 須恵器 一車

外面:回転ナデ 回転ヘラケズリ
のち回転ナデ

内面:回転ナデ ナデ

密(一言Ыこ3H14大 の石
英を含む)

良好
青灰色

(一部灰白色)

14 13を ]

C-1
C-2
D-2

増

層

層

須恵器 士ｑ

外面:回転ヘラケズリのち回転ナデカ
切り離し後多方向へのナデ

内面:回転ナデ 指押え

1～ 3nd大 の自色粒、

黒色粒を多く含む
良好 灰色～灰白色

35--133 Ш C-2 6層 須恵器 壷
外面:回転ナデ ナデ
内面:回転ナデ

密 (2 al大 以下の自色

粒、透明粒を含む)
良好

面

面

外

内

青灰色

灰白色

,5-134 Ⅲ C-2 6層 須恵器 一霊
外面 :回転ナデ ケラ切りのちナデ
内面:回転ナデ ナデ

粗 (7B dl大 以下の自色

粒を多く含む)
良好 青灰色

心-13[ Ⅱ C-1 5層 須恵器 一堕

外面:回転ナデ ナデ
内面:ナデ,一部手持ちヘラケズリの
ちナデ

密(2ml大 以下の自色
粒、透明粒を多く合む)

良好
灰白色

(自然釉:灰色)
体部の一部に自然
琴由がかかる

'5--136

lll C-1 4層 須恵器 養 (170)
外面:回転ナデ
内面:回転ナデ

2a n大 の礫含む 良好 青灰色

35-137 Ⅲ C-2 6層 須恵器 発 (195)
外面:回転ナデ
内面:回転ナデ 同心円文当て具痕

密 (6aul大 以下の自色

粒を少量含む)
良好 青灰色

35--13E El C-2 6層 須恵器 高郭
外面 :回転ナデ ナデか
内面 :回転ナデ 1ンはり日

6mI大 以下の白色粒
をわずかに含む)

良好
灰白色 (自然釉:淡男

リーブ色)
うすく自然釉がかかる

35-139 C-1 6層 土師器 杯
面

面

外

内

横ナデ 回転糸切り

横ナデ
密 不 良 灰白色

見込みに「佐右」の
ヘラ書き

35--14C Ⅲ C-2 6層 土 師器 不
面

面

外

内

回転ナデ 回転糸切り

回転ナデ
lmm大の小礫含む 良好 灰褐色

35--141 Ⅲ 土 師器 郭
外面 :回転ナデ 回転糸切り
内面 :回転ナデ

0 54ul大 以下の自色

粒 黒色粒 橙色粒含
良好 黄掲色

〕5-14Z D―ユ 5層 土師器 杯
面

面

外

内

回転ナデ 回転糸切り

回転ナデ
密 普通 橙褐色

35--143 C-2 6層 土師器 杯 (130)
面

面

外

内

回転ナデ 回転糸切り

回転ナデ
密 良好 灰褐色

〕5--144 Ⅲ C-2 6層 土 師器 不 (150)
外面 :回転ナデ 回転糸切り
内面 :回転ナデ 細かい砂粒含むが密 不良 灰自色

〕5-145 B-0 4層 土師器 杯
外面:回転ナデ 回転糸切り
内面:回転ナデ

llm大以下の黒色粒

合む
良好
外 面 :橙 褐 色
丙面  陪 務 ち

〕「D 146 C-2 6層 土師器 不
外面:回転ナデ ヘラ切り
内面:回転ナデ

2ml大 の礫含む 不良 灰褐色

〕5--147 C-2 6層 土師器 杯
外面 :回転ナデ 回転糸切り
内面 :回転ナデ

2m大の小礫含む 普通 灰褐色

)隣 148 Ⅲ C―ユ 土師器 郭

外面:回転ナデ 回転糸切りのち底音
に2条の円形沈線

内面:回転ナデ
密 良好

外面:灰白色
内面:灰褐色

,5--149 C-2 6層 土師器 皿
外面:回転ナデ 回転糸切り
内面:回転ナデ

密 不 良 灰白色

'5--150
C-2 5層 土師器 皿 (122)

面

面

外

内

回転ナデ 回転糸切り

回転ナデ

llarn大以下の黒色粒
赤色粒を多く含む

良好 淡褐色～白色

'5--151
D-2 6層 土師器 皿

外面 :回転ナデ 回転糸切りか
内面 :回転ナデ 細かい砂粒含む 不良 灰自色

16--15を C-1 6層 土師器 密 (22_8)
白

面

外

内

積ナデ ハケメ

横ナデ 指押え ケズリ
5um大まるの礫含む 良好 明褐色

〕6-15〔 Ⅲ C-2 6層 土師器 甕 (186)
面

面

外

内

横ナデ ナデ

横ナデ ケズリ
2n dl大の礫含む 良好 茶褐色 外面一部に煤付着

3併 lFD4 I 6層 土師器 墾 (212)
外面 :横ナデ ナデ
内面 :構ナデ ケズリ

5m大までの礫含む 不良
タト面:黄栓色
内面:灰白色

〕6-15〔 Ⅲ C-2 6層 土 師器 霙 (224)
外面:指押えヘラケズリ
内面:ヘラケズリ

3卿大以下の白色粒
を多く含む

良好

外 面 明橙色～明

褐色

褐色内面

〕6-15( ] C-1 5層 土師器 甕 (蟄 4)
外 血:積ナデ ナデ
内面 :横ナデ ケズリ

3Fun大 までの礫含む 不良
外 面 :浅 貢橙 色
丙面  憩 咸魯
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;6  151 C-0 5層 土師器 巽 (247)
外面 :横ナデか
内面 :結ナデか 指相妄

2mu大 以下の白色粒
赤色粒を含む

良好 淡黄橙色 外面に煤力hIT着

16 ほ C-2 6層 土師器 墾 (201)
内面 :ハケメか ケズリ

lnn大以下の自色粒

赤色粒を含む
良好 明橙色～淡褐色

〕6-15( C-2 6層 土師器 葵 (264)
外面:横ナデ カキメ
内面:横ナデのちヘラケズリ

4nln大 の砂粒含む 良好
外面:黒褐色
内面:褐色

外面に煤力Y寸着

36-16( B-1 4層 土 師器 発 (2■6)
外面 :横ナデ ケスリのちナデか
内面 :ケズ1,

2mF大以下の白色粒
を含む

良好
外面 :褐色～明褐色
内面 :湊戻褐角

〕6-161 Ⅲ
B-0
C-0 4層 土師器 菱 (234)

外面:横ナデ 格子タタキ
内面:横ナデ 無文当て具痕

0511n大 以下の自色

粒を含む
良好 褐色～淡赤橙色

〕6-16ち C-2 6層 製塩 焼塩壷
外面:指押え
内面:布目圧痕

3a m大 の礫含む 良好 橙褐色

36-16〔 C-2 6層 製塩 焼塩壷
外面:押え
内面 :冷目圧痕

21m大までの礫含む 良好 褐色

〕6-164 Ⅲ C-2 6層 製塩 焼塩壺
外面:指押え
内面:市目圧痕

5rd大までの茶色礫含
む 良好 灰褐色

,6  16: C-2 6層 梨塩 焼塩壷
外面 :ナデ
内面 :希日序痕 3a m大 の礫含む 良好 淡褐色

37-1叙 C-2 6層 製塩 焼塩壷
外歯:指押え
内面 :布目圧痕

lmtrl大以下の自色粒
を多く含む

良好 明栓色

'7-16「

C―ユ 5層 製塩 焼塩壺
外面:指圧反
内面:布目圧痕

5alnl大の礫含む 普通 橙褐色
布の綴じ合わせ痕
あり

ヤー16モ C-2 6層 製塩 焼塩壷
外面 :ナデ ー部に布目
内面:布日序痛

3Ш大の石英、茶色礫
含む

良好 淡褐色～掲色

η-16〔 ll C-1 6層 製 塩 焼塩壷
外 薗:指押え
内面 :布目圧痕

10mm大までの茶色礫
含む

良好 灰褐色
内面に布綴じ合わ

せ痕

ヤー17( ll C-2 6層 製塩 焼塩壺
面

面

外

内

指押え

布目圧痕

4nd大 以下の白色粒

褐色粒を含む
良好 浅黄橙色

7-171 ll C-2 6層 製塩 焼塩壷
外面 :指押え

5mm大の礫含む 良好 明褐色

▼-172 ll C-0 自磁 碗
画

面

外

内
密 (黒色微粒子含む) 良好 灰 自色

17 173 ll C-1 4層 瓦質 鉢
面

面

外

内

回転ナデ

回転ナデ カキロ
密

や

良

や

不 灰色

,7-1密 □ B-0 4層 瓦質 橋 鉢
外面 :ノ ケヽメのちナデ

31nl大 の礫含む 良好 黒褐色

37-175 コ D-2 5層 朝鮮 碗
画

面

外

内

高台に砂日

見込み砂目
密 良好 灰オリーブ色

37-1拓 ] B―〕 5層 備前 甕
面

面

外

内
粗い 良好 赤紫褐色

37-177 Ⅱ C-2 備前 重 憂
タト面:回転ナデ
内面:回転ナデ

lmF大以下の紫灰色

粒 白色粒を含む
良好
外面 :紫灰色
内面 :湊楊任

37-178 Ⅱ C― ] 5層 備前 橋鉢
白

面

外

内

回転ナデ

回転ナデ TB・ 目

lm大以下の自色粒
黒色粒を含む

良好 紫褐色

37-179 Ⅲ C-6 5層 備前 悟鉢
面

面

外

内

回転ナデ 切り離しのちナデか

回転ナデのち摺目

lo m大以下の白色粒
黒色粒を多く含む

良好 紫灰色
内部と底部に自然
釉

37-18C ll C-2 4層 備 前 徳利
外面 :

内面 :回転ナデ 指押え
2 5rdl大 以下の自色

粒含む
良好
外面 :茶褐色

軽くしIまり目がつく

37-18ユ Ⅲ C-2 4層 月巴前 片日鉢 (228)
外面:回転ナデ
内面:回転ナデのち摺目

密 良好
枡 未 楊 魯

37-182 Ⅲ C-2 4層 月日前 碗 (96)
外面 :

内面 :
密 良好 灰色

37-188 lll

層

層
月巴前 碗

外面 :

内面 :

密 良好 自色
こんにゃく印判見込
み圏線内五弁花

37-184 Ⅲ 北東 3層 平副 碗
外面:

内面:

0 5ml大 以下の黒色

粒を多く含む
良好 白色 見込みに「寿」か

第7表  中祖遺跡出土瓦観察表
図
号

挿
番 調査区 出土地点 層位 種別 器種 酵

ｍ
広端幅

(cm)

狭端幅

(伽 )
調整 手法の特徴 胎  土 焼 成 色  調 備  考

4 4 I 3層 瓦 平瓦
凹面:布 目圧痕 ケズリ
凸面:縄 ロタタキ

61at大 の礫含む 不良 灰自色

15--18 Ⅲ
石
跡物

礎

建 瓦 九瓦 (150)
凹面 :布 目圧反 ケス リ
込面 :編 ロタタキ ケズ リ

4mn大 の礫含む 不 良 灰 自色～淡黒褐色 凸面に離れ砂付着

15--19 IIl

石

跡物

礎

建 瓦 丸瓦

凹面:糸切 りのち布目圧痕 ケズ
リ

呂面:組ロタタキ

3u n大 までの砂粒含む

lH n大 までの雲母微量
に含む

不 里 灰 自色

16-20 Ⅲ
石
跡物

礎
建

4層 瓦 丸瓦

凹面:糸切 りのち布目圧痕 ケズ
リ

凸面:絹 日タタキ ケズリ

4～5m大の礫 石英
合む 不 良 灰自色

16‐21 Ⅲ
石
跡物

礎

建
4層 瓦 丸瓦

凹面:糸切 りのち布 目圧痕 ケズ
リ

凸面:経 ロタタキ ー部ナデ
8H r大 の礫含む5 良好

凹 国 :次 盲炊 包

出 面 :陪 灰 任

16--22 Ⅲ
石
跡物

礎
建 瓦 九瓦 155

凹面:糸切 りのち布目圧痕 ケズ
リ

凸面:網日タタキ
3 al大 までの砂粒合む 不良 灰自色

17-23 礎 石
建物跡

瓦 九瓦

凹面:糸切 りのち布 目圧痕 ケズ
リ

凸面:紹 日タタキ
3mn大 の砂粒含む 不良 灰白色

17=24 礎 石
建物跡

瓦 九瓦
凹面:布 目圧痕 ケズ

'

凸面:縄 ロタタキ
3mm大 までの砂粒含む 不 良 灰白色

17-25
石
跡物

礎
建 瓦 九瓦

凹面:糸切 りのち布目圧痕 ケズ
リ

凸面:縄ロタタキ

21at大 の砂粒含む 不良 灰白色

17-26 Ⅲ
礎 石
建物跡

6層 瓦 丸瓦
凹面:糸切 りのち布目圧痕
凸面:縄 ロタタキ

5nJn大 の礫含む 不良 灰白色 凹面に型圧痕

1許27 礎 石
建物跡

7層 瓦 九瓦
凹面:布 目圧痕 ケス リ
凸面:絹 ロタタキ

5m大までの砂粒含む 不 良 淡灰白色
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18 28
石
跡物

礎
建 瓦 丸瓦

凹面 : 目圧 反  ケス リ
凸面:組ロタタキ

2mtr大 の砂粒含む 不 良 灰白色
凹面に綴 じ合わせ

痕

18 29 Ⅲ
石
跡物

礎

建 瓦 九瓦

凹面:糸切 りのち布目圧痕 ケズ
リ

凸面:縄ロタタキのちケズリ
2～3nnl大 の礫含む 不良 灰白色

凹面に綴 じ合わせ

痕

18-30 Ⅲ
石
跡物

礎
建

4層 瓦 丸瓦
凹面:布 目圧痕 ケズリ
凸面:縄ロタタキ

5Hm大の礫含む 不 良 灰白色
凹面に綴 じ合わせ

痕

18-31 Ⅲ
石

跡物

礎

建 5層 瓦 九瓦
凹面 : 布目圧痕 ケズリ
ケズ リ品而 :

2Hal大 の砂粒含む 不良 灰白色 凹面に型E痕

18-32 Ⅱ
石
跡物

礎
建 瓦 丸瓦

画

面

凶

凸

布 目FI反  ケス リ
縄 ロタタキ ケズ リ

2Fm大の砂粒含む 不良 灰自色 凹面 に型圧4R

19-33 Ⅱ
礎 石
建物跡

瓦 平瓦 382 235 205
面

面

凹

凸

糸切 りのち布目圧痕 ケズリ
糸切 りのち縄ロタタキ

3apl大 までの礫含む 普通 灰褐色

9-34 ll

石
跡物

礎

建 瓦 平瓦

凹面:糸切 りのち布目圧痕 ケズ
リ

凸面:縄ロタタキ

2o m大 の石英雲母含
む 良好 黒褐色

20-35 ll

石

跡物

礎

建 瓦 平 瓦 388
画

面

凹

品

糸切 りのち布目圧痕 ケスリ
糸切 りのち紹 日タタキ

3mm大の礫含む 不良 灰白色

20--36 ll

石
跡物

礎
建

4層 瓦 平 瓦 395
画

面

凹

凸

系切 りのち布営l■反 ケスリ
糸切 りのち縄 ロタタキ

7eln大 までの礫含む 史好
淡青灰色

31-37 ]
石

跡物

礎

建
4層 瓦 平瓦 232

面

面

凹

凸

糸切 りのち布目圧痕 ケズリ
糸切 りのち縄ロタタキ

4um大 の礫含む 普通 灰褐色

21-38 ll

石
跡物

礎

建 瓦 平瓦 (268)

凹面 糸切 りのち布目圧痕 一部
指圧痕 ケズリ
糸切 りのち縄ロタタキ凸 面

6ndl大 の礫含む 良好

灰自色～淡黒褐色

凸面に離れ砂付着

32-39 ll
石
跡物

礎

建 瓦 平瓦 (247)

凹面:糸切 りのち布目圧反 ナデ
ケズリ

凸面:糸切 りのち縄 ロタタキ
10m大の石英含む

や

良

や

不

凹面:灰自色～畢
褐色

22 40 ll

石
跡物

礎

建 瓦 平瓦 %0
面

面

凹

凸

糸切 りのち布目圧痕 ケス リ
組 日タタキ

5HI大の礫含む 普通 灰褐色

2-41 Il

石
跡物

礎
建 瓦 平瓦

面

面

凹

凸

糸切 りのち布目圧痕 ケズリ
糸切 りのち縄ロタタキ

4nml大 の礫含む 普通 灰褐色

】3--42 Ⅲ
石
跡物

礎

建
4層 瓦 平瓦

面

面

凹

凸

糸切 りのち布目圧痕 ケズリ
糸切 りのち縄ロタタキ

3～4mn大の礫合む 良好 灰自色～淡黒褐色

23卓 3 ]
石
跡物

礎
建 瓦 平瓦

面

面

凹

凸

糸切 りのち布 目圧反 ケスリ
糸切 りのち紹 日タタキ

3nla大 までの砂粒含む 不良 灰自色 端部付近に段

,3ヨ 4 Ⅲ
石
跡物

礎
建 瓦 平 瓦

凹面:糸切 りのち布目圧痕 ケズ
リ

凸面:糸切 りのち組日タタキ
9nml大 の礫含む 良好

囲
面
］
凸 灰白色～黒

褐色

瑞部付近に段

4--45 Ⅱ
礎 石
建物跡

5層 瓦 平瓦
面

面

凹

凸

糸切 りのち布目圧痕 ケズ 1

糸切 りのち縄ロタタキ
31111大の礫含む

や
良
や
不 淡褐色 端部付近 に段

又-46 Ⅲ
石
跡物

礎

建 瓦 平瓦

面

　

面

凹

　

凸

糸切りのち布目圧痕 ケズ
リ

縄ロタタキ

3m大の砂粒含む
2nd大までの雲母微量
に含む

不良 灰自色 端部付近に段

ケ4契7 Ⅲ
石
跡物

礎

建
6層 瓦 平瓦 399

面

面

凹

凸

糸切りのちが目圧痕 ケズリ
糸切りのち縄ロタタキ

8m大の礫含む 普通 灰褐色

И―望8 Ⅲ
石

跡物
礎
建

6層 瓦 平 瓦
面

面

凹

凸

来切 りのち布目圧 FR タス リ
糸切 りのち絹 ロタタキ

10mn大までの礫含む R好 青灰色
凸面一部にガラス

質付着物

%」9 Ⅲ
石
跡物

礎
建

5層 瓦 平瓦
凹面:布目圧痕 ケズリ
凸面:縄ロタタキ

4mm大 までの砂粒含む 良好 灰褐色 凸面に離れ砂付着

24-50 Ⅱ
石
跡物

礎

建 瓦 平瓦
面

面

凹

凸

糸切りのち布目圧痕 ケズリ
縄ロタタキ

4anl大 の礫含む 不良 仄白色

24-51 Ⅲ
石

跡物

礎

建 瓦 平 瓦

凹面:糸切 りのち布目圧展 ケス
リ

凸面:糸切 りのち縄ロタタキ
211n大 の礫含む 不良

面

面

凹

凸

灰自色

灰白色～淡

黒褐色

凸面に離れ砂

25-磁 Ⅲ
石

跡物

礎

建 瓦 平瓦
面

面

凹

凸

糸切 りのち布目圧痕 ケスリ
縄ロタタキ

4FOl大 の礫含む 良好 淡黒褐色 凸面に離れ砂

25-「D3 Ⅲ
礎 石
建物跡

瓦 平瓦
面

面

凹

凸

糸切 りのち布目圧痕 ケズリ
糸切 りのち縄ロタタキ

4mm大の礫含む 不 良 灰白色

25-54 Ⅱ
石
跡物

礎

建 瓦 平瓦
面

面

凹

凸

糸切 りのち布目圧痕 ケズリ
縄ロタタキ ケズリ

3a l大 の礫含む 不良 灰白色

25--55
石

跡物
礎
建 瓦 平瓦

画

面

凹

凸

糸切 りのち布目圧痕 ケスリ
縄ロタタキ

2mm大の礫含む 不良 灰褐色
凸面の端部沿い1

沈線

35--56 Ⅲ
石

跡物

礎

建 瓦 平瓦
面

面

凹

凸

糸切 りのち布目圧痕 ケズ i
糸切 りのち縄ロタタキ

5mm大までの砂粒含む 不 良 淡褐色
凸面の端部冶いに

沈線

35-57 Ⅲ
石
跡物

礎

建 瓦 平瓦
凹面:糸切 りのち布目圧痕 ケズリ
凸面:縄ロタタキ

2mn大までの砂粒含む 不良 灰白色 貼 り合わせ

25-58 Ⅲ
石
跡物

礎

建 瓦 平瓦
凹面:糸切 りのち布目圧戻 ケス リ
凸面 :縄ロタタキ

4mm大までの砂粒含む 不良 淡褐色 貼 り合わせ

3許59 Ⅱ
石
跡物

礎
建 瓦 平瓦

凹面:糸切 りのち布目圧痕 ケズリ
凸面:縄ロタタキ

4m大までの砂粒含む 不 良 灰自色 貼 り合わせ

】6  60
石
跡物

礎

建 瓦 平瓦
凹面:糸切 りのち布目圧痕 ケズリ
凸面:糸切 りのち縄ロタタキ

5Ш大の礫含む 不良 灰白色
凹面に綴 じ合わせ

痕

!6-おユ
石

跡物

礎

建 瓦 平 瓦
凹面:布 目圧痕 ケズリ
凸面:縄ロタタキ

10m大の礫含む 不良 灰白色

凹面に綴 じ合わせ

痕

凸面に離れ砂

ど6第2 石
跡物

礎

建
6層 瓦 平瓦

面

面

凹

凸

糸切 りのち布 目圧反 ケスリ
糸切 りのち紹 自タタキ

3md大の礫含む 不 良 灰 自色 凸面に離れ砂付着

ケ6  63
石
跡物

礎
建 瓦 平 瓦

面

面

凹

凸

糸切りのち布目圧痕 ケズリ
縄ロタタキ

4d u大 までの砂粒含む

2a l大 までの雲母微量
に含む

不 良 灰自色
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第8表 中祖遺跡出土木製品観察表

挿図番号 調査区 出土地点 層位 種 冴U 肇
でｃｍ，

幅

師
隣
ｍ

加工 使用状況 村 種

28-ユ Ⅲ 2号土坑 板 材 156 両側縁が先端に向けて窄まるように加工される。

28-2 Ⅲ 2号土坑 板材 22.8 両側縁が先端に向けて窄まるように加工される。先端部付近に孔力認つあり。

28-3 Ⅲ 2号土坑 板材 片側の側縁が先端に向けて窄まるように加工される。一方は欠損。

28-4 Ⅲ 2号土坑 板材 19.3 周囲はすべて破面。

28-5 I 2号土坑 板材 片側の側縁が先端に向けて窄まるよう1こ加工される。一方は欠損。

第9表 中祖這跡出上金属製品観察表

挿図番号 調査区 出土地点 層位 種 ,U 長さ 幅
(cm)
騨
鰤

形態の倖徴 備 考

38-192 C-1 5層 刀子 酸化土砂力渡敦付着するが、X線撮影の結果、片関と判明。

38-193 C-1 6層 鉄釘 酸化土砂付着。先端部曲力語 。

第10表 中祖遺跡出土石製品観察表

挿図番号 調査区 出土地点 層位 種 房U 酵
ω

幅

ｍ
隣
ｍ
垂
⑭

加工及び使用状況 石 材

14-14
石

跡物

礎

建 砥 石 上面 下面 両側面の4面を使用するが、端部は使用せず。 砂岩

14-15
石

跡物

礎

建 砥石 上面と下面の2面を使用する。 砂岩

14-16
石

跡物

礎

建 砥石 上面が使用面。下面は欠損。 凝灰質買岩

14-17
石

跡物

礎

建 磨製石斧 450 刃部は久損。側面に成形時の敲打痕あり。端部にも敲打痕。 塩基性片岩

28-11 Ⅲ 3号土坑 磨製石斧 408 刃部は欠損。 塩基性片岩

38-185 Ⅲ B-0 4層 打製石斧 1.1 136 刃部は欠損。一部磨面あり。 疑灰岩

38-186 Ⅲ D-2 6層 磨製石斧 刃吉Hま両刃。片面は自然面。 砂岩

38-187 Ⅲ C-2 6層 有溝石錘 6.2 514 上半部に逆T字状に溝が巡る。 石英安山岩

38-188 I C-1 5層 敲石 端部に敲打痕。片側は久損。 斑福岩

38-189 C-2 6層 磨石 散石 117 266 側面に敲打痕。一部に磨面あり。 凝灰岩

38-90 Ⅲ C-1 5層 砥石 133 扁平な円礫を使用。片面に使用面と深い利器痕あり。 凝灰岩

38-191 ] B-1 34層 砥石 6 砥石の小片で、使用画は2面のみ残る。 火山礫凝灰岩
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第4章 ナメラ迫遺跡の調査
第 1節 遺跡の概要
ナメラ迫遺跡は県道大国馬路停車場線が通る狭い谷沿いの丘陵斜面に位置する。古墳時代から室

町時代にかけて営まれた複合遺跡で、調査を行った集落跡の他、事業地外には横穴式石室もある。

調査は平成18年度に丘陵斜面の工事用道路用地と丘陵上の本線用地、平成19年度に本線の橋脚用地

を対象として行つた。 トレンチ調査の結果、平成18年度の工事用道路用地と平成19年度の本線橋脚

用地で遺構・遺物が確認され、前者をI・ Ⅱ区、後者をⅢ区と呼称して本調査を実施した。

I区は標高60mほ どの丘陵中腹にあり、斜面がやや緩やかになった段状の地形を呈する。検出さ

れた遺構は土坑 2基で、周辺で奈良時代の須恵器が出土したことから、この頃のものと思われる。

なお、事業地外ではあるが、 I区の北西側斜面で横穴式石室をもつ古墳 1基が確認されている。

Ⅱ区は標高20mあ まりの丘陵緩斜面に位置する。遣構は古墳時代中期の竪穴遺構 1基、中期～後

期の溝跡 1条のほか、室町時代の掘立柱建物跡 2棟が確認された。このうち、溝跡は調査区を横断

して丘陵斜面上方へと延びており、埋土中からは須恵器・土師器が多量に出土した。幅10mの工事

第45図 ナメラ迫遺跡調査区配置図

-61-



第4章 ナメラ迫遺跡の調査

用道路を対象としたため遺跡の全体像は不明であるが、その状況より古墳時代中・後期の集落跡が

調査区両狽1の緩斜面へと広がることが考えられる。

Ⅲ区は標高35m前後の丘陵斜面にあり、 I区 とⅡ区の中間地点に位置する。径 7mほ どの盛土遺

構と掘立柱建物跡 1棟が確認されており、盛土遺構は古墳の可能性も考えて調査を行ったが、古墳

ではないことが判明している。

日               10m

第46図 ナメラ迫遺跡 I区調査前地形測量図

０
い
∞
∽
∽
―

＝

Ｘ

孝

-62-



第2節  I区の調査

第 2節  I区の調査

I区は丘陵斜面にあり、標高53～ 62mほ どの傾斜がやや緩やかになった地点に位置する。

本調査区は表土下10～30cmで地山に達し、堆積土は小礫を含む黄褐色土(3層)が見られる。遺構

は土坑 2基が検出されており、調査区の南側寄りに位置している。

なお、遺跡の範囲を確認するために調査区の南側斜面に設定した トレンチ 1では表土下50cm、 ト
レンチ 2では15～30cmで地山に達し、ともに基本的には小礫を含む黄赤褐色土(5層)が堆積してい

たが、遺構・遺物は検出されなかった(第48図)。

(1)土坑

1号土坑(第 49図左)調 査区の南東側に、ほぼ斜面に平行するように営まれた不 あで坑土な形整
　
ｏ二
ＴＩ
潮

ｏ
ｎ
∞
ф
ｏ
，Ｉ

＝

Ｘ

一

Y=21480

第47図 ナメラ迫遺跡 I区調査後地形測量図
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1.表土
2.晴黄褐色土
3.黄褐色土(小礫含む)
4暗赤褐色土
5,黄赤褐色土(小礫含む)
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ｍ

脚
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脚
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剛
一

トレンチ1東壁

第48図 ナメラ迫這跡 I区土層実測図

1.黒色土
(炭を多く含む)
2.褐色土
(地山ブロック含む)

幸 1.暗黄褐色土 (炭を含む)
2.黄掲色土
(炭・褐色土ブロックを含む)

0                2m

第49図 ナメラ迫遺跡I区土坑実測図

る。大きさは長さ4.3m・ 幅0.6～ 1.5m、 深さは15～27cmと 浅い。土坑の西側は幅が狭く張り出すよ

うに延びており、張り出し部分の基部には転石10数個がまとめて置かれている。埋土は上層より炭

を多く含む黒色土(1層)、 地山ブロックを含む褐色土(2層 )よ りなる。炭を多く含む黒色土は土坑の

東側にあって楕円形状を呈し、長径0.9m・ 幅0.5m・ 深さ8 cmで ある。

出土遺物には鉄片(第50図 1)がある。周囲は全て破面となっており、長さ7.5cm・ 幅6.5cm・ 厚さ

0.3cmほ どのものである。堆積上に含まれる炭の放射性炭素年代測定を行ったところ、補正HC年代

1180+40BP、 暦年代AD720～ 740年、AD770～ 970年 という結果が得られている。

2号土坑(第 49図右)調査区の南東側に斜面に直交するように営まれた不整形な土坑で、 1号土

坑の南東側1.5mに位置する。大きさは長さ2.15m・ 幅1.5m、 深さは35cmで ある。埋土は上層より炭

を含む暗黄褐色土(1層)、 炭・褐色土ブロックを含む責褐色土(2層)よ りなっており、 1層 は土坑の

中央部に半レンズ状に堆積している。出土遺物はなかった。

I区中央土層

トレンテ2北壁
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第2節  I区の調査

(2)遺構に伴わない遺物

遺物は須恵器杯のみが出土しており、調査区の全体に散在している。

第50図 2・ 3は杯蓋の口縁部で、口唇はともに下方に肥厚する。 2の頂部には回転ヘラケズリが

認められる。

4・ 5は高台付きのイ身である。 4はタト傾する口縁をもち、高台は低 く直立するもので、底部は

ヘラ切 りの後、回転ナデ調整される。 5はやや外側へ開く短い高台をもち、底部は回転ナデ調整さ

れる。 6は無高台の郭身の小片である。底部には回転糸切 り痕を残す。

(3)古墳(第51図 )

I区の北西側斜面に位置するもので、横穴式石室の天丼石が露出している。

墳丘は後世の道により削られているが僅かに地形に変化が認められ、 6～ 7m程度のものと見ら

れる。石室は天丼石3個が露出しており、北側の天丼石は石室内に落ち込んでいる。北西方向に開

口するものと見られ、開口部には側壁と見られる石材 も露出する。規模は現状で、長さ2.7m。 幅

lmほ どである。遺物は確認されていない。

第50図 ナメラ迫遺跡 I区出土遺物実測図

第51図 ナメラ迫遺跡 I区古墳横穴式石室実測図

I
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第4章 ナメラ迫遺跡の調査

第 3節 Ⅱ区の調査

Ⅱ区は丘陵裾部にあり、標高20～23m前後の緩斜面に位置する。

調査地は水田として利用されていたところで調査前に地形の改変を受けていたが、調査区中央部

分には削平を受けず遺構が残った部分があり、竪穴遺構・溝状遺構 。1～ 2号掘立柱建物跡が検出

された(第52図)。 遺構は基本的には地山に掘 り込まれるが、溝状遺構付近には自然にできた小さな

埋没谷があり、一部はその埋土から掘削される。調査区北壁の層序(第53図 下)は表土・盛土を除去

すると、上層から暗茶褐色土(6層)・ 岩片を多 く含む黒褐色土(7層 )・ 小岩片を含む黄灰色砂(12層 )

があり、溝状遺構は埋没谷の埋上である12層 の上に掘 り込まれる。また、調査区南端部は東西方向

に延びる谷の一部に当たっており、調査区南壁(第53図上)の層序は表土 。盛土を除去すると、基本

的には上層から岩片を多 く含む黒褐色土(3層 )・ 黒褐色粘質土(4層 )・ 黄灰色粘質土(7層 )。 暗灰色

砂(9層)。 青灰色砂質土(5層)の順に堆積 しており、 4層 と5層が遺物包含層となっている。

遺構は2号建物跡以外には切 り合い関係があり、竪穴遺構→溝状遺構→ 1号建物跡の順に営まれ

たことが明らかである。竪穴遺構と溝状遺構は、前者が古墳時代中期、後者が中期～後期にかけて

のもので、両者とも調査区外へと延びており、この時期の遺構が周辺に広がつているものと見られ

る。掘立柱建物跡は2棟あり、ともに室町時代のものと思われる。 2号建物跡はかなり削平を受け

ており、構造がある程度分かるのは1号建物跡のみである。斜面を段状に加工した平坦面に営まれ

た2× 2間の建物で、主軸を南北方向においている。
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第52図 ナメラ迫遺跡Ⅱ区遺構配置図

-66-



第 3節 Ⅱ区の調査

２２．Ｏｍ一ゴ　　揃一
4黒褐色粘質土 (遺物包宮層)

ア.黄灰色粘質土
8暗灰色粘質土

V 13      
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「
、`、____一一~″

イ
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調査区北壁

1表土
2.盛土
3.黒色土 (炭片少し含む)
4灰褐色上
5暗灰褐色上

6晴茶褐色土
7黒褐色土 (岩片多く含む)
8黄褐色土 (小岩片含む)
9灰褐色粘砂土 (小岩片含む)
10灰掲色砂 (小岩片含む)

11茶褐色粘質土(小岩片含む)
12黄灰色砂(小岩片含む)
13灰褐色粘質土(小岩片含む)

0

第53図 ナメラ迫遺跡Ⅱ区調査区北壁・南壁土層実測図

(1)竪穴遺橋(第 54図 )

調査区の北半部に位置し、調査区外へ延びるものと見られる。溝状遺構により南側を切られてお

り、これに先行 して営まれたことが明らかである。

平面形は北東と北西に隅部をもつことから、長方形を呈するものと思われるが、西側は南西方向

へ広がるように溝が掘られており、不整形である。大きさは現状で南北2.8m。 東西3.2m、 深さは

25～ 33cmで ある。床面ではピットが2つ確認されており、P.1が径35cm・ 深さ45cm、 P.2が径

20cm・ 深 さ40cmで ある。

埋土は基本的には2層で

上層より小岩片を含む黒

褐色土鬱層)・ ガヽ岩片と炭

を含む灰褐色土●層)よ り

なるが、a一 a'断面ではこ

れを切る溝状遺構の埋土

である 1層 と2「層が見

られ前後関係が確認でき

る。

遺存状態が良好でない

ため断定はで きないが、

平面形が長方形状を呈す

ること、床面に柱穴と見

られるピットがあること

から竪穴住居跡の可能性

が考えられる。

出土遺物としては土師

器甕・低脚郭がある。第 第54図 ナメラ迫遺跡Ⅱ区竪穴遺構実測図
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1灰褐色土(小岩片宮む)
2黒褐色土(小岩片宮む)
3灰褐色土(小岩片・炭を含む)
4暗灰褐色土(小岩片含む)

2m

9

1耕作土・盛上
2灰色土 (盛土か)
3.黒褐色土 (炭片多く含む)



第4章 ナメラ迫遺跡の調査

第55図 ナメラ迫遺跡Ⅱ区竪穴遺構出土遺物実測図

55図 1は甕の肩部で、器壁が薄 く、外面に波状文、内面にはケズリが施される。 2・ 3は口縁が

「く」の字状に屈曲する単純口縁の甕である。 2は顎部内面にナデ、胴部内面はともにケズリであ

る。 4は低脚杯の脚部とも見られるが、通常のものより脚部が高く、高杯との中間的な様相をもっ

ている。これらの遺物のうち、 1は古墳時代前期に遡 り、 2～ 4は中期以降のものと見られる。

(2)清状遺橋(第 56・ 57図 )

調査区の中央部に位置するもので、丘陵斜面に直交するように主軸をほぼ東西方向にとり、調査

区外へと延びている。竪穴遺構を切 り、溝状遺構の上に 1号建物跡が造られる関係にあり、竪穴遺

構の後、 1号建物跡の前に営まれたことが明らかである。検出した長さは17m。 幅は東端で1.5m。

西側で2.2mと 斜面を下るにしたがって広 くなっており、深さは0.4～ 0。7mで ある。埋土は地点によ

って異なる様相を見せる。aa′ 断面では上層より岩片を含む灰色粘土(1層 )。 岩片を含む灰色砂鬱

層)。 岩片を含む暗灰色砂(3層)・ 岩片を含む灰色粘砂(4層)、 bも
′
断面では上層より岩片を含む灰

色砂鬱層)。 岩片を含む暗灰褐色土(5層 )・ 岩片を含む灰褐色土(6層 )、 cc′ 断面では上層より小岩

片を含む黄褐色土(4層 )・ 万ヽ岩片を含む暗黒褐色土(5層)が堆積している。

出土遺物には須恵器蓋杯・鬼・脚付碗・甕・壺、土師器奏・壼・林・高杯・低脚杯・甑、竃、土

製支脚、刀子、砥石がある。いずれも溝の底面より浮いた状態で出上しており、溝がある程度埋ま

つた段階で廃棄されたものと見られるが、土師器甕の完形品が数個体含まれる他、ぬが口縁を下に

して倒立した状態(図版65-1)で確認された点が注意される。

第58図 5～ 17は須恵器蓋杯である。このうち5～ 10は頂部と口縁部の境に明瞭な稜をもつ杯蓋で、

口縁部は直立する。口唇は端部がやや凹むもの(5,7・ 8)と 彗刃状になるもの(6。 9)があり、頂

部にはいずれも回転ヘラケズリが施される。11～ 13は頂部と口縁部の境にあった明瞭な稜が失われ、

九味を帯びた器形をもつ杯蓋である。11・ 12は 口径が14.6～ 14.8cmと 大きく、ともに頂部には回転

ヘラケズリが施されており、11に は頂部と口縁部の境に僅かに稜が残る。13は 口径12.lcmと 小さく、

頂部にヘラ起こし痕を残している。14～ 17は 口縁にかえりをもつ杯身である。14は 口唇が整刃状に

なった長いかえりをもち、底部には回転ヘラケズリが僅かに認められる。15,16は単純な口唇をも

ち、14に比べればかえりが短いもので、底部には回転ヘラケズリが施される。17はかえりが短 く内

傾するもので、底部は周辺にのみ回転ヘラケズリが入り、焼成前に数条の沈線がヘラで描かれる。

第58図 18は須恵器遮で、短 く太い頸部と九底をもつ。顎部と胴部外面に波状文が施されており、

胴部下半はカキメと一部にケズリ、底部には平行タタキが見られる。19は須恵器脚付碗で、口縁は
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1,灰色粘土(岩片含む)
2.灰色砂(岩片含む)
3.晴灰色砂(岩片含む)
4.灰色粘砂(者片含む)
5.晴灰褐色土(岩片宮む)
6.灰褐色土(岩片含む)

第67図 ナメラ迫遺跡Ⅱ区溝状遺構実測図
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第3節 H区の調査

緩 く外反して肩部外面に稜をもち、脚部には長方形の透し孔を3方向にもつ。調整は碗の外面下半

に回転ヘラケズリが施される。

第58図20～ 22は須恵器壺と甕である。20は壷の口縁部で、端部が上下に拡張されて縁状になって

おり、頸部上半には波状文と1条の稜をもっている。21は 甕の肩部で外面は平行タタキののちカキ

メ、内面には同心円文当て具痕が残る。221よ長頚壺の頸部から肩部の破片で、内面の接合部には段

が見られる。

第58図 23は須恵器皿である。底部の小片で、底部外面には回転糸切 り痕が残る。

第59図 24～ 第62図 54は土師器甕である。24～ 36は 口縁が屈曲または外面に稜を残す退化 した複合

口縁をもつものである。複合口縁が高 く端部が短 く外反するもの(24。 25)や 口縁端部に面をもつも

の(28。 34・ 36)、 複合口縁の高さが低いもの(29)、 口縁外面に稜を残すもの(33・ 35,36)な どがあり、

形態にはかなり違いが見られる。調整が分かるものは胴部外面がハケメ、内面はケズリである。37

～531ま 「く」字状の単純口縁をもつものである。日縁は大きく外反するものが多いが、直立気味に

立ち上が り端部のみ外反するもの(44)、 口縁が短いもの(51・ 52)も ある。調整は胴部外面がハケメ、

内面はケズリのものがほとんどであるが、49の内面下半には指押えが見られる。また、49の底部は

焼成後、穿子しされている。

第62図55・ 56は土師器壷である。55は 短い口縁がやや外傾する直口壷で、胴部内面はケズリ調整

される。56は長頸重で、外傾する長い口縁と肩部が張 り丸底の胴部をもつ。外面と口縁内面はヘラ

ミガキ調整され、赤色顔料が全布されている。

57｀ 61は土師器杯である。57～ 59は 内傾する口縁をもつもので、60・ 61は 直立気味となる。57～

58は 内外面がヘラミガキ調整されており、59。 61の底部にはケズリが見られる。62・ 63は杯と形状

が類似 したものであるが、日径・器高ともやや大きいことから鉢とした。63のタト面はケズリの後ナ

デ調整、内外面には赤色顔料塗布されている。

64・ 65は土師器高杯である。64は九味を帯びた杯部と「ハ」字状に開く脚部をもち、脚部はハケ

メ調整される。脚部外面には赤色顔料が残る。65は高ネの杯部でタト面ににぶい稜をもつ。66～ 第63

図73は低脚杯である。杯部はいずれも丸味を帯び碗状を呈するが、68は 口縁外面に段がある。66・

69の杯部外面にはヘラミガキが施され、66～ 69・ 71・ 72に は赤色顔料が認められる。

74は手捏土器で、全面に指押えが見られ、底面には黒斑がある。

75～ 77・ 第64図80は土師器甑である。75'76。 77は角状の把手をもつもの、78は把手をもたない

もの、80は横方向に付けられた環状把手をもつものである。口縁の形状 もそれぞれ異なっており、

75は端部が僅かに屈曲、78は僅かに内湾、80は甕のように大きく外反する。調整が分かるものは外

面がハケメ、内面はヘラケズリである。また、78の 口縁には焼成前に穿孔された孔が1ケ 所に残 り、

80の胴部下半は被熟による表面の剥離が認められる。

79は土製支脚である。上部を欠いているが、底面には内到 りがあり、全体に指押えが見られる。

第64図81は土師器竃である。口縁は外反しており、外面にはハケメ、内面はケズリ調整されてお

り、内外面に黒斑がある。

82は鉄製刀子である。刀身先端部の破片で、現状で長さ5.8cm。 幅1.6cm。 厚さ0,3cmである。

83～ 85は砥石である。83は 長方形状を呈 し、長さ21.6cm・ 幅11.9cm。 厚さ5,lcmである。凝灰質砂

岩製で、上面はやや凹むが使用痕は顕著ではない。84は2面が欠損するが、現状で長さ17.Ocm・ 幅
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第4章 ナメラ迫遺跡の調査

14.Ocm。 厚さ5.5cmで ある。凝灰質砂岩製で、上面 。下面・側面の3面がよく使用されており、上面

と下面には利器痕が残る。85は先端が鋭角、もう一方の端部には浅い快 りがあり、長さ10。7cm・ 幅

2.lcm・ 厚さ0.8cmである。砂岩製で、各面とも顕著な使用痕が見られる。

以上の遺物の時期は、第58図5～ 10・ 14・ 18～20。 第59図24～第60図36・ 第62図56～ 第63図73が

古墳時代中期、第58図 ■～13・ 15～ 17が古墳時代後期に位置づけられる。

5                           6

第58図 ナメラ迫遺跡Ⅱ区溝状遺構出土遺物実測図 1
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第59図 ナメラ迫遺跡Ⅱ区清状遺構出土遺物実測図 2
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第60図 ナメラ迫遺跡Ⅱ区清状遺構出土遺物実測図 3
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第61図 ナメラ迫遺跡Ⅱ区溝状遺構出土遺物実測図 4
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第62図 ナメラ迫遺跡Ⅱ区溝状遺構出土遺物実測図 5
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第3節 Ⅱ区の調査

(3)掘立柱建物跡

1号建物跡(第 65図 )調 査区中央部の緩斜面に位置し、北端部は溝状遺構の上に重複して営まれ

ている。斜面を段状に加工 した平坦面に営まれてお り、平坦面の丘陵側には幅15～ 40cm・ 深さ

20cmほ どの溝がL字状に巡る。

建物の主軸は南北方向で、桁行は2間で3,7m、 梁行 も2間で2.3mの規模である。柱間は桁行のP。 1

とP.3が2.Om、 P.3と P。4が1.6mで、梁行のP.4と P,5が1.2m、 P.5と P.6が1.lmで 、梁行に対 し桁行の間

1暗黄灰褐色土 (小岩片含む)
2黄灰褐色土 (小岩片含む)
3青灰色粘上
4灰褐色土 (小岩片含む)
5暗灰褐色土 (黄色土プロック含む)
6淡黒褐色土

②
粥
③

ぴ
ね

③fの

◎

◎
睛

⑤

⑬ ノ

Ｘ

＞

脂鬱
◎
③⑬

⑤

⑤
cギ◎レ

上
③

◎・
'

◎
⑬ ④226md<ゴ

〇◇

第65図 ナメラ迫遺跡Ⅱ区 1号建物跡遺構実測図
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第4章 ナメラ迫遺跡の調査

隔が長いが、桁行

の柱間は不揃いで

ある。柱穴は円形

を呈するものが多

いものの、P,2は楕

円形状を呈 してい

る。大きさはP.1が

径40cna・ 深さ50cm、

P,2が長径90cm ・

短径 5 5cm・ 深 さ

5 5cm、 P,3が径

4 0cm・ 深 さ70cm、

0               10cm

第66図 ナメラ迫遺跡Ⅱ区 1号建物跡出土遺物実測図

P,4が径55cm・ 深さ75cm、 P.5が径55cm・ 深さ60cm、 P.6が径45～ 65cm・ 深さ50cmで ある。P。 1～P.5の

5つ の柱穴には柱根が残っており、樹種同定の結果、すべてクリ材であった。また、P.2の柱根につ

いては、放射性炭素年代測定を行っており、補正14c年代560± 40BP、 暦年代AD1380～ 1430年 とい

う結果が得られている。

出土遺物には青磁・土師質土器 。砥石がある。第66図 1は龍泉窯の青磁碗で、外面に鏑のある幅

が比較的細い蓮弁が見られる。2は小形の上師質土器皿で、底部は回転糸切 りと思われる。口唇に

は一部に煤が付着しており、灯明皿として使われたものである。3は砂岩製の砥石で、現状で長さ

13.3cm・ 幅5,7cm・ 厚さ2.4cmで ある。上面・下面・側面が使用面で、上面は湾曲するほどよく使わ

れており、下面 。側面には利器痕が残る。時期は1か ら室町時代頃のものと見られる。

2号建修跡 調査区の北端部に位置するもので、1号建物跡の北6mの地点にある。水田が造成
された際にかなり改変を受けており遺存状況は良好ではない。

建物の構造は明らかで

ないが、P,1と P,2は 1.3m、

P.2と P.3は 1.5mの 間隔で

並ぶ。柱穴の大 きさは

P.1が径30cm・ 深さ30cm、

P,2が径40cm・ 深さ50cm、

P。 3が径45cm・ 深さ50cm、

P,4が径35～ 50cm・ 深さ

30cmで ある。P,2の 柱穴

底付近には柱痕と見られ

る黒褐色上がある。また、

P,4で検出された柱根は、

樹種同定の結果、コナラ

節と判明している。

第67図 ナメラ迫遺跡Ⅱ区 2号建物跡遺橋実測図
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(4)遺構に伴わない遺物

包含層中の遺物は出土位置を1点ずつ記録するとともに、掘

削中に出土したものは調査区全体に10m方眼で設定したグリッ

ド(}2・ E3・・・)ご とに取 り上げた。その出土地点は溝状遺構の

周囲を除けば、南側の谷部に集中しており、多 くは遺構がある

丘陵上方側から入つたものと見られる。

出土遺物には須恵器・土師器の他、白磁・青磁・青花・備

前 。肥前・炉壁・砥石などがある。

第69図 1・ 2は須恵器蓋杯である。 1の頂部に手持ちケズリ、

2の底部周辺に回転ヘラケズリが入る。 3～ 5は無高台の杯、

6は皿で、底面に回転糸切 り痕が残る。 7・ 8はlThで底部の回

転糸切 り痕の周囲を強くナデて低い高台状にする。 9。 10は壼

の底部、11・ 12は甕の胴部で内面には放射状の当て具痕が残る。

13は土師器の甕、14～ 16は皿である。15の 内面底部には焼成

前にヘラ書きで「口井」と記される。17は足高高台の杯で、内

面に墨書があるが 1文字であること以外不明である。18は内面

が黒灰色を呈する黒色土器の杯で、外側に広がる高台をもつ。

不部内外面にはヘラミガキが見られる。

第3節  Ⅱ区の調査

第11表  ナメラ迫遺跡Ⅱ区陶磁器構成表
種 房U 器 種 点数

白磁 碗 Ⅳ類 2

碗 V～Ⅷ類 1

碗 福建系 4

皿 Ⅵ類 1

皿 広東系 1

皿 森田D群 5

皿 森 田E群 3

青磁 碗 B3類
碗  B4類
碗 D類
特殊品

椀 4

青花 皿 2

皿 渾州窯系 2

朝鮮 皿 2

備前 播鉢 5

霊

瓦質 鍋 ユ

橋鉢 ユ

/1ヽ 計

肥前陶器 槽鉢

碗・皿

灰釉

鉄釉

肥前磁器 碗・皿

/Jヽ 計

合 計

一

0               10m

〓
路
ω
ｌ
日
＊

第68図 ナメラ迫遺跡Ⅱ区遺物出土状況実測図
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第69図 ナメラ迫遺跡Ⅱ区遺橋に伴わない遺物実測図 1
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第70図 ナメラ迫遺跡Ⅱ区遺構に伴わない遺物実測図2

第70図 19は 白磁碗で口縁に玉縁が付 く。20・ 21は 白磁皿で、20は高台の4ヶ 所に切 り欠きがある。

22は龍泉窯の青磁碗、231よ 淳州窯系の皿である。24は備前悟鉢で、内面の摺目はかなり摩耗する。

25は肥前の皿、26は大皿で、前者には砂目がある。27は肥前系磁器の染付である。

28は炉壁で、表面に黒色のガラス質淳が付着しており、胎土中にはスサを含む。29は凝灰岩製の

砥石で上面・ 側面 。下面の3面が使用される。30も 凝灰岩製の砥石で、上面1面のみに顕著な使用

痕が認められる。

以上の遺物の時期は1・ 2が古墳時代後期末、3～ 19と 21が平安時代、20と 22～ 24が室町時代、25

～27は江戸時代初めのものと見られる。

f召
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第4章 ナメラ迫遺跡の調査

第 4節 Ⅲ区の調査

Ⅲ区は I区 とⅡ区の間にあり、標高28～ 40mの丘陵斜面に位置する。

標高36～ 38mの地点に径6～7mほ どの盛土遺構が確認され、古墳の可能性が考えられたことから

設定した調査区で、盛土遺構とその周辺部について調査を行った。

遺跡の範囲を確認するために設定した トレンチ 1は表土から順に灰褐色土(2層)。 暗灰褐色土(3

層)。 黄褐色土(4層 )・ 淡黒褐色土(5層 )・ 黒褐色土(6層 )・ 黄灰褐色土(7層 )の順に堆積する。この

うち、2～ 4層 は平坦地を造成するために盛られた盛土で、2層からは近世の陶磁器が出上してい

る。トレンチの東寄りには丘陵上から転落してきた高さlm程度の大きな転石があり、下層の5～

7層では遺物は出上していない。 トレンチ2は表土から順に灰褐色土(2層)・ 淡黒褐色土(3層)の順
に堆積する。3層からは鉄製刀子(第78図 2)1点が出土したが、その他に遺構・遺物は確認されな

かった。 トレンチ2の北側は地形が段状に削られたようになっていることから、この部分の土でト
レンチ 1付近の盛上が行われ、裾部の平坦地が造られたものと見られる。

トレンチ3は盛土遺構の北西側に設定したもので、 トレンチの南西側で地山を削平した加工段が

検出された。この部分の層序は表土から順に暗責灰褐色土(2層 )。 地山ブロックを含む黄灰褐色土

(3層)。 地山ブロツクを含む灰褐色土(4層 )と なっており、加工段の床面にはピットも見られたこと

から、掘立柱建物跡が存在すると考えられた。したがって、本調査は盛土遺構からトレンチ3の範

囲までで行うこととした。

‖
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Y24錮畳
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―
器
韻
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＊
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―
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留

Y=21400

一

Y=21870

第71図 ナメラ迫遺跡皿区調査前地形測量図
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第72図 ナメラ迫遺跡Ⅲ区調査区配置図

1表土
2灰褐色土 (近世陶磁器含む:盛土)
3暗灰褐色土 (盛土)
4黄褐色土 (盛土)

2四 :撃麓.e・
7黄灰掲色土

トレンチ1

1表土
2暗責灰褐色土
3.黄灰褐色土(地山プロック含む)
4灰褐色土(地山プロック含む)

35 0rn

トレンチ3性す_…す_____――一二叩

第73図 ナメラ迫遺跡Ⅲ区トレンチ土層実測図
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第4章 ナメラ迫遺跡の調査

(1)盛土遺構(第74図 )

調査区の東寄り斜面に位置する。南北7m。 東西6mの不整形な形状をしたもので、盛土は厚いと

ころで60cm前後である。斜面下方のトレンチ2では刀子片も出土しており、古墳の可能性を考えて

調査を行ったが、埋葬施設が確認されなかったこと、盛土の周囲に周溝が認められなかったこと、

盛土から近世陶磁器が出上したことから、古墳ではないと判断した。

盛土は上半部に褐色土12層)が比較的厚く見られ、下半部には明掲色砂質土13層)と 灰褐色土14層 )が

互層状に盛られている。旧表土と見られる黒褐色土(5層 )に は変化はなく、地形に改変を加えること

なく盛土のみが行われている。盛土中には転石も確認されているが、周囲にはこうした石材が数多

く露出しており、また人為的な配置も窺えないことから、埋葬施設などとなる可能性は考えられな

セヽ。

I Cr

調査前

lq

表土除去後
0                5m

ヽ ヽ

ミ

第74図 ナメラ迫遺跡Ⅲ区盛土遺構実測図

｀｀
一 ―

―
_ヽ ヽ <三

==1=至
主 ≧

2掲色土(灰自色土プロック宮む)
3.明褐色砂質土
4.灰褐色土
4暗灰褐色土(灰白色土ブロック含む)
5.黒掲色±9日表土)
6.暗褐色土(地山)
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逹

第75図 ナメラ迫遺跡Ⅲ区調査後地形測量図

(2)3号建物跡(第 76図 )
調査区の西側斜面をL字形に削平 した平坦面に営まれたもので、平坦面の大きさは現状で長さ

5.8m。 幅2.5mである。

ピットは段の上と床面で検出されている。ピットの形状・深さから見ると、P,6と P,7は掘立柱建

物跡の柱穴である可能性が高 く、心々距離は1.3mである。調査範囲の関係から建物の構造は明ら

かにできない。各ピットの大きさはP。 1が径50～ 65cm・ 深さ40cm、 P.2が径45～ 70cm・ 深さ30cm、

Cテゴ
'

閣R5 0

鍵⑥
鰹
Ｐ・４

」
ざ
一　
３

６
拠
345m

b

345m
C  1 3  1 5    ~CI

第76図 ナメラ迫遺跡Ⅲ区3号建物跡遺構実測図

|。

0                2m
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1.灰褐色土
2.黒褐色土
3.暗黒褐色土
(炭・地山ブロック含む)

／

ノ
ｂ

一

b'

1.黒褐色土(焼土塊・炭を含む)
2.晴黒掲色土

0                2m

第77図 ナメラ迫遺跡Ⅲ区横断土層・焼土実測図

P。3が径60～ 80cm・ 深さ40cm、 P.4が径

35～40cm。 深さ20cm、 P.5が荏登30cm・

深 さ15cm、 P。 6が径55cm・ 深 さ70cm、

P,7が径60cm。 深 さ85cm、 P.8が径

35cm・ 深さ50cmである。

出土遺物にはP。3で出土した鉄片(第

78図 3)があるが、土器等は出土してお

調査区横断土層

焼土縦断土層

S~【夏」璽亜) 母:頃E〔コ

―
 申

0               10cm

第78図 ナメラ迫遺跡Ⅲ区出土遺物実測図

らず時期は不明である。

(3)焼土・ビット

盛土遺構の下層は、黒褐色土(2層 )、 炭・地山ブロックを含む暗黒褐色土(3層)と なっている。2

層には僅かに遺物が含まれており、近世陶磁器と土師器皿(第78図 1)が出土した。3層上面には焼土

と炭を含む黒褐色土の広がりが長さ1.9m。 幅1.lm・ 厚さ7 cmの 範囲で認められた。焼土はこの地

点で焼かれたものではなく、2次的に動いたものである。

また、3層下面ではピット群が確認されたが、規則的な配列をもつものはなく、建物等の遺構と

考えられるものは見られない。

惑鷺鷺懲観H11

-88-



第 5節 総 括

第 5節 総 括

ナメラ迫遺跡は、古墳時代中期から江戸時代にかけて営まれた複合遺跡である。狭にな谷沿いの

丘陵斜面に立地する集落跡であるが、調査範囲が工事用道路と本線の橋脚用地に限定されており、

遺跡の全体像が明らかになったわけではない。ここでは、その中で注目される古墳時代中・後期、

及び奈良・平安時代の遺構と遺物について若干の検討を加え、まとめとしたい。

(1)宙墳時代中期 。後期

集落跡 Ⅱ区の調査区中央部で検出された竪穴遺構と溝状遺構が古墳時代中・後期のものである。
これらは比較的深 く掘削された遺構であることから、その周辺の遺構が未検出のところは水田造成

の際などに削平を受け、遺構が消滅した可能性がある。また、竪穴遺構と溝状遺構は調査区外へと

延びており、周囲の丘陵斜面にこの時期の遺構が広がっていることが予想される。

竪穴遺構は遺存状態が悪 く、調査範囲にも制約があるため不明な点があるが、床面に柱穴があり

竪穴住居跡の一部と見られる。溝状遺構は丘陵斜面に直交するように延びるもので、その上面を中

心として多量の須恵器・土師器の他、竃・甑・土製支脚が検出されている。遺物は遺構の底面から

は浮いた状態で検出されたものが多く、溝状遺構がある程度埋まった段階で遺物が廃棄されたもの

である。その機能は不明と言わざるを得ないが、道のようなものである可能性が考えられる。遺跡

の性格は住居跡や道の可能性が考えられる遺構があること、炊飯具である土師器奏の他、竃・甑・

土製支脚などが出土していることから、集落跡と見て大過ないものと思われる。

集落の時期は、竪穴遺構で古墳時代前期の上師器甕片が出上しており、前期に遡る可能性もある。

しかし、今回検出された遺物の多くは後述するように古墳時代中期後半から後期を主体とするもの

であり、遺構の時期はこの頃と見てよかろう。周辺地域において古墳時代中期後半から後期の遺物

が出上 した遺跡としては仁摩町仁万の坂灘遺跡(1)・ 菩興寺橋遺跡・仁摩大橋遺跡(2)、 同宅野の猛鬼

遺跡(3)、 同大国の清石遺跡(4).ヒ ョトリケ市遺跡・入石遺跡(5)な どがあり、平野部のほか猛鬼遺跡

のような海岸沿いや、ナメラ迫遺跡のような狭惨な谷筋にも集落が広がっている。

須恵器・土師器 溝状遺構より出土した遺物は時期幅が認められるが、遺物群の中には一定のま

とまりが見られ、一括遺物として把握できるものもある。図版632は 土師器甕(第62図53)と 甑(第63

図78)の 出土状況で、両者は接する位置で確認された。図版643と 図版65-1・ 2は須恵器蓋杯(第58図

5)・ 逸(同図18)な どの出土状況で、これらに伴うようにして土師器甕(第59図 33。 第61図44)。 高杯(第

62図 65)・ 低脚杯(同 図66)が検出されている。また、図版653は須恵器蓋杯(第58図■)で、土師器奏

(第60図42)・ 鉢(第62図 62)が重なって出土した。こうした共伴関係と遺物の特色から溝状遺構の出土

遺物を大別したのが第79図 である。

1類 須恵器は蓋杯・蒐・脚付碗・重がある。杯蓋は口縁部が直立し口唇は藝刃状のもの(第58

図6・ 9)と 口縁部がやや開き口唇が凹むもの(同図5・ 8)に分けられる。土師器には甕・高杯・低脚杯・

杯 。長頸壼がある。甕は口縁部が屈曲し複合口縁となるもの(第59図24～ 31,34)と 外面に複合口縁の

痕跡である稜を残すもの(同図32・ 33・ 35。 第60図36)の他、口縁部が直立気味に立ち上がり端部のみ外

反するもの(同図39。 第61図44)がある。

須恵器はその特色から見て石見地域でも導入初期の段階に当たるものであり、浜田市日脚1号窯

跡(6)に併行すると考えられる。日脚1号窯跡の出土品には蓋杯・高杯・ぬ・直口壼 。短頸壼 。壼・

甕がある。あまり良好な資料には恵まれないが、蓋杯にはナメラ迫遺跡に見られる2種類が認めら
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須 恵 器 土 師 器

１
　
類

２
　
類

盗  守
58・ 13                58‐ 17

第79図 ナメラ迫這跡Ⅱ区溝状遺構出土土器分類図

れる他、灰原出土のものに脚付碗に近い形態の碗が含まれる。これらは陶邑編年では、概ねTK23

またはTK47段階のものに比定できよう(7屯

土師器は前に見た土器の共伴関係から、甕のうち口縁外面に稜を残す第59図 33と 口縁が直立 し端

部が外反する第61図44、 高杯は外部外面に稜のある第62図65、 低脚杯は第62図 66が 1類の須恵器に

伴うものと見られる。甕のうち口縁部が屈曲し複合口縁となったものは、口縁外面に稜を残すもの

よりも型式学的には先行すると見られるが、ほぼ同じ頃の資料と見られる清石遺跡土器

'留

や猛鬼遺

跡の出土遺物には両者の特色を示すものが含まれており、ここでは一括する。内傾する口縁をもつ

ネ(第62図 57～ 59)は 丁寧なミガキ調整、長顎壼(同 56)は ミガキ調整に加え赤色顔料の塗布が見 られ、

低脚イ(同図66)に近ぃ特色が見られるので 1類に含めた。これらの遺物を出雲の古墳時代中期土器

の編年(8)と 対比 してみると、須恵器の出現から生産の開始期に当たるⅢ～Ⅳ期に近い特色を示 して

おり、石見東部における古墳時代中期の土師器は出雲に比較的近い様相をもつものと考えられる。

2類 須恵器は蓋杯があり、口径が大きく頂部または底面に回転ケズリが入る第58図 11・ 12・ 15。

16と 、口径力Mヽ さく回転ヘラケズリの入らない同図13・ 底部の回転ヘラケズリを欠く同図17に分け

られる。前者は陶邑編年のTK10、 後者はTK209～ 217に併行するものと見られる。

土師器は奏と高杯・杯・鉢がある。甕は口縁が大きく「く」字形に外反するもの(第60図40～ 42、

第61図45～ 第62図53)のみよりなり、胴部の形状は1類が長胴状であるのに対 し、胴部の張 りが大 き

く球形に近 くなる。このうち甕(第60図 42)は 2類では古相の須恵器蓋ネ(第58図 11)と 土師器鉢(第62

図62)を伴うことが出土状況から明らかである。土師器を細分することはできないが、須恵器には

時間幅が見られるので、新相の須恵器に伴う土師器もあるものと思われる。

以上見たように、ナメラ迫遺跡の溝状遺構より出上した遺物は古墳時代中期後半を主体とし、後
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期後半までの遺物を断続的に含むものであった。

(2)奈良 。平安時代

土坑 I区では奈良時代の土坑と遺物が僅かに検出された。この地点は標高58～ 63mの丘陵斜面
にあり、傾斜が僅かに緩 くなって段状の地形を呈するが、集落には不向きな地点である。出土遺物

には中祖遺跡1類に併行する8世紀後半段階の須恵器蓋杯が複数個体あるが、それ以外には土器は検

出されておらず、居住域であったとは考えられない。遺構には不整形な土坑2基があり、ともに埋

土中に炭を多く含んでいたことから、その中で火が焚かれたものと見られる。このうち、1号土坑

では放射性炭素年代測定を行っており、暦年代大D720～ 留0年、AD770～ 790年 と須恵器の年代に近

い結果が得られている。したがって、須恵器は土坑が営まれた際に持ち込まれたものと考えて良か

ろう。

I区の性格については不明と言わざるを得ないが、留意すべきはI区の北西側斜面で横穴式石室

墳 1基が確認されていること、この平坦地からは南の方向に高山1499mlと 城上山141lm)が望めるこ

とである。敢えて想定すれば、古墳を対象とした祖先祭祀や高山・城上山を対象とした祭祀などが

考えられるかもしれない。

ヘラ書き土器・墨書土器 Ⅱ区の南側谷部では平安時代の須恵器・土師器・白磁などの遺物が僅
かながら出土しており、その中にはヘラ書き土器と墨書土器がそれぞれ1点ずつ含まれていた。

ヘラ書き土器は土師器皿(第69図 15)で内面底部に「口井」と記され、 1文字めは「拓」の可能性

もある。墨書土器は土師器杯(同図171で 内面底部に1文字が墨書されるが判読できない。前者は器高

の低い皿であること、後者が足高高台をもつネであることから、時期は中祖遣跡2～ 3類の上師器

に併行するもので、9世紀後半から10世紀前半頃と考えられる。

石見ではヘラ書き土器・墨書土器 。文字瓦の出土例は多くないが、現在のところ14遺跡で知られ

ている(第12表)。 平安時代の資料が多く見られ、ナメラ迫遺跡の上師器皿のように内面底部にヘラ

書きされたものは中祖遺跡と前立山遺跡があり、須恵器内面に墨書されたものには宮倉遺跡がある。

いずれも平安時代のものであり、この時期に内面底部に文字を書く例が増加することが窺える。

文字を記した土器・瓦が出上した遺跡は、やはり寺院跡や官行に関わる遺跡が多い。前章で述べ

たように中祖遺跡と白イ遺跡は官衛関連施設、古市遺跡は石見国府との関わりが考えられる遺跡で

ある。また、天王平廃寺・石見国分尼寺跡は寺院、大地ノ元遺跡・前立山遺跡も仏教関連施設90と

されるものである。ナメラ迫遺跡は官衛・寺院との関わりは全く考えられない小集落であるが、限

られた調査範囲で文字資料が2点出上したことは、平安時代にはこうした小集落にも文字を記した

土器がある程度持ち込まれていたことを想定させるものであり、今後、公的施設以外での文字資料

の出土例が増えることも考えられよう。

(3)ま とめ

ナメラ迫遺跡は狭除な谷に位置し可耕地も少なく、集落の立地条件としては必ずしも恵まれてい

ない。しかし、限られた調査範囲の中で古墳時代中期から江戸時代の各時代にわたる遺物が検出さ

れており、比較的安定した集落であったと思われる。古墳時代後期には集落背後の丘陵に横穴式石

室墳も築造されており、この谷水田を生産基盤として有力農民が成長していたことも窺える。石見

沿岸部では平野が少なく、こうした狭い谷筋に展開する集落がかなりあることも想定されるが、今

回の発掘調査によって、その一端を示す資料を得ることができた。
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第12表 石見におけるヘラ書き土器・墨書土器・文字瓦一覧
番号 遺跡名 所在地 種別 器種 部位 種類 釈文 時期 文献

1 ナメラ迫遺跡 大田市仁摩町天河内 土師器 郭 内面底部 墨書 □ 平安

本報告書土師器 皿 内面底部 ヘラ書き □井 平安

2 中祖遺跡 大田市温泉津町福光 土師器 イ 内面底部 ヘラ書き 佐右 平安

3 五丁遺跡群 大田市仁摩町天河内 須恵器 郭 外面体部 墨書 □ 平安

4 天王平廃寺 大田市波根町 瓦 平瓦 凸面 ヘラ書き 大大大大 註(9)

5 白杯遺跡 大田市水上町 須恵器 郭蓋 外面頂部 墨書 上内 奈良

註(10)

須恵器 郭 蓋 外面頂部 墨書 大 奈良

須恵器 杯蓋 外面頂部 里 圭 大 奈良

須恵器 不 外面底部 里 圭 梨 平安

須恵器 郭 外面底部 ヘラ書き 若狭氏成 平安

6 高津遺跡 江津市都治町 須恵器 不 内面底都 ヘラ書き 郡 註(11)

7 宮倉遺跡 江津市二宮町 須恵器 郭 内面底部 墨書 佐上 平安 註 (12)

8 古市遺跡 浜田市上府町 須恵器 郭蓋 外面頂部 墨書 宅代 平安 註 (13)

9 石見国分尼寺跡 浜田市国分町 瓦 平瓦 凹面 ヘラ書き 寺 註 (14)

大地ノ元遺跡 邑智郡邑南町井原 須恵器 郭蓋 外面頂部 墨書 代田 平安 註 (15)

寺の前遺跡 邑智郡邑南町井原 須恵器 郭 外面底部 里 圭 □□ 註 (16)

酒屋原遺跡 益田市美都町東仙道 須恵器 郭蓋 外面頂部 ヘラ書き 大 註 (17)

前立山遺跡 鹿足郡吉賀町注連川 土師器 杯 内面底部 ヘラ書き 寺 平安

註 (18)

土師器 郭 内面底部 ヘラ書き 寺 平安

土師器 郭 内面底部 ヘラ書き 寺 平安

土師器 イ 内面底部 ヘラ書き 寺 平安

須恵器 杯蓋 外面頂部 墨書 今居 平安

須恵器 不 蓋 外面頂部 墨書 今居 平安

須恵器 鉄鉢 内面体部 ヘラ書き 大

夫婦け遺跡 鹿足郡津和野町中川 須恵器 郭 外面底部 墨書 十 註 (19)

ぞ
＼`
7九

w二
恕    ヒ

我
(…  ヽ         '

ガ

卜、.ゝか́」〔移ヂ
第80図 石見における墨書土器・ヘラ書き土器他出土遺跡の分布
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第13表  ナメラ迫遺跡出土土器・陶磁器観察表
図
号

挿
番 円査匪 出土地点 種 別 器 種

径

ｍ＞
日
くｃ
綿
くｅｍ＞

調整 手法の特徴 胎   土 焼 成 色 調 備 考

50-2 ] 須恵器 不蓋
面

而

外

内

回転ナデ 回転ヘ ラケズ リ
回転ナデ  ナデ 3mal大 の礫含む 良好 青灰色

50-3 】 須恵器 杯 蓋
向

面

外

内

回転ナデ

回転ナデ
密 良好 青灰色

5幽 I 須恵器 杯

外面 :回転ナデ ヘラ切 りのち回
転ナデか

内面 :回転ナデ
密だが5m大の礫含む 良好 青灰色

50-5 I 須恵器 杯
面

面

外

内

回転ナデ

回転ナデ
細かい砂粒含む 良好

面

面

外

内

青灰色

灰白色

51‐6 I 須恵器 示
面

面

外

内

回転ナデ 回転糸切 り
同透ナデ

密 良好 青灰色

55-1 Ⅱ 竪穴遺構 土師器 甕
画

面

外

内

ハケメか
ケズリ

2mm大 以下の自色粒 透明
粒を含む

良好 淡掲色

55-2 Ⅱ 竪穴遺構 土師器 養 (144)
外面 :横ナデ

内面 :横ナデ ナデ ケズリ 密 良好
外面 :赤褐色

内面 :褐色

55-3 竪穴還構 土師器 甕 (137)
面

面

外

内

横 ナデか ナデか
桔ナデか ケズ リ

25m大以下の白色粒 赤
色絃を含む

良好 淡橙色

55  4 竪穴遺梅 土師器 低脚郭か
画

面

外

内

ナデか

不明
密 良好 橙褐色 底部内面に黒斑

58-5 溝状遺構 須恵器 llN蓋
面

面

外

内

回転ナデ 回転ヘラケズリ
回転ナデ

41m大 の石英含む 良好 暗青灰色

58  6 溝状遺構 須恵器 杯蓋
画

面

外

内

回転ナデ 回転ヘ ラケス リ
回転ナデ

3a n大 の石英他含む 良好 青灰色

58-7 Ⅱ 溝状遺構 須恵器 杯蓋
外面 :回転ナデ 回転ヘラケズリ
内面 :回転ナデ

4nJIn大 以下の自色粒 透明
粒を含む

良好 灰 白色 外面に自然釉

58--8 溝状遺構 須恵器 杯蓋 (12_3)
面

面

外

内

回転ナデ 回転ヘラケズリ
回転ナデ

lm大以下の白色粒含む 良好
外面 :灰色

内面 :青灰色
天丼部に自然釉

58--9 溝状遺構 須恵器 杯蓋
外面 :回転ナデ 回転ヘ ラケス リ
内面 :回転ナデ

lmm大以下の自色粒 透明
粒を含む

良好
色

名

灰

圧

曙

菩

面

面

外

丙
外面に自然釉

5卜10 I 溝状遺構 須恵器 杯蓋
外面 :回転ナデ 回転ヘラケズリ
内面 :回転ナデ

15n3大以下の自色粒 黒
色粒を含む

良好 言灰色

58-11 D 溝状遺構 須恵器 杯蓋
外面 :回転ナデ 回転ヘラケズリ
内面 :回転ナデ ナデ

4Ш大の石色礫含む 良好 青灰色

58-12 ] 溝状遺構 須恵器 不蓋
画

面

外

内

回転ナデ  回転ヘラクス リ
回転ナデ

2HIr大 以下の自色粒 黒色
粒を多 く含む

や

良 灰自色

58--13 ] 溝状遺構 須恵器 杯蓋 (121)
外面 :回転ナデ ヘラ起こし痕
内面 :回転ナデ

31m大 までの礫含 む 史好 青灰色

58-14 ] 溝状遺構 須恵器 杯身
面

而

外

内

回転ナデ 回転ヘ ラケズ リ
同転ナデ

密 (lmm大以下の自色粒を

少量含む)
良好 青灰色

58--15 Ⅱ 溝状遺構 須恵器 杯身
商

面

外

内

回転ナデ  回転ヘラケス リ
回転ナデ ナデ 密 良好

外面 :暗膏灰色

58-16 ] 溝状遺構 須恵器 杯身 (124)
面

面

外

内

回転ナデ 回転ヘラケズリ
回転ナデ ナデ

2m大以下の自色粒 透明
粒を含む

良好 灰 自色

58-17 Ⅱ 溝状遺構 須恵器 不身 118
面

面

外

内

回転ナデ 回転ヘラケズリ
回転ナデ ナデ

3nd大 の石英含む
や

良

や

不 灰白色
外面に焼成前ヘラ

描 き沈線

58--18 ] 溝状遺樽 須恵器 厖
画

面

外

内

回転ナデ カキメ 平行タタキ
回転ナデ

3mn大 の礫含む 良好 青灰色～淡青灰色

58--19 E 溝状遺構 須恵器 脚付碗
面

面

外

内

回転ナデ 回転ヘラケズリ
回転ナデ

密 良好 淡青灰色
脚部3方向に長方

形透 し孔

58--20 Ⅱ 溝状遺構 須恵器
面

面

外

内

回転ナデ

同鏃ナデ
2at大 の石英含む 良好 暗青灰色

58-21 Ⅱ 溝状遺格 須恵器 憂
向

面

外

内

回転ナデ 平行タタキ カキメ

回転ナデ 同′と、円支当て具痕

3Jal大 以下の白色粒 黒色
粒 を含む

良好 灰 色

58 22 Ⅱ 溝状遺構 須恵器 長頸壺
面

面

外

内

回転ナデ

回転ナデ
4am大 の石英含む 良好 青灰色

58-23 Ⅱ 溝状遺構 須恵器 皿
面

面

外

内

回転ナデ 回転糸切 りか
同転チデ

3a n大 以下の白色粒含む 良好 灰白色

59-24 Ⅱ 溝状遺構 土師器 甕
画

面

外

内

横ナデ ハケメ
構ナデ ケズリ 5mm大 までの礫含む 良好

外面

内面

色

色

褐

穆

茶

渉

59-25 Ⅱ 溝状遺構 土師器 甕 (183)
外面 :横ナデ

内面 :横ナデ ケズリ
3nH大 以下の自色粒 透明
粒を含む

良好 淡橙褐色

59  26 Ⅱ 溝状遺構 土師器 甕
外面 :横ナデ ハケメ
内而 :結ナデ ケズリ 5m大の礫含む 良好 暗褐色 外面一部に煤付着

59-27 Ⅱ 鷹状還襦 土師器 霊
外向 :横ナデ ハ ケメ
内面 :構ナデ ケズ リ

7at大以下の赤色粒 自色
粒 透明粒を多 く含む 良好 灰褐色～橙褐色

59→28 Ⅱ 溝状遺椿 土師器 菱
外面 :横ナデ ナデか
内面 :横ナデ ケズリ

5剛大以下の自色粒 透明
粒を多 く含む

良好 淡橙色
内面僅かに褐色の

付着物

59-29 Ⅱ 溝状遺橋 土師器 賽
外面 :横ナデ

内面 :横ナデ ケズリ
5mr大以下の白色粒 透明
粒を多く含む

良好 淡橙掲色

59--30 Ⅱ 溝状遺構 土師器 奏
向

面

外

内

横 ナデ ナデか
構 ナデ ケズ リ

4am大 以下の白色粒 透明
粒を多 く含む

良好
淡橙褐色～淡黄褐
色

59--31 Ⅱ 溝状遺構 土師器 甕 (164)
面

面

外

内

横ナデ

横ナデ ケズリ
5alo大 までの石英他を多 く

含む
良好 暗掲色

59--32 Ⅱ 溝状遺構 土師器 墾
外面 :横ナデ ナデか
内面 :横ナデ ケズリのち一部指押え

5mm大以下の赤色粒 白色
粒 透明粒を多く含む 良好 灰褐色～橙褐色

59-33 Ⅱ 溝状遺構 土師器 養 (126)
画

面

外

内

積ナデ ハケメ
横ナデ ケズリ 7Hm大 の礫含む 良好

外面 :赤褐色

59-34 Ⅱ 溝状遺構 土師器 養
面

面

外

内

横ナデ ハケメ
横ナデ ケズリ

4mm大 以下の自色粒 透明
粒を含む

良好
画

面

外

内

灰褐色

淡責褐色

59-35 Ⅱ 溝状遺構 土師器 棗
外面 :横ナデ

内面 :横ナデ ケズリ 指押え
lRIn大以下の自色粒多く含
む 良好 明橙褐色

60-36 コ 溝状遺構 土師器 甕 (200)
画

面

外

内

積ナデ ハケメ
横チデ ケズリ

1 5od大 以下の白色粒多 く

含む
良好 赤橙色

60-37 Ⅱ 溝状遺構 土師器 甕
面
面

外

内
指押えケズリのちナデか

ケズリ
5加大以下の砂粒を多量含
む

皮好

面

　

高

外

　

歯

明褐色～責

褐色
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60-38 溝状遺構 土師器 霙
面

面

外

内

ナデか
ケズリか

2m大以下の白色粒 透明
粒 を多 く含む

良好 淡橙色～淡責褐色

6039 E 溝状遺構 土師器 羹 249
面

面

外

内

横ナデか ナデ
横ナデか ケズリ

5mnl大 までの長石 石
英含む

普通 黒褐色～茶褐色
胴部外面に煤付着

内面に黒色付着物

60-40 溝状遺構 土師器 甕
外面 :横ナデ

内面 :横ナデ ケズリ
2～ 3mal大 の礫含む

や

良

や

不 赤褐色

60-41 溝状遺構 土師器 奏
面

面

外

内

横 ナデ ハ ケメ
構ナデ ケズ リ 5a n大 までの礫含む 良好 暗褐色

60-42 構状遺構 土師器 甕 (210)
面

面

外

内

横ナデ

横ナデ ケズリ
6Fm大 までの礫多 く

含む
良好 茶褐色

外面一部と内面に

黒斑

6「43 溝状遺構 土師器 箋
外面 :不明
内而 :ケ ズ リか

lml大以下の白色粒他を少
量含む

良好 淡橙色

6ユーー44 溝状遺構 土師器 甕

画

面

外

内

横 ナデ ナデオ
構ナデ ケズ リ

4dll大 以下の赤色粒 白色
粒 透明粒を含む 良好 淡橙褐色～暗褐色

外面に煤が付着日縁

61--45 コ 溝状遺構 土師器 養
面

面

外

内

横ナデ

横ナデ ケズリ
211n大 以下の自色粒を少量

含む
良好 浅黄橙色

61--46 コ 溝状遺構 土師器 霙
外面 :横ナデ ナデか
内面 :緒チデ ケズリ

5m大以下の赤色粒 自色
粒を多く含む

良好 橙褐色

61--47 コ 溝状遺構 土師器 甕
画

面

外

内

横 ナデ ナデか
構 ナデ  ケズ リ

7an大 以下の白色粒を多 く

含む
良好

色

任

穣

楊

亦

鴻

凹

面

外

内

61-48 ] 溝状遺構 土師器 甕
外面 :横ナデ ハケメ
内面 :横ナデ ケズリ

6ml大 までの石英他含む 良好
外 向 :赤褐色

内面 :淡黒褐色
胴部外面下半に煤

付着

61--49 B 溝状遺構 土師器 霙
外面 :不明
内面 :桔 ナデ ケ ズ リ 指抑 タ

4a l大 以下の自色粒を多 く

含む
良好 橙褐色～淡褐色

底部に直律 伽程

度の穿孔

61-50 コ 溝状遺構 土師器 甕
白

面

外

内

積 ナデ

横 ナデ  ケズ リ
8n m大 までの小石含み粗| 普通 赤褐色 内外面に黒斑

61-51 担 溝状遺構 土師器 甕

外面 :横ナデ ハケメ
内面 :横ナデ ケズリ ケズリの
ち一部ナデ

la n大 以下の自色粒を多 く

含む
良好 明橙色～灰褐色

61-52 ] 溝状遺構 土師器 甕
外面 :横ナデ ナデか
内面 :横ナデ

lnm大以下の透明粒 白色
粒を多く合む

良好 淡褐色～灰褐色

62-53 B 溝状遺構 土師器 奏 225
面

面

外

内

横 ナデ

粘 ナデ ケズ リ 7mm大 の礫含む 良好 暗褐色
胴部中程媒付着

底面が被熱し赤褐色イセ

62-54 ] 溝状遺構 土師器 甕
向

面

外

内

ハケメ

ケズリ
5mm大 以下の自色粒を多 く

含む
ミ好 淡橙色～淡褐色

62--55 ] 溝状遺構 土師器 直口重
面

面

外

内

横ナデ ナデか
横ナデ ケズリか

5nH大 以下の透明粒 白色
粒 を含む

良好 淡黄橙色～淡褐色

62-56 Ⅱ 溝状遺構 土師器 長頸豆 (99)
キ

キ

ガ

ガ

面

面

外

内

1 5trd大以下の自色粒を多
く含む 良好 褐色～赤褐色

外面 と内面頸部に

赤色顔料塗布

62-57 Ⅱ 滞状遺構 土師器 17N
画

面

外

内

ヘラミガキ
ヘラミガキ

細かい砂粒含む 良好
面

面

外

内

灰褐色

淡黒楊色

62--58 Ⅱ 溝状遺構 土師器 郭 (120)
外面 :横ナデ ナデか
内面 :横ナデ ミガキ 密 良好

タト面 淡褐色～暗
灰色

褐色内面

62--59 Ⅱ 溝状遺構 土師器 杯
外面 :横ナデ ケズリ
内面 :横ナデ ミガキか

ld al大 以下の赤色粒等砂粒
を含む

良好 灰褐色

62--60 Ⅱ 溝】犬遺構 土師器 林 (140)
面

面

外

内

横ナデ

結ナデ
密 良好 暗灰色～淡褐色

62封ユ Ⅱ 滞状遺構 土師器 杯 (125)
画

面

外

内

梗ナデか ケス リのちナデ
横ナデか

54」n大の礫含む 不良 淡褐色

62--62 Ⅱ 溝状遺構 土師器 杯
面

面

外

内

横ナデか

横ナデか

3at大 以下の透明粒 白色
粒を多 く含む

良好 淡責橙色

62--63 Ⅱ 滞状遺持 土師器 ネ
外 面 :ケ ス リの ち ナ デ
丙面  治 湘

'

4nln大 の石英他含む 普通 茶褐色
内外面に赤褐色顔
料塗布

62ヽ4 Ⅱ 溝状遺構 土師器 高 杯 (1■8) 106
外面 :横ナデ ハケメ ケズリの
ちナデか

内面 :不明

lm大以下の赤色粒を多 く
含む

良好

回
面
外
内

徐 仁 也

明橙色
外面に赤色顔料が

残る

62--65 Ⅱ 溝状遺構 土師器 高年 172
向

面

外

内

ハケメ

不明

0 5ma大 以下の自色粒を少
量含む

良好
面

面

外

内

明種色

希楊色

62--66 Ⅱ 溝状遺構 土師器 低脚イ
外面 :ヘラミガキ

内面 :横ナデ
2mn大 の石英他含む 良好 褐色～淡褐色

内外面に赤色顔料

塗布

63--67 Ⅱ 構状 遺構 土師器 低脚郭 147
外 面

内面

明

明

不

不 密 良好 淡褐色
内外面に赤色顔料
塗布

63--68 Ⅱ 溝状遺梼 土師器 低脚邦
外 劇 :横ナデカ` ケスリのちナデカ

内面 :不明
密 良好 淡赤橙色

外面回縁部にわず
かに赤色顔朴残る

63--69 Ⅱ 溝状遺構 土師器 低脚杯
外面 :横ナデ ミガキか
内面 :ナ デか

密 良好 橙褐色 内外面に赤色塗彩

63--70 Ⅱ 溝状遺構 土師器 低脚4TN
外 面 :横ナデか ナデか・指押 え
内面 :ナデか

3m大以下の自色粒 透明
粒を多 く含む

良好 暗灰色～橙褐色

63-71 Ⅱ 溝状遺構 土師器 低脚郭
外 向 :ク ス リ ナデか
内面 :不明

21H大 以下の自色紅 透明
粒含む

良好 橙掲色
底部内面に褐色の付君

物、一部に赤色顔料か

63-72 Ⅱ 溝状遺構 土師器 低脚杯
外面 :横ナデ ナデ
内面 :不明

密 良好 淡褐色
内外面に赤色顔料
塗布

63-73 B 溝状遺構 土師器 低脚杯
デ

田

ナ

不

面

面

外

丙 密 良好 淡褐色

63-馳 Ⅱ 溝状遺構 土師器 手担土器
画

面

外

内

指押え

指押え
3mm大 の礫含む 良好 赤褐色 底面に黒斑

63-75 ] 溝状遺構 土師器 甑 (272)

外面 :横ナデ ハケメ 手捏 指
押え

内面 :ケ ズリ

3rm大 以下の自色粒 透明
粒含む

良好 淡黄橙色
内外面に褐色の付

着物

63-76 Ⅱ 溝メ犬遺構 土師器 甑
面

面

外

内

ナデ

ナデカ
密 良好 赤褐色

63--77 Ⅱ 溝状遺構 土師器 甑
画

面

外

内

ナデお よび一部指押 え

不明

lmm大以下の自色粒 透明
粒含む

良好 淡黄色

63-78 Ⅱ 溝状遺構 土師器 甑
面

面

外

内
2mm大 以下の白色粒 透明
粒含む

良好
明橙色～橙褐色

内外面に暗褐色の

付着物 口縁1ケ
所に焼成前穿孔

63-79 Ⅱ 溝状遺構 土師器 土製支脚
外面

内面

1 5mm大 以下の自色粒等含
む

良好 淡責橙色 底面に内割 りあ り

64  80 Ⅱ 溝状遺構 土師器 甑
面

面

外

内

横ナデ ハケメ
横ナデ ナデか

3mm大 以下の自色粒 透明
粒含む

良好 淡橙色～淡責褐色
内外面に褐色の付

着物
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64 81 Ⅱ 溝状遺構 土師器 電
外 面 ハケメ

ケズリ内面
4a n大の礫含む 良好 橙褐色 内外面に黒斑あ り

66--1 [ 1号建物跡 青磁 碗 (168)
釉

釉

施

施

面

面

外

内
密 良好 緑灰色

6併2 Ⅱ 1号建物跡 土師器 皿
画

面

外

丙

回転糸切 りか
密 不 良 淡褐色 灯芯跡に煤付着

69--1 & F-4 須恵器 杯蓋
外 向 :回 転 ナデ  回転ヘ ラタス リ
内面 :回 転 ナデ

31」 n大以下の黒色粒 自色
粒含む

や
良
や
不
灰白色

外面の一部が自然

Tmで荒れている

69--2 E-4 須恵器 j4N身
(104)

外面 :回 転ナデ 回転ヘラケズリ
内面 :回 転ナデ 静止ナデ

lam大以下の自色粒含む 良好
面

面

外

内
外面の一部が自然

釉で売れている

69--3 F-2 須恵器 不
外面 :回 転 ナデ 回転糸切 り
内面 :回 転 ナデ

密 不 良 自色

69--4 F-4 須恵器 杯 (122)
外面 :回 転ナデ 回転糸切 り
内面 :回 転ナデ

4oln大以下の自色粒 透明
粒含む

や

良

や

不 淡黄白色

69--5 F-4 須恵器 杯
面

雨

外

内

回転ナデ 回転糸切 り
同転ナデ

密 良好 青灰色

69--6 F-4 須恵器 皿
画

面

外

内

回転ナデ 回転糸切 り
回転ナデ

4硼大以下の白色粒 透明
粒含む

やや
不良
淡黄白色

69--7 F-4 須恵器 不
外面 :回転ナデ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

2m大以下の自色粒含む
や

良

や

不 淡白色

69--8 G― ] 須恵器 不

外面 :回 転ナデ ナデ 回転糸切
り

内面 :回 転ナデ

密 良好 青灰色

69--9 F-4 須恵器 一亜
外面 :回 転 ナデ 静止糸切 り
内面 :回 転 ナデ

3a nl大 以下の 自色粒含 む 良好 灰白色

69--10 ] E-4 須恵器 一蔓

外向 :回 転ナデか 回転ヘラケス
リ ナデか

内面 :回転ナデ

密 良好 灰白色

69--11 コ F-4 須恵器 甕
外面 :格子文タタキ

内面 :放射状当て具痕
密 良好

外 向 灰色

灰 白色内面

69--12 ] G-1 須恵器 菱
外面 :平行文タタキ

内面 :放射状当て具痕のちナデ
4om大 以下の自色粒含む 良好 紫灰色

69--13 4 F-4 土師器 発
タト面 :ハ ケメ

内面 :ハ ケメ ケズリ lmal大 以下の自色粒等含む 良好
面

面

外

丙

暗灰色

69--14 ] E-4 土師器 皿
外面 :回転ナデ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

密 不 良 灰白色

69--15 ] F-4 土師器 皿 (1■8)
外面 :回転ナデ 回転糸切 り
内面 :回転ナデ

細かい雲母 石英含む 普通 褐色 ヘラ書き文字

69--16 ] G-1 土師器 皿
外面 :回 転 ナデ 回転糸切 り
内面 :回 転 ナデ

2mnl大 以下の白色粒 透明
粒を多 く合む

や
良
や
不

外 面 淡 褐 色

煽れ、渉務れ

69--17 ] F-4 土師器 杯
外面 :回 転ナデ 回転糸切 り
内面 :回 転ナデ

密だが5mll大 の礫含む 良好 淡褐色
内面に墨書1文字
か

69--18 コ F-4 土師器 杯 (120)
外面 :回 転ナデ ミガキ
内面 :回転ナデ ミガキ

lmm大以下の白色粒 透明
粒を含む

良好
面

面

外

内

淡灰褐色

黒灰色

紹Эに19 Ⅱ F-4 白磁 碗 (173)
粕

釉

施

柿

画

面

外

内
箸 良好 自色

70→20 Ⅱ F-3 白磁 皿
外面 :回転ナデ 胎土ロカ
内面 :施釉

密 良好
釉 :淡黄白色

地 :白 色

71‐21 Ⅱ F-4 白磁 皿
面

面

外

内

回転ナデ 回転ヘラケズリ
施釉

密 良好
釉

地

淡黄褐色

淡黄白色

70-22 Ⅱ G-2 青磁 碗
釉

釉

施

柿

面

面

外

内
密 良好

釉

焔

淡緑灰色

明楊色
龍泉窯

70-23 Ⅱ C-2 青花 皿
外面 :施釉

内面 :施釉 回転ナデ 密 良好 釉 :淡緑色

紹Э-24 Ⅱ G-1 備前 播鉢
外面 :回転ナデか ナデか
内面 :摺 目

4 aln大 以下の自色粒 褐色
粒を多く含む

良好
外面

内面

色

色

灰

白

紫

灰

70-25 Ⅱ G-1 月巴前 皿 (125)

外面 :回 転 ナデ

内面 :回 転 ナデ ナデ 施釉 砂
目

密 良好 釉 :自 色

70-26 Ⅱ E-4 月B前 大皿
画

面

外

内

回転 ナデ 施釉
楠雅

密 良好
釉 :淡緑灰色
鋤 :給楊任

絵唐津

70-27 Ⅱ F-2 単副 皿
釉

釉

施

施

面

面

外

内
密 良好 淡青白色

78トー1 Ш 土師器 皿
面 糸切 り

回転ナデ内面
密 良好 暗褐色

第14表  ナメラ迫遺跡出上金属製品観察表
挿図番号 調査区 出土地点 種別 欝

でｃｍ＞
幅

ｃｍ
隣
でｃｍ，

形態の特徴 備 考

50-1 I 1号土坑 鉄 片 周囲はすべて破面。

64-82 Ⅱ 溝状遺椿 刀子 刀身先端部の破片。

熔-2 Ⅲ トレンチ2 刀子 刀身先端部の破片か。

78-3 3号建物跡 鉄片 長方形状の鉄片。折損。

第15表  ナメラ迫遺跡出土石製品観察表
挿図番号 調査区 出土地点 種別 欝

ｍ
幅

ｃｍ

厚 さ

(em)

重量

(宜 )
加工及び使用状況 石  材

64-83 溝状遺構 砥石 119 完形品。使用痕は顕著でなヽ 凝灰質砂岩

64-84 濤状遺橋 砥 石 1880 2面が欠損。上面 下面 側面を使用。上面 下面に利器痕。 凝灰質砂岩

64-85 溝状遺構 砥石 上面 下面 両側面を使用 し、篠痕顕著。一方の端部には浅い扶 り 砂岩

66-3 1号建物跡 砥 石 3面が欠損。上面と下面の一部、側面を使用。利器痕あ り。 砂岩

40-29 G-2 砥石 両端と1側面を久損。上下両面と1側面の 3面 を使用。 凝灰岩

70-30 ] G-2 砥 石 上面 1面 を使用。表面黒変被熱か。 凝灰岩
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第 1節 中祖遺跡の立地環境

渡辺正巳・古野 毅 (文化財調査コンサルタント株式会社)

はじめに

本報告は中祖遺跡近辺の古環境 (堆積環境、近辺の古植生など)を推定するために、島根県教育

委員会が文化財調査コンサルタント株式会社に委託して実施 した花粉分析・AMS年代測定・樹種

同定報告書をまとめ直したものである。

分析試料について

分析試料の採取地点は、中祖遺跡Ⅱ区である。第81図はⅡ区の平面図で、No l、 2地点で花粉分

析用試料を採取した。No l地点の4試料の下位に、No 2地点の2試料が位置する。年代測定用試料

および樹種同定用試料は、 トレンチ左側に横たわる倒木である。この倒木は、現地での観察ではNo

l地点試料No 4層準で覆われていた。また第82、 83図 に示した各ダイアグラム中に、試料採取地点

の模式柱状図および試料採取層準を示す。

分析方法及び分析結果

(1)微化石概査

花粉分析用プレパラー ト、及び花粉分析処理残澄を用いて、植物片、微粒炭、珪藻、火山ガラス、

植物珪酸体の含有状況を調べた。含有状況は、第16表中の凡例に示した 5段階にまとめている。

(2)花粉分析

処理は渡辺 (1995)に従って行った。プレパラー トの観察 。同定は、光学顕微鏡により通常400

倍で、必要に応じ600倍あるいは1000倍 を用いて行った。花粉分析では原則的に木本花粉総数力認00

個体以上になるまで同定を行い、同時に検出される草本・胞子化石の同定も行った。またイネ科花

粉を、中村 (1974)に 従いイネを含む可能性の高い大型のイネ科 (40ミ クロン以上)と 、イネを含む可

能性の低い小型のイネ科律0ミ クロン未満)に細分 している。

分析結果を第82、 83図 の花粉ダイアグラムに示す。花粉ダイアグラムでは木本花粉総数を基数と

して分類群毎に百分率を算出し、木本花粉を黒塗リスペクトルで、草本花粉を白抜きスペクトルで

示 した。統計処理に十分な量の木本化石が検出できなかった試料では、検出できた種類を「*」 で

示した。また右端の花粉総合ダイアグラムでは木本花粉を針葉樹花粉、広棄樹花粉に細分し、これ

らに草本花粉、胞子の総数を加えたものを基数として、分類群毎に累積百分率として示した。

(3AMS年代測定

酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去 した後、石墨(グラフアイト)に調整し、加速器質量

分析計彼MS)を 用いて測定を行った。

第 立早5 論付
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第17表にδ
13c補正年代、暦年較正用年代、暦年較正年代代を示した。δ tt C補正年代は、リビ

ーの半減期 (5568年 )を用いるとともに、δEC=25%。 となるように補正・算出した暦年較正用年

代を、 5年単位で九めた値であり、西暦1950年 からさかのぼった年代値である。暦年較正年代は、

暦年校正用年代を暦年代較正データ (INTCAL04)を 用いて、Oxcal Ver3.11こ より較正したもので

ある。

い樹種同定

樹種の記載を行うと共に、顕微鏡写真を示す。

ヤナギ属 働依 sp.

試料No:1(W06042601)

記載 :年輪は狭い。100～ 150μ mの道管がほとんど単独ないし2～ 3個放射方向に複合して、年輪

内に均等に分布する散孔材である。道管の分布は密で、年輪の最外層で直径がやや小さくなってい

る。道管のせん孔は単せん孔で、道管の側壁は交互状である。道管放射組織間壁孔はふるい状を示

す。放射組織は両端に 1～数個の直立細胞をもつ単列異性型で、高さは5～ 15細胞高である。軸方

向柔組織は年輪界に沿ってターミナル状に明りように認められる。

以上の組織上の特徴からヤナギ属と同定した。

花粉分帯

統計処理を実施した分析試料すべてで、マツ属 (複維管束亜属)及びスギ属が卓越した。このこ

とから、統計処理を行なった全試料を局地花粉帯の I帯 として設定した。また、現地での観察結果

から、陥 1地点の下位にNo 2地点の2試料が位置することは明らかであり、層序及び花粉組成を基

にc～ a亜帯に細分した。以下に各花粉亜帯の特徴を下位から上位に向かって示す。

(1)I tt c亜帯 (No 2地 点試料No 2、 1)
マツ属 (複維管東亜属)が増加傾向を示し、スギ属が減少傾向を示す。草本花粉、胞子の割合は

低い。

(2)I tt b亜帯 (No l地 点試料No 4)

引き続きマツ属 (複維管束亜属)が増加傾向を、スギ属が減少傾向を示す。草本花粉の割合は低

いが、胞子の割合がやや高 く、全体の350/0を 占める。

(3)I tt a亜帯 (Nol地点試料No3)

引き続きマツ属 (複維管束亜属)が増加傾向を、スギ属が減少傾向を示す。草本花粉の害J合はさ

らに低くなる一方で胞子の割合は高く、全体の710/0を 占める。特に、イノモ トソウ科、オシダ科―

チャセンシダ科が高率を示す。

他地域との比較

島根県中部では花粉分析の報告が乏しく、大田市波根湖(廉・渡辺 1996)、 大田市三瓶小豆原埋没

林(渡辺・那須 2003)、 江津市高津遺跡(渡辺 2005)での報告が知られている程度である。これらの内、

大田市波根湖のデータは、およそ6300年前以降の連続的なものである。大田市三瓶小豆原埋没林の

データは、縄文時代中期及び近世のものである。さらに江津市高津遺跡のデータは、弥生時代後期

から古墳時代後期にかけてのものである。これらの 3地点の内、時期的にばらつきがあるが、三瓶
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小豆原埋没林と高津遺跡のデータではスギ属花粉が卓越傾向を示す。

年代測定結果及び出土遺物から、今回の花粉分析結果がおよそ平安時代後半の植生を示している

ことが明らかである。前述 3地点の内、波根湖での分析結果の 3鞭どο阿焼 Subzoneは 、縄文時代
晩期から古代にかけての植生を反映している可能性があり、今回の分析結果と比較可能である。一

方ほかの 2地点では、古代の植生を反映すると考えられる層準の分析が成されておらず、今回の分

析結果との比較が出来ない。

波根湖の Crypどοmetta Sub zoneで は、マツ属 (打nys)が400/O程度の出現率を示 し、スギ属

(3鞭とοtterra)、 ァヵガシ亜属 (Cyciοわβ力2opsた)力S10～ 200/O程度の出現率を示す。今回の分析結
果と比較すると、マツ属、アカガシ亜属の出現率は同程度であるが、スギ属の出現率は今回の分析

結果が高い。またその他の樹種の出現率は、今回の分析結果が低い傾向にある。

縄文時代以降におけるスギ属花粉の地域的な出現傾向は、山陰地域中央部で低 く、山陰地域東部

及び西部で高い傾向にある (高原,1998)。 前述の高津遺跡、三瓶小豆原埋没林の分析結果は、こ

の傾向を示すものである。今回の分析結果で波根湖の分析結果に比ベスギ属が高率を示すのも、こ

の傾向を示すものと考えられる。

古環境復元

調査地点近辺における平安時代の古オ直生を推定する。

周辺の地形及び堆積物の観察から、 c亜帯期のころには調査地点近辺は砂丘背後の湿地 (いわゆ

る海跡湖 (ラ グーン))であったと考えられる。

c亜帯堆積時には、アシなどの湿生イネ科車本やカヤツリグサ科などが生い茂る環境であったと

考えられる。また、さほど高率ではないもののイネ科 (40ミクロン以上)花粉 も検出されることから、

湿地の縁辺では水田が営まれていた可能性がある。

b、 c亜帯境界面に、 c亜帯層準を貫くように杭列が認められた。水田区画溝沿いに打ち込まれ

たかのようにも思われるが、充分な量の花粉化石が検出されたI帯層準ではイネ科 (40ミ クロン以上)

花粉がほとんど検出できなかったことから、その用途は不明のままである。上位層準から打ち込ま

れたものの、地下水位の影響でb、 c亜帯境界より上位が朽ち果てた可能性もある。
また、b、 c亜帯境界付近にはヤナギ類の倒木が検出されている。このほか、シダ類胞子の割合

が増加するなど、近辺での車地の存在が示唆される。したがって調査地点は、地下水位が高いもの

の常時水付きであった訳ではなく、時としてシダ類の生育できる程度に乾燥した環境 (高層湿原 ?

草地 ?)であったと考えられる。さらに、b亜帯から上部のa亜帯に向かい胞子が増加し、木本花

沿が減少することから草地が徐々に拡大したと考えられる。ただし、試料No 4～ 2層準に向かい堆

積物の酸化が進んでいる。堆積物の酸化とともに花粉化石が差別的に消滅し、相対的に胞子の割合

が高くなった可能性も指摘できる。

山陰地域西部あるいは東部におけるスギ属花粉の卓越は、山口県宇生賀盆地 (湿原)や福井県三

方低地帯で認められるスギの湿地林に由来すると考えられている (高原,1998)。 今回認められたス

ギ属花粉の卓越も、同様にスギ主体の湿地林が周辺の平野内に分布した可能性が指摘される。

同時期のマツ属 (複維管束亜属)花粉の卓越、増加傾向は、前述のように波根湖では認められて

いる。しかし、山陰地域中央部の宍道湖堆積物の分析結果 (大西,1990)で は、今回の結果よりや
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や遅れる傾向にある。

一般に、弥生時代以降のマツ属 (複維管束亜属)の増加は、人間活動に伴う二次林 (あ るいはそ

の後の「里山」化)と してのアカマツ林の拡大に伴うと考えられている。二次林化の進行は局地的

な現象であり、ここでのマツ属 (複維管束亜属)増加の原因を二次林化の進行に求めることは無理

なことではない。また、近辺の乾燥化 (草地の拡大)に伴い、草地にマツ類が進入する様子を示 し

ている可能性もある。一方で今回の調査地点は砂丘の背後であり、海岸地域に特有なクロマツ海岸

林が砂丘上あるいは近辺の海岸域に分布していたと考えることにも妥当性はある。したがって、今

回認められたマツ属 (複維管束亜属)花粉の卓越及び増加傾向は、調査地点近辺でのクロマツ海岸

林の分布及び拡大に因る可能性も指摘できる。

まとめ

中祖遺跡において実施された花粉分析結果、
14c年
代測定結果、樹種鑑定結果の結果を基に、遺

跡内での古環境変遷を推定した。主な内容は、以下の事柄である。

(1)本遺跡内の局地花粉帯として、 I帯を設定し、さらにc～ a亜帯に細分とした。さらに、設定し

た局地花粉帯と、近隣の波根湖 (大 田市)、 三瓶小豆原埋没林 (大田市)、 高津遺跡 (江津市)、

宍道湖湖底SBlの地域花粉帯との比較を行った。

(2)調査 トレンチに横たわった根株はヤナギ属であり、その枯死年代はAMS年代測定により平安時

代後半とされた。

(3)調査地点近辺の堆積環境、古植生についての主な内容は以下の事柄である。

①湿地環境から徐々に乾燥し、車地環境に変化した。拡大した草地には、マツ類が進入した可能

性があるが、クロマツ海岸林の分布、拡大に因る可能性もある。

②調査地′点が水田であつた可能性は低いものの、上流部には水田が分布した可能性がある。

③湿地内にスギ林が分布した可能性がある。
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0             2m

第81図 中祖遺跡Ⅱ区試料採取地点

第16表 中祖遺跡Ⅱ区微化石概査結果
地点No 試料h 花 粉 炭 植物片 珪 藻 火山がラス ア

°
ラント・オハ
°―ル

1 1 △ × △ △ × × △ △

△ × △ △ × × △ × △ ×

○ ○ ○ × △ △

◎ △ × ○ △ × △ △ ×

1 ◎ △ × △ ◎ ○ ◎

◎ △ × ○ ◎ ○ ○

凡例◎ :十分な数量が検出できる O:少 ないが検出できる  △ :非常に少ない △× :極めてまれに検出できる× :検出できない

第17表 中祖遺ljコ 区年代測定結果

試料No 状態
暦年較正用年代

(yrBP)
δ13c(%。 )

補正
14c

(yrBP)

暦年較正年代

囀的
lσ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

NN l

材

(最外年輪)

0.878g(dry)

977±21 -28.59±0.17 975±20

AD1090-1120(21.1%)

ADl140-1150(4.1%)

AD1010-1050(42,9%)

AD1010-1060(48,8%)

AD1070-1160(46.6%)
6002
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た状図几例

匡蔓 姑i匡∃ 砂匿∃ ねれ砂匠劉 鞭 膨姿 継蛍

第82図 中祖遺跡Ⅱ区Nα l地点の花粉ダイアグラム

第83図 中祖遺跡Ⅱ区Na 2地点の花粉ダイアグラム

写真4 出土木質遺物の顕微鏡写真

横断面 放射断面
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第 2節 中祖遺跡出土瓦の胎上分析関係資料
中祖遺跡出土瓦の生産地を検討するため、中祖遺跡と石央・石東地域の瓦窯跡及び寺院出土瓦の

胎土分析を行った。分析資料は中祖遺跡のほか、江津市久本奥窯跡①、浜田市石見国分寺瓦窯跡②・

重富Ⅳ区瓦窯跡③、大田市天王平廃寺④である。

(1)中祖遺跡 (大田市温泉津町福波)

礎石建物跡に伴う瓦溜出土資料である。瓦は九瓦と平瓦で構成されており、焼成が良好で青灰色

系のものと、不良で灰白色を呈するものがあるが、後者が主体を占める。九瓦はすべて端部が無段

の行基式で、凸面は縄ロタタキのち未調整のものと縄ロタタキののちケズリ調整されたものの2種

類がある。凹面は周縁にケズリ調整を加えるものが多いが、一部にないものもある。平瓦は一枚作

りで、凸面に縄ロタタキが施されたもののみである。凹面は周縁にケズリが入る。

分析資料は総数50点あり、 1～ 9が須恵質のものを含む焼成良好品、10～50が灰白色を呈する焼

成不良品である。 1・ 2と 10～ 12は九瓦である。このうち1は須恵質で、厚さが l cm前後と他のも

のが2 cm前後あるのに対し薄い。12は凹面の側縁にはケズリが入るが、端部のケズリ調整を欠いて

いる。

3～ 9と 13～ 50は平瓦である。 3・ 5～ 8は須恵質で、 5は胎土や焼成の状況が久本奥窯跡の焼

成良好品とよく似ている。 6と 8は凹面周縁部のケズリが他のものに比べて浅い。35は 凸面に縄目

タタキののち一部にケズリが加えられ、凹面は糸切 りののち指押えが見られるもので、他の平瓦に

ない特色をもつ。

(2)久本奥窯跡 (江津市嘉久志田])

須恵器と瓦を焼いた瓦陶兼用の地下式登 り窯で、最終操業に当たる3次床面では丸瓦と平瓦が焼

成されている。九瓦は凸面にケズリ調整があり行基式の基部をもつ I類、凸面に縄ロタタキがあり

行基式のⅡ類、凸面に縄ロタタキがあり玉縁式のⅢ類に分類されている。平瓦は凸面に縄ロタタキ

をもつもののみであるが、側部の形状からI類 とⅡ類に分けられる。

分析資料は総数25点である。総じて焼成が良好なものが多いが、51～ 56は須恵質である。51～ 53

と57～ 63は九瓦である。凸面は51・ 60。 62がケズリ、58は縄ロタタキの後ケズリ、52・ 53・ 59・ 63

は縄ロタタキののち一部にナデ、61は ナデ、57は縄ロタタキのち未調整である。凹面は周縁にケズ

リがある51・ 60・ 61・ 62・ 63と 、ケズリのない52・ 53・ 58・ 591こ 分けられる。

54～ 56と 64～ 75は平瓦である。凸面は縄ロタタキのもののみであるが、56・ 65。 69の ように一部

にケズリまたはナデが加えられたものがある。凹面は周縁にケズリが入るもの54～ 56・ 64～ 67・

70。 72と 、入らないもの71・ 73,74がある。

(3)石見国分寺瓦窯跡 (浜田市国分町)

半地下式の平窯で、窯壁に軒瓦や平瓦が使われる。調査が古く焼成品を特定することは難しいよ

うであるが、軒九瓦・軒平瓦 。九瓦・平瓦・碑が確認されている。九瓦は玉縁式で縄ロタタキのの

ちケズリまたはナデが加えられる。平瓦は1枚作りで凸面に縄ロタタキ、凹面は布目圧痕を残すも

のの他、ケズリののちナデ調整されたものもある。

分析資料は総数19点である。総じて焼成が良好なものが多いが、76～83は須恵質である。84～86

は九瓦である。凸面はいずれも縄ロタタキであるが、ケズリまたはナデが加えられている。凹面の

周縁部は84は段状になっており、86は未調整である。また、86は厚さが l cm前後と薄手で、凹面の
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布目に綴じ合わせ痕が見られる。

76～83と 87～ 94は 平瓦である。凸面は縄ロタタキのもののみであるが、76は 一部にナデが加えら

れる。凹面は側縁部が両面から面取 りされた76・ 80。 82・ 83。 94と 、上面にケズリが入るもの88、

ケズリのないもの79に分けられるが、端部が残るものはいずれも浅 くケズリが加えられる。また、

79と 94は厚さが l cm前後と薄手である。

(4)重富Ⅳ区瓦窯跡 (浜田市旭町)

地下式登 り窯で、軒九瓦 。九瓦・平瓦が焼成されている。九瓦は行基式のみで凸面はハケメまた

はナデ調整が加えられており、粘土円筒からの分害」には糸切 り技法が使われる。平瓦は桶巻作 りで、

凸面がナデ調整される一類とハケメ調整されるこ類からなり、凹面は布目圧痕があるが一部にケズ

リ調整されたものも含まれる。

分析資料は総数20点 で、焼成が良好なものと不良なものがあり、95～ 1001ま須恵質である。101

と102は丸瓦である。101は 凸面がハケメ調整、凹面と端部に糸切 り痕を残す。凹面の周縁部にケズ

リは加えられていない。102は軒九瓦片で凸面はハケメ、凹面はナデである。

95～ 100と 103～ 1141ま平瓦である。凸面はケズリ調整される95。 96。 105～ 109、 ケズリののちナ

デ調整される97・ 98、 ナデ調整の99、 ハケメが入る100。 110～ 112、 ハケメののちケズリまたはナ

デが加えられる113,114がある。凹面は107・ 110で周縁部にケズリの入るものがあるが、その他の

ものにはない。また、109は 凹面にもハケメ調整が見られる。

(5)天王平廃寺 (大田市波根町)

塔跡とその西側で建物跡が確認された寺院跡である。塔跡は石積みの基壇をもち、心礎の他、北

辺と西辺で階段が明らかになっており、銅製の水煙も出土している。瓦は九瓦と平瓦が大半を占め

るが、軒丸瓦・隅瓦・文字瓦も含まれる。九瓦は90°/。 以上が端部に段のない行基式であるが、玉縁

式も含まれる。凸面はケズリ調整されるものが多いが、ハケメがあるものもある。平瓦は桶巻き作

りで、凸面には平行タタキ・格子タタキ・縄ロタタキがある。

分析資料は総数26点 で、焼成が良好なものと不良なものがあり、■6～ 1311よ 須恵質である。115

～117は九瓦である。凸面はいずれもケズリののちナデ調整されている。117は側縁部が遺存するが、

浅いケズリが見られる

118～ 1401よ平瓦である。凸面は縄ロタタキをもつ118～ 124・ 132～ 136、 格子タタキの125～ 127・

137～ 139、 平行 タタキの128～ 130,140がある。凹面は周囲にケズリを入れるH8・ 119。 125'

126・ 129の 他、ケズリのないもの131・ 134・ 136・ 138・ 140、 両面から面取 りされた132・ 135が見

られる。

註

(1)島根県教育委員会『一般国道9号江津道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』11995年

(2)浜田市教育委員会『史跡石見国分寺跡・県史跡石見国分尼寺跡』2006年

(3)島根県教育委員会『中国横断自動車道広島浜田線建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』Ⅳ 1992年

律)島根県教育委員会「天王平廃寺」『島根県埋蔵文化財調査報告書』第Ⅱ集 1970年
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写真 6 中祖遺跡出土瓦胎上分析資料 2

-116-



写真7 中祖遺跡出土瓦胎上分析資料 3

-117-



写真8 中祖遺跡出土瓦胎土分析資料 4

-118-
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写真11 久本奥窯跡出土瓦胎上分析資料 1
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写真12 久本奥窯跡出土瓦胎土分析資料2
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写真14 石見国分寺瓦窯跡出土瓦胎上分析資料 1
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写真15 石見国分寺瓦票跡出土瓦胎上分析資料 2
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写真16 重富瓦窯跡出土瓦胎上分析資料 1
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写真19 天王平廃寺出土瓦胎上分析資料 2
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天王平廃寺出上瓦胎土分析資料3
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第 3節 中祖遺跡出土瓦の胎土分析

白石 純 (岡山理科大学自然科学研究所)

].分析目的
この胎土分析では中祖遺跡の瓦葺礎石建物跡から出土している瓦 (九瓦・平瓦)の 自然科学的な

胎土分析を実施し、以下の瓦窯跡や遺跡出土瓦と比較することで中祖遺跡出土瓦の生産地を推定す

ることが目的である。産地推定のために比較した遺跡は、久本奥窯跡 (江津市嘉久志町)、 石見国

分寺瓦窯跡 (浜田市国分町)、 重富Ⅳ区瓦窯跡 (浜 田市旭町)、 天王平廃寺 (大田市波根町)の 4遺

跡である。

2.分析方法と試料

分析方法は、蛍光X線分析法と実体顕微鏡による土器表面の胎土観察の2つの方法で検討した。

蛍光X線分析法では、胎土の成分 (元素)量を測定し、その成分量から分析試料の違いについて

調べた。測定した成分 (酸化物)は、Si02、 Ti02、 A1203、 Fe203、 MnO、 MgO、 CaO、 Na20、 倫O、 P205の

10成分である。測定装置はエネルギー分散型蛍光X線分析計 (セイコーインスツルメンツ社製SEA2010L)を 使

用 した。分析試料は、乳鉢で粉末にしたものを加圧成形機で約15ト ンの圧力をかけ、コイン状に成形

したものを測定試料とした。従って、一部破壊分析である。

実体顕微鏡による土器表面の観察では、土器の胎土中に含まれる砂粒 (岩石 。鉱物)の種類、大

きさなどの大まかな含有量を調べた。なお、砂粒の含有量は、やや曖味な表現であるが、多量 。中

量・少量 。まれに、の4段階で表した。

分析試料は、第18表 に示した140点である。なお各遺跡の分析点数および種類は、中祖遺跡50点

(九 。平瓦)、 久本奥窯跡25点 (九・平瓦)、 石見国分寺瓦窯跡19点 (九・平瓦)、 重富Ⅳ区瓦窯跡20

点 (九 ・平瓦)、 天王平廃寺26点 (九・平瓦)である。

3.分析結果

(1)蛍光X線分析結果について

この分析では測定 した10成分のうち、各遺跡で顕著な差が見 られたのは、Si02、 A1203、 Ti02、

CaO、倫Oの 5成分であった。この5成分を用いて散布図を作成し、胎上の違いを検討した。

その結果、第94図K20 CaO散布図では瓦の生産地である重富Ⅳ区 。久本奥・石見国分寺の各窯

跡がCaO量050/O以 下の低いところに集中し、各窯跡ともほぼ同じ分布域にまとまり識別が困難であ

った。また重富Ⅳ区と久本奥の瓦はK20量の違いで 2つ に胎土に分類できた。次に消費地遺跡の中

祖遺跡と天王平廃寺出上の瓦の分布をみると、中祖遺跡の瓦は重富Ⅳ区 。久本奥・石見国分寺が重

複する領域に分布 し、天王平廃寺の瓦は、どの領域にも入らなかった。なお天王平廃寺の瓦は

K20'CaOの違いで 3つの胎土に分類される。

第95図Ti02 CaO散布図では、重富Ⅳ区・久本奥・石見国分寺の各瓦窯がTi02量の違いでほぼ識

別が可能である。そして中祖遺跡の瓦は、久本奥と重富Ⅳ区が重なる領域に分布した。なお天王平

廃寺の瓦はどの領域にも入らず、CaO量の違いで 3つの胎土に分類された。
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第96図 Si02~A1203散 布図では、重富Ⅳ区・久本奥 。石見国分寺の各瓦窯がA203量20%以上に分布

し、ほぼ分布域がまとまる。それに対 して中祖遺跡と天王平廃寺はA1203量が20%以下に分布する

傾向がみられた。特に中祖遺跡は重富Ⅳ区・久本奥・石見国分寺の各瓦窯と明らかに識別が可能で

あった。

(2)実体顕微鏡観察結果について

中祖遺跡、久本奥窯跡、石見国分寺瓦窯、重富Ⅳ区瓦窯、天王平廃寺出土瓦の胎土を観察した結

果、各遺跡とも以下のような特徴ある胎土であった。

(中祖遺跡〉

l nlm前 後の石英と白色粒を多量に含み、0.5nlm以 下の赤色粒を含む (写真211。 2)。

(久本奥窯跡〉

l l14以 下の石英を多量に含み、 211m以 下の砂岩 (円礫)?を少量含む (写真213)。

(石見国分寺瓦窯〉

0.5Hm以下の石英を多量に含み、 2 nlm前後の片岩をまれに含んでいる (写真21-4)。

(重富Ⅳ区瓦窯〉

0.5nm以下の石英と火山ガラスを含み、素地上には非常に精良な粘上が使用されている (写真

21-5)。

(天王平廃寺〉

l nlm以 下の石英と0.541m以 下の黒雲母・火山ガラスを含んでいる (写真21-6)。

以上の観察結果から各遺跡の瓦には、特徴があり砂粒観察でも顕者な違いがあることがわかった。

各遺跡出土瓦の特徴をまとめると以下のようになる。中祖遺跡出土瓦には、白色粒と赤色粒が多 く

混入しており、他の遺跡や産地の瓦にはみられないものである。久本奥には少量ではあるが堆積

岩 ?の円礫が含まれている。石見国分寺には片岩が含まれていた。重富Ⅳ区ではきめの細かな粘土

が使用されており、砂粒はほとんど含まれていなかった。また天王平廃寺では少量の黒雲母が含ま

れていた。このように、各遺跡出土の瓦にはそれぞれ特徴ある砂粒が含まれており、砂粒観察にお

いても胎上の違いがみられた。

4.考 察

蛍光X線分析法と実体顕微鏡観察法による瓦の胎土分析では、以下のことが推定される。

(1)蛍光X線分析による中祖遺跡出土瓦の分析では、中祖遺跡のTi02、 CaO、 K20の各成分が重富Ⅳ

区および久本奥の各窯跡の胎土に近い成分であつたが、Si02、 A1203の 成分では、重富Ⅳ区 。久

本奥とは胎上が一致しなかった。

(2)実体顕微鏡による砂粒観察でも、中祖遺跡の瓦には白色粒および赤色粒の砂粒(シ ャモット)(1)

が混入しており、ほかの瓦とは明らかに異なっていた。

以上のように蛍光X線分析と実体顕微鏡による砂粒観察の2つの胎上分析法から、中祖遺跡出土

の瓦は、今回比較した久本奥窯跡、石見国分寺瓦窯、重富Ⅳ区瓦窯、天王平廃寺出土の瓦と胎上が

一致しなかった。従つて、別の生産地を求める必要がある。
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この分析の機会を与えていただいた角田徳幸氏をはじめ、島根県埋蔵文化財調査センターの職貝

の方々には、いろいろとお世話になった。末筆ではあ りますが記 して感謝いたします。

註

(1)中祖遺跡の瓦の胎土に混入していた白色粒および赤色粒の砂粒は、焼粘土の可能性がある。
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第94図 中祖遺跡他出土瓦の産地比較 (K20~CaO散布図)
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第18表 中祖遺跡胎上分析試料一覧 単位 :Si02～ P205(%)

料

号

試

番
遺跡名 種類 色調 調整 Si02 Ti02 Aユ200 Fe203 MnO 卜IgO CaO Na20 DO 肋05 備考

1 中祖遺跡 九 瓦 青灰色 猪亀ロタタキ 7263 117 1749 350 007 011 須恵質

2 中祖遺跡 九瓦 淡黒褐色 縄ロタタキ 7051 1884 400 007

3 中祖遣跡 平瓦 淡青灰色 縄ロタタキ 7250 117 259 108 015 須恵質

4 中祖遺跡 平 瓦 淡黒褐色 縄ロタタキ 7060 111 1845 454 009 43 193

5 中祖遺跡 平 瓦 灰褐色 縄ロタタキ 006 012 須恵質

6 中祖遺跡 平瓦 暗青灰色 沐電ロタタキ 7372 1乏4 1706 293 005 100 015 須恵質

7 中祖遺跡 平瓦 黒褐色 縄ロタタキ 6967 1870 006 149 252 112

8 中祖遺跡 平瓦 淡青灰色 縄ロタタキ 7195 112 1765 015 294 須恵質

9 中祖遺跡 平瓦 淡黒褐色 縄ロタタキ 005 016 0解

中祖遺跡 九瓦 灰 自色 縄ロタタキ 6882 150 256 0「92

中祖遺跡 丸瓦 灰白色 縄ロタタキ ケズリ 6984 102 1929

中祖遺跡 丸瓦 灰白色 縄ロタタキ 6935 108 112 104

中祖遺跡 平 瓦 灰自色 なし、糸切 り痕 1874 432 093

中祖遺跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 68M 232 074

中祖遺跡 平 瓦 灰 自色 縄ロタタキ 322 004 211

中祖遺跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 7259 123 027 088

中祖遺跡 平 瓦 灰白色 縄ロタタキ 106 412

中祖遺跡 平 瓦 灰 自色 縄ロタタキ 6955 122 104

中祖遺跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 紹Э42 2〕 373 018

中祖遺跡 平 瓦 灰白色 縄ロタタキ 6974 1882 357 104

21 中祖遺跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ ηЭ 53 17 359 006 217

中祖遺跡 平 瓦 灰自色 縄ロタタキ 6960 374 222 08

中祖遺跡 平 瓦 灰 自色 縄ロタタキ 1843 007 016

中祖遺跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 13 と868 469 162 025

中祖遺跡 平瓦 灰自色 縄ロタタキ 856 164 019 271

中祖遺跡 平瓦 灰自色 縄ロタタキ 6952 486 008 166 11 022

中祖遺跡 平 瓦 灰白色 縄ロタタキ 879 007

中祖遺跡 平瓦 灰 白色 縄ロタタキ 6988 17 877 004 157 0" 16 122

中祖遺跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ ηЭ 23 閉 19 032

中祖遺跡 平 瓦 灰白色 縄 ロタタキ 7129 E4 083

中祖遺跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 6852 005 289 107

中祖遺跡 平 瓦 灰 白色 組ロタタキ 6958 1952

中祖遺跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 69 FD3 111

中祖遺跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 7037

中祖遺跡 平 瓦 灰 自色 縄ロタタキ ケズリ 4路 262 111 083

中祖遺跡 平瓦 灰自色 縄ロタタキ 1916 372 004 269 082

中祖遺跡 平瓦 灰自色 縄ロタタキ 6859 008 243 107

中祖遺跡 平瓦 灰自色 縄ロタタキ 7068 19 1888 403 007 102

中祖遺跡 平瓦 灰白色 縄 ロタタキ 15 1898 588 009 53

中祖遺跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 6990 13 1788 496 013 43 029 192 113

中祖遺跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 6945 12 1847 388 007 027 256

中祖遺跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 370 57

中祖遺跡 平瓦 灰白色 紀ロタタキ 6842 1830 507 46 024

中祖遺跡 平瓦 灰 白色 縄ロタタキ 6956 1880 077

中祖遺跡 平瓦 灰白色 糸亀ロタタキ 024 17

中祖遺跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 6827 116 521 040

47 中祖遺跡 平瓦 灰自色 縄ロタタキ 71コ踏 114 1875 027 147 15

中祖遺跡 平瓦 灰自色 縄ロタタキ 7071 117 1824 184 13 099

中祖遺跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 6856 112 389 008 06 128

中祖遺跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 6982 114 1862 462 202

5] 久本奥窯跡 丸瓦 淡青灰色 ケズリ 097 2174 752 203 58 須恵質 内面端部ケズリ

久本奥窯跡 九瓦 暗灰色 縄 ロタタキ ナデ 6660 115 2362 008 208 馳 須恵質

53 久本奥窯跡 九瓦 黄灰色 縄ロタタキ ナデ 6759 097 2234 323 004 164 009 08 須恵質

開 久本奥窯跡 平 瓦 淡黒褐色 縄ロタタキ 661] 085 災 18 272

久本奥窯跡 平瓦 淡青灰色 縄ロタタキ 6982 2144 005 153 173 須恵質

久本奥窯跡 平 瓦 淡灰色 縄 ロタタキ ケズ リ 6821 02 2189 004 266 須恵質

57 久本奥窯跡 九瓦 灰褐色 縄ロタタキ 6378 04 2282 579 l E4

久本奥窯跡 丸瓦 灰白色 縄 ロタタキ ケズ リ 6860 2214 153 233

久本奥窯跡 丸瓦 淡褐色 縄ロタタキ ナデ 6576 2309 285 012

久本奥窯跡 丸瓦 明掲灰色 ケズリ 6757 214」 内面端部ケズ リ

久本奥窯跡 九瓦 淡褐色 ナ デ a35 006 211 115 005 内面端都ケズリ

久本奥窯跡 九瓦 桃褐色 ケズリ 6529 2263 007 119 内面端部ケズ リ

久本奥窯跡 九 瓦 灰褐色 縄 ロタタキ ナデ 6584 004 006 009 内面端部ケズ リ

64 久本奥窯跡 九瓦 灰褐色 縄ロタタキ 6698 2193 006 124

久本奥窯跡 平瓦 灰褐色 縄ロタタキ ケズリ 6726 004 64 005 293 5

久本奥窯跡 平瓦 淡褐色 縄ロタタキ 02 387 006

久本奥窯跡 平瓦 灰褐色 縄ロタタキ 6737 004 56

68 久本奥窯跡 平 瓦 灰 白色 縄ロタタキ 094 255 003 272 255 2

69 久本奥窯跡 平瓦 灰掲色 縄 ロタタキ ケズ リ 6696 2208 374 004 252 247

久本奥窯跡 平 瓦 淡褐色 縄ロタタキ 6869 2191 008
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単位 :Si02～ 働05(%)

料

号

試

番
遺跡名 種類 色 調 調整 Si02 Ti02 A1203 Fe203 MnO MgO CaO Na20 K20 P205 備考

久本奥窯跡 平瓦 灰 自色 縄ロタタキ 6537 228 004 277 2盟 122 007

抱 久本奥窯跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 6463 2541 003 006 152

℃ 久本奥窯跡 平 瓦 淡褐色 縄ロタタキ 6775 004 155 012 223

久本奥窯跡 平瓦 淡褐色 縄ロタタキ 6596 2374 255 003 009

久本奥窯跡 平 瓦 灰自色 縄ロタタキ 005 012

石見 国分寺瓦窯跡 平 瓦 暗青灰色 縄 ロタタキ 1853 087 須恵質

石見国分寺瓦窯跡 平瓦 灰自色 縄ロタタキ 6568 2223 008 009 077 須恵質

石見国分寺瓦窯跡 平 瓦 黄灰色 縄ロタタキ 6365 273 604 073 須恵質

石見国分寺瓦窯跡 平瓦 暗青灰色 縄ロタタキ 6566 2255 174 須恵質

石見国分寺瓦窯跡 平瓦 黒掲色 縄ロタタキ 6172 185 276 須恵質

石見国分寺瓦窯跡 平瓦 暗青灰色 縄ロタタキ 儀 71 64 124 010 須恵質

石見国分寺瓦窯跡 平瓦 淡黒褐色 縄ロタタキ 6332 52 塞 64 004 17 須恵質

石見国分寺瓦窯跡 平瓦 灰褐色 縄ロタタキ 6258 望 2593 003 182 03 004 須恵質

84 石見国分寺瓦窯跡 丸瓦 暗赤褐色 縄ロタタキ ナデ 7257 58 355 008 162 008 073

石見国分寺瓦窯跡 丸瓦 灰自色 縄ロタタキ ナデ 6212 2625 009 164 006 169 103 008

86 石見国分寺瓦窯跡 丸瓦 灰白色 縄 ロタタキ ナデ 6060 775 167 126 007

87 石見国分寺瓦窯跡 平瓦 灰自色 縄ロタタキ 5893 2721 189 079 軒平か

88 石見国分寺瓦窯跡 平瓦 橙褐色 不 明 696 008 211 090 013

石見国分寺瓦窯跡 平瓦 灰褐色 縄ロタタキ 6202 2499 675 006 088

石見国分寺瓦窯跡 平瓦 淡黒褐色 縄ロタタキ 6990 164 1874 160

石見国分寺瓦窯跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 2749

石見国分寺瓦窯跡 平瓦 淡黒褐色 縄 ロタタキ 6325 2282 硲 228 015

石見国分寺瓦窯跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 145 2302 493 271 112

銘 石見国分寺瓦窯跡 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 6015 2700 483 004 008

重富瓦窯跡 平 瓦 青灰色 ケズリ 5774 679 707 080 006 須恵質

重富瓦窯跡 平 瓦 淡青灰色 ケズリ 6193 128 2275 762 104 須恵質

重富瓦窯跡 平瓦 灰白色 ケズリ ナデ 2375 788 119 須恵質

98 重宮瓦窯跡 平瓦 青灰色 ケズリ ナデ 6727 1939 585 008 69 032 255 [35 須恵質

重富瓦窯跡 平 瓦 青灰色 ナ デ 6536 2053 738 009 0塞 110 須恵質

重富瓦窯跡 平 瓦 暗青灰色 ハケメ 6704 17 587 008 53 133 須恵質

重富瓦窯跡 丸 瓦 浅黄橙色 ハケメ 6111 008 94 258

102 重富瓦窯跡 九瓦 黄橙色 ハケメ 6215 2296 278 軒丸

103 重富瓦窯跡 平瓦 浅黄橙色 不 明 6217 塞 2324 76 017 353

104 重宮瓦窯跡 平瓦 黄橙色 不 明 6208 2342 236

重富瓦窯跡 平 瓦 灰白色 ケズ 2321 757 04

106 重富瓦窯跡 平瓦 黄橙色 ケ ズ 2394 864 250 094 006

107 重富瓦窯跡 平 瓦 黄橙色 ケズ 62C4 2337 164 257 123

108 重富瓦窯跡 平 瓦 灰 自色 ケズ 6287 24 2233 793 099

109 重富瓦窯跡 平瓦 灰白色 ケズ 6458 2102 762 157 024 1 11

重富瓦窯跡 平瓦 黄橙色 ハケメ 5723 %2〕 693 236 012 104 004

111 重富瓦窯跡 平瓦 黄橙色 ハケメ 6034 2479 785 142 119 007

重富瓦窯跡 平 瓦 黄橙色 ハケメ 6200 123 2352 008 115

重富瓦窯跡 平瓦 黄橙色 ケズリ ナデ 6212 2379 007 015 004

重富瓦窯跡 平瓦 黄橙色 ケズリ ナデ 6286 2384 007 025 194

天王平廃寺 丸瓦 淡褐色 ナ デ 6777 1779 083 271 093 須恵質

天王平廃寺 丸瓦 灰色 ケズリ ナデ 6266 1871 776 015 須恵質

l17 天王平廃寺 丸瓦 婚青灰色 ケズリ ナデ 6088 1885 283 787 066 須恵質

天王平廃寺 平瓦 暗青灰色 縄ロタタキ 7200 122 020 須恵質

天王平廃寺 平瓦 淡灰色 縄ロタタキ 7314 1735 24 132 須恵質

天王平廃寺 平瓦 暗青灰色 糸亀ロタタキ 496 59 須恵質

天王平廃寺 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 7325 099 1758 473 007 05 あまい須恵質

天王平廃寺 平瓦 暗灰色 縄ロタタキ 633Э 076 546 009 267 715 須恵質

天王平廃寺 平瓦 淡青灰色 縄ロタタキ 6822 083 686 011 026 須恵質

天王平廃寺 平瓦 灰 色 縄ロタタキ 087 008 0紹Э 201 あまい須恵質

天王平廃寺 平瓦 淡青灰色 格子タタキ 6781 085 285 083 須恵質

天王平廃寺 平瓦 淡青灰色 格子タタキ 69望 092 524 225 088 020 須恵質

天王平廃寺 平瓦 暗膏灰色 格子 タタキ 6755 287 083 0熟 須恵質

天正平廃寺 平瓦 淡灰色 平行 タタキ 6757 094 40 133 076 須恵質

天王平廃寺 平瓦 淡青灰色 平行 タタキ 6653 745 021 221 須恵質

天王平廃寺 平瓦 青灰色 平行タタキ 099 026 1モ盟 137 須恵質

天王平廃寺 平 瓦 灰白色 ハケメ 093 1855 148 083 108 あまい須恵質

132 天王平廃寺 平 瓦 灰自色 縄ロタタキ 招Э34 450 007 1モ8 055 284

133 天王平廃寺 平瓦 灰掲色 縄ロタタキ 6767 082 005 269 lC泄

天王平廃寺 平瓦 灰 自色 縄ロタタキ 6766 2055 007 228 171 017

天王平廃寺 平瓦 灰白色 縄ロタタキ 7175 095 404 005 124 026

天王平廃寺 平 瓦 橙褐色 縄ロタタキ 6725 269 145

天王平廃寺 平瓦 灰褐色 格子タタキ 6805 34 274 088 028

天王平廃寺 平瓦 淡灰色 格子タタキ 6678 1848 ■53 073

天王平屍寺 平 瓦 灰白色 格子タタキ 1884 745 072

天王平廃寺 平瓦 灰自色 平行タタキ 65 FD3 870 148 y 020
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第 4節 中祖遺跡と苗代山陰道

神 英雄 (浜田市立石工美術館)

1.古代山陰道研究の現状

近年の歴史地理学研究によって、石見の古代山陰道の経路がある程度判ってきた。

江津市から浜田市にかけては、幅 6～ 14mの直線的道路痕跡が、十数キロにわたって断続的に東

西に繁がる。丘陵部を通る時は切 り通しがつくられており、一部には古街道の伝承が残る。江津市

西部の直線的道路痕跡を示したのが第97図 である。

これによれば、江津市嘉久志町 (地図A)から敬川町 (同 E)にかけて道路痕跡がほぼ一直線に

繋がり、沿道には「大道」などの道路関係地名が点在するのが判る。この経路は、石見国府から畿

内に向かって進む際に常に正面に室神山 (浅利富士)を 目指して進むように敷設され、国府に向か

って進む際には大崎鼻を目指すように敷設されたようである(1ち

国分寺や国分尼寺のある浜田市国分地区にも、「殿様道」と呼ばれる直線的道路痕跡が残ってい

る(2)。

また、旧美濃郡においては、益田市中心市街地から大道山の中腹を通り、美濃地集落へと向かう

「往退道」という直線的古代道路痕跡 (A― E、 F一 I)が残存している (第98図 )。 そして、その

経路には、益田市白上町松原 (1)と 益田市美濃地 (4)に は地元の人々が「大人の足跡」と呼ぶ

切り通しがある。このうち、松原の「大人の足跡」では、幅13～ 14mの古代道の遺構と思われる切

り通しが100mにわたって続く。この「往還道」は、弘仁 8(817)年 に廃止された長門国府と石見

国府を結ぶ山陰連絡路の遺構であると思われる。

このほか、大田市仁摩町の沖積平野でも南北に直線道路痕跡が伸び、」R山陰線の敷地となって

いる。ここには「大道」地名がある。この道路痕跡の西側の延長線上には「馬路」・「神子路」な

どの地名がある(3屯

これに対して、大田市温泉津地域では山地が卓越していて、直線道路痕跡の検出は困難である。

そのため、景観の上からの古代道の検出作業は全く行われなかった。

2.樟道駅の所在地について
『延喜式』によれば、石見の山陰道には、波祢・託農・樟道 。江東・江西 。伊甘の六駅が置かれ、

それぞれ五疋の駅馬が置かれていた。

このうち、麺摩郡に置かれていたのは樟道駅である。国史大系本によればクスチと読むようであ

る。

『和名抄』によれば、麺摩郡には津道郷もしくは杵道郷と記される郷があつたが 4)、 ここに樟道

駅があったようである。防日名抄』の高山寺本には「託農多久乃 大国 温泉 津道都知 大家 都
治」とあり、刊本には「託農多久乃 大国 温泉由 杵道都知 大家於保伊倍 群治Jと 記載されて
しヽる(5)。

津道 (杵道)独卜はツチと読み、これとは別に都冶 (群冶)郷があつた。吉田東伍(6)は津道 (杵道)

と都治を重複 して記載されたものであるとするが、具体的な根拠は示さなかった。
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第97図 江津市における古代山陰道の痕跡

第98図 益田市西部における古代山陰道 (長門―石見連絡路)の痕跡
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樟道駅の所在地について、先学の多くは江津市東部の都治地区に比定する。

江津市黒松町と松川町を結ぶ近世の広島往還道 (県道221号線)と 中都治集落と江津市浅利町を

結ぶ県道大田・井田・江津線 (県道177号線)の交差する中都治集落の都治神社付近に「引馬」と

いう字名があり、同所に樟道駅を示す標柱が建っている。これは、静岡県浜松市の 《曳馬》が古

代東海道に因むものとされていたことを参考にして、この付近に駅を設定したものだった。しか

し、浜松市周辺の東海道が伊場遺跡付近を通ることが明らかになり、「曳馬」は東海道と関係しな

いことが判明している。それゆえ、「引馬」地名を根拠として樟道駅所在地とすることは出来ない

だろう。また、付近からは駅家の存在を示す遺構 。遺物などは一切発見されていない。

一方、ウト岡良弼は、都冶 (群冶)郷に樟道駅が置かれていたと推量して、大田市温泉津町福波

が託農駅 (大田市宅野地区)と江東駅 (江津市渡津地区)の中間であることから、ここに樟道駅

があったとした (7)。 岡熊臣・金子社駿・藤井宗雄も福光説を採るが、具体的な根拠は示されな

かった。

このほか、中林保は、大田市温泉津町飯原の下り谷集落付近に字「駒ケ畑」があり、宅野地区

と江東地区からともに約14キ ロの位置に相当することから、この付近を駅とするが (8)、 これだ

けでは根拠が脆弱である。

3.大田市温泉津田」の古代交通路関係地名
歴史地理学における古代道推定作業に際して、馬路 。大道などの古代交通路関係地名を手がか

りにすることがある。もちろん近代の字名がただちに古代交通路の存在を示すものではないが、

重要な手がかりとなる。

そこで、『温泉津町誌研究』(9)に 掲載された「字名総覧」によって関係地名を抜き出したとこ

ろ、別表のような地名が検出しえた。多くは近世山陰道沿線に見られるものであるが、それと無

関係のものが複数ある。

また、温泉津地区の湯里や福光・吉浦では、断続的に直線的道路痕跡が残存し、沿道に「馬路」

や「大道」などの交通路関係地名がある。しかし、現状ではこれだけの理由によって、古代山陰

道の痕跡であると断定することは出来ない。

そのような状況下にあって、このほど中祖遺跡から2間 ×2間の英斗棟の建物が検出された意

味は大きい。8世紀後半から10世紀前後までの長い期間存続していたこの建物について、楼閣と

見た場合、駅楼とすることが出来るからである。遺跡の北側には狭小な開折谷になっていて、入

り口に柵をつければ、容易に馬を囲い込むことが出来る。

福光地区には「都合 (津合 ,都郷)」 という字名が存在する。これを津の郷を通る道の意味とす

ると樟道につながる。その近くに字「大道ケ廻」もある。

今回検出された中祖遺跡のをただちに古代樟道駅の施設であるとすることは難しいが、今後の

古代山陰道検出作業において重要な手がかりになるものと考える。

註

(1)拙稿「石見の古代山陰道」(Fい しずえ』80、 2005年)、 同「石見相聞歌の景観論的考察」(F宮城学院女子

大学人文社会学研究所研究紀要』17、 2008年 )。
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(2)拙稿「石見の古代山陰道―浜田市東部―」(『郷土石見』70、 2004年 )。

(3)中林保「石見国」 (『古代日本の交通路」』大明堂、1978年 )。

141津道郷について杵道郷と表記することがある。しかし、杵は決してツと読まない。これについて、筆者は

写本制作者が樟の崩し字を誤つて杵と読んだ可能性を指摘したい。なお、樟道駅について、国史大系本で

はクスチのフリガナがあるが、いつの時代につけられたものかは不明である。

今後、諸写本を調査して文字を精査する必要があると考える。

(5)『倭名類衆妙』(風間書房、1970年 )。

(6)吉田東伍『大日本地名律書』3(冨山房、1900年 )。
(7沖卜岡良弼『日本地理志料』(1902年 、後に臨川書店より復刻)

(8)中林前掲註(3)に 同じ。

(9)温泉津町史編纂委員会編 [温泉津町誌研究』2・ 3(温泉津町教育委員会、1992年 )。

十日温泉津町の交通路関係地名

湯里 1号 47呑   古馬路 馬路

湯里 2号 94香   大道ノ下タ

西田   35-2香  大道ノ下タ

飯原   8呑    馬路畑 大道ノ下タ

福光 l号 21番   駄迫曽根 駄道平頭
22番   駄道 駄道頭
23番   駄道 大道ケ奥 大道ケ迫曽根 大道ケ迫奥 大道ケ迫奥西平 大道ケ迫

左曽根 大道ケ迫大平 大道ケ迫小田上 大道ケ迫小田向 大道ケ追上ノ

切 大道ケ追出口 大道ケ迫下夕切 大道ケ迫 大道ケ迫東平
24呑   大道ケ迫恵後 大道ケ迫 大道ケ迫頭 大道ケ追下恵後 大道ケ迫落合

大道ケ迫八百 大道ケ迫笹ケ迫 大道ケ迫八百 大道ケ迫正佛
25呑   大道ケ迫出口 大道ケ追上の切 大道ケ迫土手ノ内 大道ケ迫西平 大道

ケ迫西平出口

30呑   大道迫曽根
31番   小路 中小路 上小路ノ上ヘ

34呑   下小路 小路

吉浦   1番    大道ノ中 大道ノ沖 大道ノ沖平
井田   1香    大道ノ上

10呑   駄道谷 駄道 駄道谷 駄道尻
19香   大道下モ 大道下
41番   才ノ峠大道ノ下夕 大平大道ノ下タ
42香    中屋大道下夕 中屋大道ノ下夕 中屋大道ノ上ヱ 下ノ垣内大ノ上 津渕

谷ノ大道下夕 津測谷ノ大道下モ

太田   2番    大道上
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18番   大道田 大道畑
26番   大道 大道ノ下夕 大道ノ上ヘ

福田   14香   大道ノ下 大道ノ前 大道
25香   駄道前下モ 駄道ノ前 駄道ノ前上ミ 駄道ノ下夕 駄道屋敷
35呑   大道ノ下タ

38呑   大道ノ下タ
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第 5節 中祖遺跡・ナメラ迫遺跡の放射性炭素年代測定

株式会社古環境研究所

1. はじめに

放射性炭素年代測定は、呼吸作用や食物摂取などにより生物体内に取 り込まれた放射性炭素(14c)

の濃度が、放射性崩壊により時間とともに減少することを利用した年代測定法である。過去におけ

る大気中の
14c濃
度は変動しており、年代値の算出に影響を及ぼしていることから、年輪年代学な

どの成果を利用した較正曲線により14c年代から暦年代に較正する必要がある。

ここでは、中祖遺跡とナメラ迫遺跡の遺構年代に関わる資料を得る目的で、加速器質量分析法に

よる放射性炭素年代測定を行った。測定にあたっては、米国のBeta Analytic lnc。 の協力を得た。

2.試料と方法

測定試料は、中祖遺跡出上の板材 1点、ナメラ迫遺跡出土の本炭 1点 と柱材 1点、計 3点である。

放射性炭素年代測定の手順は以下のとおりである。

まず、試料に二次的に混入した有機物を取 り除くために、以下の前処理を行った。

1)蒸留水中で細かく粉砕後、超音波および煮沸により洗浄

2)塩酸 (HCl)で 炭酸塩を除去後、水酸化ナトリウム (NaOH)で二次的に混入した有機酸を

除去

3)再び塩酸 (HCl)で洗浄後、アルカリによって中和
4)定温乾燥機内で80℃ で乾燥
前処理後、試料中の炭素を燃焼して二酸化炭素に変え、これを真空ライン内で液体窒素、 ドライ

アイス、メタノール、 n―ペンタンを用いて精製し、高純度の二酸化災素を回収した。こうして得

られた二酸化炭素を鉄触媒による水素還元法でグラフアイト粉末とし、アルミニウム製のターゲッ

トホルダーに入れてプレス機で圧入しグラファイトターゲットを作製した。これらのターゲットを

タンデトロン加速器質量分析計のイオン源にセットして測定を行った。

第19表 放射性炭素年代測定試料及び処理

試料名  遺跡     遺構     種類     前処理・調整     測定法
No l   中祖   Ш区2号土坑   板材   酸―アルカリー酸洗浄   AMS
No 2  ナメラ迫  I区 1号土坑   木炭   酸―アルカリー酸洗浄   AMS
No 3  ナメラ追  Ⅱ区 1号建物跡  柱材   酸―アルカリー酸洗浄   AMS
※Ah/1S(Accelerator Mass Spectrometry)は 加速器質量分析法

3.結 果

年代測定の結果 を表20に示す。

第20表  放射性炭素年代測定結果

試料名  測定No 14 c年代 1) δ13c2)補正14c年代3)   暦年代 (西暦)4)
(Beta)   (年 BP)    (%。)     (年 BP)

No 1  227332  880± 40  -24.0   900± 40  交点 ical AD l160

l σ lcal AD lμ 10～ 1100

cal ☆D l120～ 1200

2 σ ical AD 1030～ 1220
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No 2 227333 1220三L40 -27.4 1180=L40 交点 :cal

l σ :cal

2 σ ical

cal

AD 880

AD 780～ 890

AD 720～ 740

AD 770～ 970

No 3 227334 590三L40 -26.7 560三L40 交点 i cal

l σ :cal

cal

2 σ ical

cal

AD 1400

AD 1320～ 1350

AD 1390～ 1420

AD 1300～ 1370

AD 1380～ 1430

1)14c年代測定値
試料の14c/12c比 から、単純に現在 (AD1950年 )から何年前かを計算した値。14Cの半減期は国際的慣例によりLlbby
の5568年 を使用した (実際の半減期は5730年 )。

2)δ 13c測 定値

試料の測定14c/12c比 を補正するための炭素安定同位体比 (13c/12c)。 この値は標準物質 (PDB)の 同位体比からの

千分偏差 (%。 )で表す。                                   ・

3)補正14C年代値
δ13c測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、ユC/ワ Cの預1定値に補正値を加えた上で算出した年代。試料のδ13c

値を-25(%。 )に標準化することによって得られる年代である。
4)暦年代 Calendar Age
14c年代測定値を実際の年代値 (暦年代)に近づけるには、過去の宇宙線強度の変動などによる大気中14c濃度の変動
ぉょび14cの 半減期の違いを較正する必要がある。暦年較正には、年代既知の樹木年輪の14cの詳細な測定値およびサン

ゴのU/Th(ウ ラン/ト リウム)年代と14c年代の比較により作成された較正曲線を使用した。最新の較正曲線である
IntCa104ではBC24050年 までの換算が可能である (樹木年輪データはBC10450年 まで)。

暦年代の交点とは、補正14c年代値と較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lσ (68%確率)と 2σ (95%確率)
は、補正ユ4c年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがって、複数の交点や複数のlσ ・2σ 値

が表記される場合もある。

4.所 見

仁摩温遺津道路発掘調査において、加速器質量分析法 (AMS)に よる放射性炭素年代測定を行

つた結果、中祖遺跡Ⅲ区2号土坑出土板材では900±40年BP(同AD1030～ 1220年 )、 ナメラ迫遺

跡 I tt l号土坑出土木炭では1180±40年BP(同AD720～ 740年 ,AD770～ 970年 )、 同Ⅱ区 1号建

物跡出土柱材では560± 40年BP(同AD1030～ 1370年 ,AD1380～ 1430年 )、 の年代値が得られた。

文 献
Paula J Reimer et al。 ,12004)IntCa104 Terrestrial radiocarbOn age calibration,26-O ka BP.Radiocarbon 46,

1029-1058.

尾等大真 (2005)INTCAL98か らIntCa104へ。学術創成研究費 弥生農耕の起源と東アジアNo 3-炭素年代

測定による高精度編年体系の構築―,p.14-15.

中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院,p.1-36.
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第 6節 ナメラ迫遺跡出土柱根の樹種同定

渡辺正巳・古野 毅 (文化財調査コンサルタント株式会社)

はじめに

ナメラ迫遺跡は、島根県中央部大田市仁摩町天河内地内に位置する。本報は、ナメラ迫遺跡発掘

調査に伴い出土した柱材の樹種確認を目的に、島根県教育庁埋蔵文化財調査センターが文化財調査

コンサルタント株式会社に委託 して実施した樹種同定の報告書をまとめ直したものである。

分析試料について

Ⅱ区 1・ 2号建物跡で残存 していた 7本の柱の合計 7試料を対象に樹種同定を行った。樹種同定

を行った試料一覧を第13表に示すとともに、分布を第99図 、第100図 に示す。上記試料は全て島根

県埋蔵文化財調査センターより採取保管されていもので、文化財調査コンサルタント株式会社が同

定作業のために必要量を分取した。

顕微鏡観察用永久プレパラー トは、渡辺 (2000)に従い作成した。作成した永久プレパラートに

は整理呑号を付け、文化財調査コンサルタント (株)にて保管管理をしている。顕微鏡観察は、光

学顕微鏡下で4倍～600倍 の倍率で行った。同定した分類群ごとに最も特徴的な試料について、 3

断面の顕微鏡写真撮影を行うとともに、島地ほか (1985)の 用語に基本的に従い、記載を行った。

樹種同定結果と記載

分類群ごとに代表的な試料 (下線試料)の記載を行い、顕微鏡写真を図版に示した。また、同定

結果を第13表 にまとめた。

(1)ク リ Casttnett crettatt Siebo et Zucc.

試料No:1(W06111701),2(W06111702),3(W06111703),4(W061117能 ),5(恥「06111705),

7 (ヽ「ヽ06111707)

非常に大きい円形ないし楕円形の道管がほとんど単独で多列 (10列かそれ以上)に配列する環孔

材である。孔圏部の幅はかなり広い。了し圏外では急に道管の径を減じている。孔圏外道管は薄壁で

角張っており、単独ないし2～ 3個集まって放射状に配列している。道管せん孔は単せん孔である。

道管内腔にチロースがよく発達している。孔圏道管のまわりに周囲仮道管が存在 している。放射組

織は単列同性で、 3～4餅田胞高である。軸方向柔組織は周囲状及び短接線状が認められる。以上の

組織上の特徴から、クリと同定した。

(2)コ ナラ属コナラ節 Qycrcys secto PI� ys sp.(ブ ナ科)

試料No:6(W06111706)

大きい円形ないし楕円形の道管が単独で 1～ 4列に配列する環孔材である。孔圏外では急に道管

の径を減じ、非常に小さい道管が放射状ないし火炎状に配列する。小道管は薄壁で角張っている。

道管せん孔は単せん孔である。道管内腔にチロースがよく発達している。孔圏道管のまわりに周囲

仮道管が存在している。放射組織は同性で、単列放射組織 (2～25細胞高)と 幅の広い広放射組織

(15細胞幅前後)からなり、典型的な複合型放射組織である。軸方向柔組織は周囲状の他に、短接
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線状が特に孔圏外において非常に顕著となっている。以上の組織上の特徴から、コナラ属コナラ

節と同定した。

用材の特徴

同定を行った7試料の内、 6試料がクリ、残 り1試料がコナラ節であった。特に1号建物跡で

は、同定を行った 5試料すべてがクリであった。島根県東部では、クリは古代以降、柱材として

用いられる例が最も多い樹種である。この傾向が、島根県西部でも認められたことになる。また、

島根県内でコナラ節が柱材として報告されたことは初めてである。しかしコナラ節は、「里山」の

構成樹種として県内でもよく認められる樹種である。近 くの森から無作為に切 り出してきたとす

れば、用いられてもごく自然である。

まとめ

ナメラ迫遺跡で出土した柱材を対象に樹種同定を行った結果、 2分類群が確認できた。多 くが

クリであり、島根県東部で従来知られていた用材 と一致 した。一方で、コナラ節は柱材 として、

おそらく島根県内で初めて記載された種類である。
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第21表  ナメラ迫遺跡樹種同定結果一覧表

試料No 整理番号 遺構 樹種名 種類 時代 備考

1 ヽヽ¬Э6111701 1号建物跡 P.1 ク リ 柱 室町時代

2 lヽηЭ6111702 1号建物跡 P.3 ク リ 柱 室町時代

3 Aヽ「06 1号建物跡 P.4 ク リ 柱 室町時代

4 hヽ「06 1号建物跡 P.5 ク リ 柱 室町時代

5 W06 2号建物跡 P.2 ク リ 柱 室町時代

6 WV06 2号建物跡 P.5 コナラ飾 柱 室町時代

7 Vヽ06 1号建物跡 P。2 ク リ 柱 室町時代

ぢアリ  Castanea crerTata Sieb.et Zucc.

ヨ鳶米斗No l (VV06111701)

コナラ属コナラ節 Otrercvs Sect.PrilrPvs sp.

畠磯米斗Nα 6 (VV06111706)

接線断面

ナメラ迫遺跡樹種同定顕微鏡写真
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図版 ]

1.中祖遺跡還景 (東上空から)
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2.中祖遺跡還景 (南上空から)


